
Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 1

令和 5 年度 P r o j e c t  P L A T E A U

第 1 0 回
3 D 都市モデルの整備 ・活用促進に
関する 検討分科会

2023年6月23日



2

第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員
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国による技術開発、
ベスト・プラクティス創出、国際展開
• 国の取組みにより、民間利用の動向を踏まえた

PLATEAU標準仕様の拡張・改良や、自治体による整
備を促進するためのデータ整備手法効率化のための技
術開発を進める。

• 民間領域の先進技術や新たなアイディアを取り込んだ
3D都市モデルのユースケース開発を実施。フィジビリ
ティスタディや有用性検証を行い、社会実装のための
ベストプラクティスを創出する。

• PLATEAUの取組みによって蓄積された我が国の
CityGML標準、3D、GIS、XR、ウェブ開発などの先
端的な技術を活用し、国際展開を図る。

地域の社会実装
• 国が開発したナレッジを利用して地方公共団体が

3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を
実施し、データ・カバレッジの拡大やユースケース
の社会実装を推進。

• 国は地方公共団体の取組みを支援するため、財政
的及び技術的支援や、ニーズ・シーズマッチング機
会の提供、ノウハウやナレッジの共有等を進める。

オープン・イノベーションの創出
• 地方公共団体等がオープンデータとして提供する3D都市モ

デルのデータや、国が公開するユースケース開発のナレッジ
が活用され、新たなイノベーションが創出されるための環境
を整備する。

• 開発者がデータを利用しやすい環境を作るため、技術資料の
整備、開発者向けツールの開発、コミュニティ構築等を実施。

FY2023 Project PLATEAU

プロジェクト・ビジョン

PLATEAUの目指す３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化のエコシステム

国、地方公共団体、民間企業、研究機関等の多様な主体が相互に連携し、３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化が自律的に
発展するエコシステムの構築を目指します。

1



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

データ整備の高度化・効率化

3D都市モデルのデータ整備・更新を
推進するため、
標準データモデルの拡張や
データ整備手法の効率化等を進めま
す。

ユースケースのベストプラクティス創出

3D都市モデルを活用した
社会課題の解決や新たな価値創出を
実現する
ソリューション開発を進めます。

オープン・イノベーション創出

オープンデータとして提供される3D
都市モデルを活用した
オープン・イノベーションの創出を
推進します。

地域の社会実装

地方公共団体のイニシアティブ
による、
3D都市モデルのデータ・カバレッジ
拡大とユースケースの社会実装を
推進します。

01-2. Project Scope ║ 2023

Project PLATEAU（プラトー）は、

都市デジタルツインの社会実装を目指し、

国土交通省が地方公共団体や民間企業、地域コミュニティなどと連携して進めるプロジェクトです。

01 02 03 04

2
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3D都市モデルの「使い勝手の向上」「整備コストの低減」 「データ連携性・流通性の向上」などを図るため、標準データモデルの拡張や最新技術を取り込んだデータ整
備手法の開発などを行い、3D都市モデルのデータ整備・更新の高度化・効率化を進める。

Project Scope

01 データ整備の高度化・効率化

標準データモデルの拡張

都市デジタルツインの表現力を高め、更に多様な分野での活用を可
能とするため、「３D都市モデル標準製品仕様書」や「３D都市モデル
標準作業手順書」等の拡張を実施。

データ整備手法の効率化

AI等の技術を活用した自動生成技術の開発や既存資料等を活用した
3D都市モデルの効率的な更新手法の開発等の3D都市モデルの
データ整備コストを低減させるための施策を実施。

データ連携性・流通性の向上

空間ID（4次元時空間ID）や不動産ID、BIMモデル等の地理空間情
報等との連携性を高めるための連携仕様の策定やコンバータの開発
等を実施。

3
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3D都市モデルを活用した社会課題の解決や新たな価値創出を実現するため、民間企業、スタートアップ、大学・研究機関、地方公共団体等と座組を組成し、様々な分
野におけるソリューション開発PoCを実施。その成果をドキュメントやOSSで公開することで、ユースケースの社会実装を促進。

Project Scope

02 ユースケースのベストプラクティス創出

先進的なユースケース開発

GIS、シミュレーション、衛星、XR、メタバース、モビリティ等の先進的
な技術分野と連携し、新たな課題解決をもたらすユースケースのベス
トプラクティスを創出するためのPoCを実施。

開発ナレッジの公開

国や民間企業など、様々な主体が開発したユースケース開発に関す
るナレッジを収集し、ドキュメントやOSSとして公開することで、参入
障壁を低減。

民間サービスの事業化支援

3D都市モデルを活用した新たなソリューション開発のシーズを有す
る企業を掘り起こし、サービス実装に向けた自治体やVC・CVCとの
マッチングを支援。

4
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オープンデータとして提供される3D都市モデルを活用したオープン・イノベーションの創出を推進するため、コミュニティ形成、地方公共団体等のデジタル・ケイパビ
リティ強化施策、情報発信、開発者支援ツールの開発等を実施。

Project Scope

03 オープン・イノベーション創出

コミュニティ形成

アプリコンテスト、ハッカソン、ピッチイベント、ハンズオン、アクセラ
レーションプログラムなど、PLATEAUに参画する技術者、市民、企
業等のコミュニティ形成を促進。

デジタル・ケイパビリティの強化

デジタル人材の育成プログラムの開発など、3D都市モデルをはじめ
とするデータ活用やデジタル・トランスフォーメーションを推進するた
めの官民のデジタル・ケイパビリティを強化施策を実施。

ムーブメント惹起

Project PLATEAUの情報発信やメディアコンテンツ造成などを通
じ、多様な領域におけるPLATEAUの有用性をPRし、PLATEAU参
画へのムーブメントを惹起。

5
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3D都市モデルのデータ・カバレッジ拡大とユースケースの社会実装を推進するため、主体となる地方公共団体に対する財政支援や技術支援、官民のニーズ・シーズ
のマッチング支援等を実施。

Project Scope

04 地域の社会実装

財政支援の実施

都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助金）を活
用した地方公共団体における3D都市モデルの整備・活用・オープン
データ化を支援。

技術支援の実施

地方公共団体内部の案件組成・承認プロセスを支援するためのマテリ
アル（事例集等）の提供や受託可能企業を拡大するための測量業界と
連携した技術研修等を実施。

ニーズ・シーズのマッチング支援

3D都市モデルを活用した地域課題の解決ニーズを持つ自治体と、
3D都市モデルを活用したソリューション提供シーズを持つ企業等と
のマッチングを支援し、案件化を促進。

6
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地域の社会実装ユースケースのベストプラクティス開発

プロジェクト・ディレクション

国土交通省都市局 PLATEAU PT
エコシステム構築

データ整備の高度化・効率化 オープン・イノベーション創出

都市空間情報デジタル基盤
構築支援事業（PLATEAU補助金）

情報発信/コミュニティ形成

PLATEAU VIEW3.0開発

PLATEAU SDK2.0開発

地域コミュニティ形成

標準仕様の拡張

LOD2自動生成ツール開発

データ作成実証

高精度デジタルツイン構築システム

不動産IDマッチングシステム

国際展開

先進的なユースケース開発（20件程度）

地域のデジタル・ケイパビリティ向上

都市計画・まちづくり

防災・防犯

環境・エネルギー

地域活性化・観光・コンテンツ

モビリティ・ロボティクス

インフラ管理

7

WebGISエンジン等研究

空間ID/BIM連携調査

FY2023 Project PLATEAU

プロジェクトの全体像：2023年度のテーマと取組み

エコシステム構築のための戦略策定等

国際展開のための調査等

3D都市モデルに最適なWebGISエンジン
開発に関する調査等

3D都市モデルのデジタルツイン実装モデ

ルとしての価値を向上させるための調査、
開発、実証等

官民の多様な領域で3D都市モデルを用い

たソリューションを実装するための調査、
開発、実証等

オープンデータの価値を引き出し、官民
の様々な主体を巻き込んだイノベーショ
ンを創出するための調査、開発、実証等

地方公共団体のイニシアティブによる3D
都市モデルの整備・活用・オープンデー
タ化の推進

参画団体：48団体

新規整備60/更新拡充39

ユースケース開発104都市

マッチング支援

マテリアルの充実

※今後変更される可能性があります。
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NO IMAGE

O U R

T E A M

P r o j e c t  P L A T E A U は
国 土 交 通 省 都 市 局 都 市 政 策 課 と
都 市 計 画 課 の 両 課 メ ン バ に よ る
プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム と し て
推 進 さ れ て い ま す 。

都市政策課 課長補佐/法律職事務官
プロジェクト・ディレクター

内山 裕弥

都市政策課 企画専門官/土木技官
プロジェクト・ディレクター

鈴木 豪

都市政策課 係長/法律職事務官
プロジェクト・マネージャー

菊地 駿志

都市計画課 課長補佐/都市局事務官
プロジェクト・マネージャー

亀田 裕晃

都市計画課 係長/栃木市
プロジェクト・マネージャー

原田 惇

都市計画課 係長/東急不動産
プロジェクト・マネージャー

村西 俊郎

都市政策課 課長補佐/営繕技官
プロジェクト・マネージャー

森本 彰

都市政策課 課長補佐/堺市
プロジェクト・マネージャー

安井 裕雅

NO IMAGE

都市政策課/阪急阪神不動産
プロジェクト・アシスタント

春名 慧
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FY23 Project PLATEAU 国土交通省都市局PLATEAU PT執行体制

PD 内山 PD 鈴木

PM 菊池 PM 原田PM 村西 PM 森本PA 安井PA 春名

エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築

全体PM支援

ACN

エコシステム構築

ACN

仕
様
拡
張

仕様拡張

AAS

LOD2自動生成
ツール開発

AAS

利
用
環
境

VIEW3.0開発

Euk/TPN/TKR

SDK開発

SYN/Unity

WebGISエンジン研究

-

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

ユースケースPM

ACN

空間ID×BIM活用

-

デ
ー
タ
整
備

データ整備

KKC

高精度デジタルツイン

SPACEDATA

不動産IDマッチング

AIGID

自
治
体

自治体
コーディネート

MRI

自治体・地整
調整

約50都市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・情
報
発
信

情報発信

PNR

地域ケイパ向上

CfJ

地域コミュニティ
形成

ASCII/MB

コミュニティ形成

ASCII

直轄PJ総括 補助事業総括
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FY2023 Project PLATEAU

主なプロジェクトの紹介

ユースケースのベストプラクティス開発エコシステム構築

データ整備の高度化・効率化

3D都市モデルのニーズや活用
実態を踏まえ、標準製品仕様の
アップデートを実施

FOSS4Gでのプレゼン、企業出
展など、PLATEAUの成果の国
際展開の推進

PLATEAUのエコシステム実現
に向けた中長期的なビジョン・
ロードマップの策定

3D都市モデルに最適化された
WebGISエンジン開発に関する
調査

3D都市モデルを素材として高
品質デジタルツインデータを作
成するAIを開発

「建築物LOD2モデル自動生成
ツール」の改良、LOD1-2道路モ
デル自動生成ツール開発

効率的な地下埋設物モデル作成手
法及びBIMモデルとの連携システム
を開発し、埋設物照会等を支援

水害による被害額を推定するシミュ
レーションを開発し、損害保険金支
払いを迅速化

SAR衛星データを活用した浸水被
害の早期把握システムを開発し、円
滑な罹災証明発行事務を支援

市民協働による樹木データ収集シス
テム及び樹木管理データベースを開
発し、公園管理の効率化を推進

XR技術を用いた汎用的なワーク
ショップ支援ツールを開発し、市民
参加型まちづくりを促進

地下街モデルとBIMモデルを連携
させた3次元ナビゲーションシステ
ムを開発し、来街者の利便性を向上

点群データから橋梁モデル等を自動
的に生成するシステムを開発し、都
市高速道路の管理効率化に貢献

LTE強度を含めた最適なドローンの
ルートシミュレータを開発し、ドロー
ン自律飛行の作業工数を削減

3D都市モデルに最適化された
VPS(Visual Positioning System)を
開発し、VPS技術の社会実装を推進

P P

エコシステム構築 国際展開 WebGISエンジン等研究

標準仕様の拡張 LOD2自動生成ツール開発 高精度デジタルツイン構築システム

SARを用いた浸水被害把握 損害保険支払い作業の迅速化 地下埋設物データを活用した都市開発DX

地下街データを活用したナビゲーションシステム XR技術を活用した住民参加型まちづくり 市民協働による樹木データベース作成

3D都市モデルに最適化したVPSの開発 ドローンの最適ルートシミュレータ開発 都市高速道路管理の効率化
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FY2023 Project PLATEAU

主なプロジェクトの紹介

オープン・イノベーションの創出

地方公共団体や技術者コミュニティ
など、地域の主体が主催するハッカ
ソンやアイディアソン等の3D都市モ
デルの開発イベントの実施を支援

地方公共団体職員向けに3D 都市モ
デルをはじめとするGIS政策活用の
ための研修プログラムを開発し、地
域のデジタル・ケイパビリティを向上

ウェブサイト更新、コンセプトフィルム
刷新、コミュニケーションプラン策定、
プロジェクト全体のアートディレク
ションなどの情報発信施策を実施

デジタルツイン、メタバース、DXなど
の最新知見を把握し、PLATEAUの
推進コンセプトに反映していくため、
各界の有識者にインタビューを実施

3D都市モデルを活用したアプリケー
ション開発のナレッジを共有するた
め、多様な技術分野を対象とした開
発チュートリアルを作成

PLATEAU AWARD、ハッカソン、
LT、スタートアップピッチ、アクセラ
レーションプログラムなど、一連の開
発者向けイベント「PLATEAU 
NEXT 2023」を実施

情報発信

コミュニティ形成 地域コミュニティ形成 地域のデジタル・ケイパビリティ向上

PLATEAU VIEW3.0開発

PLATEAU SDK2.0開発

PLATEAU VIEW２．０の機能拡充を行ったPLATEAU VIEW3.0を開発する。UI/UXの改善、レンダリン
グ品質及びパフォーマンスの向上、検索機能の強化、作図機能の追加、CMS機能の強化、WebAR機能の追
加等を行う。

最新仕様への対応、UI/UX改善、マテリアル編集機能の追加等を行ったPLATEAU SDK2.0を開発する。
また、SDKのアドオンとして、レンダリング品質向上やGISアプリ、ARアプリなどの開発支援を行う一連の
ツールキットを開発する。

情報発信(Journal) 情報発信(Learning)
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地域の社会実装
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FY2023 Project PLATEAU

主なプロジェクトの紹介

地方公共団体による3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化の支援（都市空間情報デジタル基盤構築支援事業）

全国の地方公共団体がPLATEAUに参画し、3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を推進するため
の補助制度である「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業」（PLATEAU補助金）を実施。2023年度は全
国48団体・104都市が参画。

地方公共団体と民間企業のマッチング支援イベント

地方公共団体によるニーズや課題感の共有と、民間企業によるシーズやサービス提案のプレゼンテーション
など、PLATEAUの事業化に向けたマッチング支援イベントを開催。

地方公共団体の3D都市モデル導入を支援するため、事例集、ユースケース開発ガイド、3D都市モデル導入
ガイドブック、FAQ、費用試算ツールなど、多様なマテリアルを提供。

地方公共団体向けマテリアルの充実
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2024年度に向けた動き

PLATEAU NEXT 2023

自治体/企業向け
イベント

2023年度プロジェクト
PLATEAU VIEW3.0開発 試験運用 リリース
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FY2023 Project PLATEAU

主なプロジェクトの年間スケジュール

RFI RFP 公示手続等説明会/ヒアリング等

※2024年度に向けた企
画提案の情報提供依頼

※RFIをもとにした技術
提案の募集

※企画競争提案の説明会
及びRFI及びRFPをもと
にしたヒアリング等

※2024年度企画競争提案に関する手続き等

PLATEAU AWARD 2023

ハッカソン1 ハッカソン2LT1 LT2 ピッチイベント

アクセラレーションプログラム

地域ハッカソン

官民分科会 官民分科会 官民分科会 官民分科会

補助金説明会 マッチングイベント1 マッチングイベント2 補助金要望調査

自治体向け研修プログラム 成果発表イベント

自治体向けイベント

3D都市モデル新規データ整備 VIEW掲載/オープンデータ化

ユースケース開発 成果公表/ドキュメンテーション

※今後変更される可能性があります。

PLATEAU SDK2.0 開発 -> α版リリース（アジャイル） リリース
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オープンデータはG空間情報センターから入手可能です。

https://www.mlit.go.jp/plateau/open-data/
FY2023 Project PLATEAU

これまで約130都市で整備。2023年度は約70都市（市町村）で新規整備予定

14

※今後変更される可能性があります。

北海道 草加市 小平市 加茂市 藤枝市 豊田市 岡山県 うきは市
札幌市 越谷市 日野市 上越市 御殿場市 安城市 備前市 筑前町
室蘭市 戸田市 東村山市 石川県 袋井市 日進市 鳥取県 佐賀県
更別村 新座市 国分寺市 金沢市 下田市 三重県 鳥取市 武雄市

青森県 八潮市 国立市 加賀市 裾野市 四日市市 米子市 小城市
むつ市 三郷市 福生市 山梨県 湖西市 熊野市 境港市 大町町

岩手県 蓮田市 狛江市 甲府市 伊豆市 京都府 日吉津村 江北町
盛岡市 幸手市 東大和市 長野県 御前崎市 京都市 広島県 白石町

宮城県 吉川市 清瀬市 松本市 菊川市 大阪府 広島市 長崎県
仙台市 白岡市 東久留米市 岡谷市 伊豆の国市 大阪市 呉市 佐世保市

福島県 毛呂山町 武蔵村山市 諏訪市 牧之原市 堺市 竹原市 熊本県
郡山市 宮代町 多摩市 伊那市 東伊豆町 豊中市 福山市 熊本市
いわき市 杉戸町 稲城市 茅野市 河津町 池田市 府中市 荒尾市
白河市 松伏町 羽村市 佐久市 南伊豆町 高槻市 三次市 玉名市
相馬市 千葉県 あきる野市 岐阜県 松崎町 河内長野市 海田町 益城町
南相馬市 茂原市 西東京市 岐阜市 西伊豆町 柏原市 徳島県 大分県

茨城県 柏市 瑞穂町 美濃加茂市 函南町 摂津市 徳島市 日田市
つくば市 八千代市 日の出町 静岡県 清水町 忠岡町 香川県 臼杵市
鉾田市 東京都 檜原村 静岡市 長泉町 兵庫県 高松市 宮崎県
境町 特別区（23区） 奥多摩町 浜松市 小山町 姫路市 さぬき市 延岡市

栃木県 八王子市 神奈川県 沼津市 吉田町 加古川市 愛媛県 沖縄県
宇都宮市 立川市 横浜市 熱海市 川根本町 三木市 松山市 那覇市

群馬県 武蔵野市 川崎市 三島市 森町 朝来市 東温市
前橋市 三鷹市 相模原市 富士宮市 愛知県 たつの市 福岡県
桐生市 青梅市 横須賀市 伊東市 名古屋市 奈良県 北九州市
館林市 府中市 厚木市 島田市 岡崎市 奈良市 福岡市

埼玉県 昭島市 箱根町 富士市 豊橋市 和歌山県 大牟田市
さいたま市 調布市 新潟県 磐田市 春日井市 和歌山市 久留米市
熊谷市 町田市 新潟市 焼津市 豊川市 田辺市 飯塚市
春日部市 小金井市 長岡市 掛川市 津島市 太地町 宗像市

※赤字は2023年度新規整備予定自治体
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テーマ 事業者名

エコシステム構築

エコシステム構築等 アクセンチュア株式会社

地方公共団体の取組みに対するコーディネート 株式会社三菱総合研究所

ユースケース開発マネジメント等 アクセンチュア株式会社

WebGISエンジンに関する調査研究 株式会社ユーカリヤ

データ整備の
高度化・効率化

標準仕様の拡張及びデータ整備の効率化等に関する調査 アジア航測株式会社

不動産IDマッチングシステム 一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会

データ作成実証 国際航業株式会社

高精度デジタルツイン構築 株式会社スペースデータ

オープン・
イノベーション創出

地方公共団体のデジタル・ケイパビリティ向上 一般社団法人Code for Japan

PLATEAU VIEW3.0開発
株式会社ユーカリヤ、 Pacific Spatial Solutions株式会社、一般社団法人社会基盤情報流通
推進協議会、凸版印刷株式会社

情報発信・コミュニティ形成
株式会社アブストラクトエンジン、株式会社FIELD MANAGEMENT EXPAND、株式会社角川ア
スキー総合研究所、株式会社MIERUNE

地域コミュニティ形成支援 株式会社角川アスキー総合研究所、森ビル株式会社、株式会社MIERUNE

PLATEAU SDK2.0開発 株式会社シナスタジア、ユニティ・テクノロジーズ・ジャパン株式会社

FY2023 Project PLATEAU

案件リスト

15

※今後変更される可能性があります。
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ユースケーステーマ 事業者名

防災・防犯

SARを用いた浸水被害把握 株式会社福山コンサルタント、株式会社ユーカリヤ

精緻な土砂災害シミュレーション 株式会社ウエスコ、株式会社構造計画研究所

損害保険支払い作業の迅速化 東京海上日動火災保険株式会社

都市計画・
まちづくり

地下埋設物データを活用した都市開発DX エヌ・ティ・ティ・インフラネット株式会社、株式会社日建設計、株式会社日建設計総合研究所

地下街データを活用したナビゲーションシステム JR東日本コンサルタンツ株式会社

開発許可のDX アジア航測株式会社

都市構造シミュレーション 一般財団法人計量計画研究所、国際航業株式会社

XR技術を活用した住民参加型まちづくり 株式会社ホロラボ、株式会社日建設計、株式会社日建設計総合研究所

タンジブルインターフェースを活用した住民参加型まちづくり
インフォ・ラウンジ株式会社、株式会社山手総合計画研究所、サイバネットシステム株式会社、 Code
for YOKOHAMA

エリマネ支援ツール アジア航測株式会社、 復建調査設計株式会社

ストーリーテリング型GISを用いたエリアマネジメントの高度化
東日本旅客鉄道株式会社、一般社団法人高輪ゲートウェイエリアマネジメント、株式会社JR東日本
建築設計、株式会社ユーカリヤ、株式会社パソナ、株式会社日立コンサルティング、一般社団法人
UDCイニシアチブ

ゲーミフィケーションの手法を用いたまちづくり検討手法の開発 パナソニックコネクト株式会社、パナソニック株式会社

空間ID×３D都市モデル×BIMモデルの統合デジタルツイン基盤構築 株式会社シナスタジア、大成建設株式会社

環境・
エネルギー

下水熱利用促進UC 株式会社パスコ

市民協働による樹木データベース作成 東邦レオ株式会社、 Pacific Spatial Solutions株式会社、株式会社バイオーム

地域活性化・
観光・コンテンツ

デジタルツインを活用したXRコンテンツ開発プラットフォーム 森ビル株式会社、 Symmetry Dimensions Inc.

3D都市モデルを活用したメタバース体験の構築等に関する基礎調査 等 ANA NEO株式会社、JP GAMES株式会社

モビリティ・
ロボティクス

屋内外の水平及び垂直移動を可能とする自律運航モビリティシステムの開発 株式会社竹中工務店、株式会社センシンロボティクス、アダワープジャパン株式会社

3D都市モデルに最適化したVPSの開発 凸版印刷株式会社、株式会社ホロラボ、プレティア・テクノロジーズ株式会社

ドローンを用いたインフラ管理システムの開発 株式会社トラジェクトリー

インフラ管理
公園管理DX 国際航業株式会社、 Pacific Spatial Solutions株式会社

都市高速道路管理の効率化 朝日航洋株式会社、ローカスブルー株式会社、 Datalabs株式会社

ユースケース開発の経過や結果はウェブサイト上で随時レポートしていきます。

https://www.mlit.go.jp/plateau/

FY2023 Project PLATEAU

案件リスト（ユースケース22件）

16



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

カテゴリー 自治体名 主な活用目的・活用事業（計画）

防災・防犯

相馬市 災害リスク可視化・防災計画や避難経路設定への活用

境町 災害リスク可視化・防災計画や避難経路設定への活用

宇都宮市 WEB版3次元ハザードマップの整備

埼玉県 3Dハザードマップの作成と公開

江戸川区 高潮浸水想定区域の可視化・住民避難対策の検討

東村山市 前川氾濫解析3D可視化事業

狛江市 火災延焼リスクのシミュレーション及び可視化

相模原市 火災延焼シミュレーターの高度化

厚木市 災害リスクの分析、効果的な防災・減災対策の検討

諏訪市 浸水シミュレーションによる市の防災対策検討

静岡市 災害リスク情報の可視化による都市防災検討

豊橋市 洪水浸水想定区域の時系列シミュレーション

春日井市 タイムライン作成による防災体制強化

豊田市※ 雨水出水浸水想定の時系列表示

日進市 浸水・土砂災害エリアのリスクの可視化

河内長野市 災害リスク・避難路可視化及び発災時の被災状況共有

たつの市 浸水シミュレーション3D可視化・市民の防災意識啓発

三木市 災害リスクの可視化及び防災マップの啓発

和歌山市 3D都市モデルを活用した事前復興計画の検討

境港市 浸水シミュレーションによる水害リスク可視化

広島県 災害リスク可視化・防災計画や避難経路設定への活用

徳島市 災害リスク3D可視化避難対策事業

さぬき市 災害リスク可視化・防災計画や避難経路設定への活用

臼杵市 立地適正化計画策定への活用

カテゴリー 自治体名 主な活用目的・活用事業（計画）

都市計画・
まちづくり

盛岡市 内丸地区再整備等計画立案への活用

前橋市 都市構造等の可視化・解析

東京都 東京都デジタルツイン3Dビューア

中央区 再開発地区等の工事状況・賑わい創出方策の検討・可視化

横須賀市 VRを用いたまちづくり都市計画立案への活用

加茂市 まちづくり計画への活用事業

岐阜市 道路空間の再構築案検討

美濃加茂市 市街地再整備計画立案への活用

静岡県 インフラ施設管理の効率化

四日市市 中心市街地再編計画への活用

米子市 都市空間情報の集約による行政事務の効率化

日吉津村※ 都市空間情報の集約による行政事務の効率化

東温市 浸水・人流データを活用したまちづくり都市計画立案

筑前町 都市計画マスタープラン・用途地域の変更検討への活用

佐世保市 戦略的都市再生のためのマーケティング・ターゲティング

玉名市 デジタルツイン環境構築事業

益城町 街並みの被災後変遷可視化・都市計画事業等への活用

地域活性化
・観光・

コンテンツ

鉾田市 シティプロモーション事業

さいたま市 総合交通分析を基にしたウォーカブル空間の創出

新潟市 NIIGATA XR プロジェクト

うきは市 景観保存・整備事業への活用

交通・物流
モビリティ

更別村 農業用ドローン飛行、ロボットトラクター利用促進

環境 熊谷市 暑さ対策スマートパッケージ事業

その他 つくば市 庁内情報共有（救助業務等）への活用

※早期実装タイプとして採択

FY2023 Project PLATEAU

地方公共団体のプロジェクト（48団体・104都市）

17

※今後変更される可能性があります。
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https://www.mlit.go.jp/plateau/

18

https://www.mlit.go.jp/plateau/
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



アクセンチュア 増田暁仁

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介
エコシステム構築



Project PLATEAU

Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜1. エコシステム構築

第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会
2023/06/23
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地域の社会実装ユースケースのベストプラクティス開発

プロジェクト・ディレクション

国土交通省都市局 PLATEAU PT
エコシステム構築

データ整備の高度化・効率化 オープン・イノベーション創出

都市空間情報デジタル基盤
構築支援事業（PLATEAU補助金）

情報発信/コミュニティ形成

PLATEAU VIEW3.0開発

PLATEAU SDK2.0開発

地域コミュニティ形成

標準仕様の拡張

LOD2自動生成ツール開発

データ作成実証

高精度デジタルツイン構築システム

不動産IDマッチングシステム

国際展開

先進的なユースケース開発（20件程度）

地域のデジタル・ケイパビリティ向上

都市計画・まちづくり

防災・防犯

環境・エネルギー

地域活性化・観光・コンテンツ

モビリティ・ロボティクス

インフラ管理

1

WebGISエンジン等研究

空間ID/BIM連携調査

FY2023 Project PLATEAU

プロジェクトの全体像：2023年度のテーマと取組み

エコシステム構築のための戦略策定等

国際展開のための調査等

3D都市モデルに最適なWebGISエンジン
開発に関する調査等

3D都市モデルのデジタルツイン実装モデ

ルとしての価値を向上させるための調査、
開発、実証等

官民の多様な領域で3D都市モデルを用い

たソリューションを実装するための調査、
開発、実証等

オープンデータの価値を引き出し、官民
の様々な主体を巻き込んだイノベーショ
ンを創出するための調査、開発、実証等

地方公共団体のイニシアティブによる3D
都市モデルの整備・活用・オープンデー
タ化の推進

参画団体：48団体

新規整備60/更新拡充39

ユースケース開発104都市

参考

マッチング支援

マテリアルの充実

※今後変更される可能性があります。
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Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜1. エコシステム構築
プロジェクトスコープ（1/2）

プロジェクト
全体マネジメント

中長期的な
展開戦略の策定

ガイドブック
の更新

1

2

3

① プロジェクト全体マネジメント
1) 令和5年度に実施される官民のPLATEAU関連プロジェクトの工程・進捗を横断的に管理し、都市局に対して定期的に報告する
2) PLATEAU関連プロジェクトの各受託事業者が進捗を管理する上で必要な業務マイルストンを設定する
3) 各プロジェクト間の連携やトラブル事案への対応円滑化を図るための情報共有体制を整備し、運営する
4) 3D都市モデルのオープンデータ化、PLATRAU VIEW掲載等の各プロジェクトの横断管理が必要になる事項について調整、進捗

管理、都市局への報告等を行う
5) 各プロジェクトの進捗及び成果の品質を担保するための管理手法を提供する

② プロジェクト全体会議及びテーマ別会議の開催・運営
1) プロジェクト横断でのコミュニケーションを円滑化するための全体会議を開催、運営する（年5回程度）
2) オープンデータ化、PLATEAU VIEW掲載、ユースケース間連携、データ整備等の個別プロジェクトを横断して調整する必要がある

テーマについて、テーマ別会議を開催、運営する

① 中長期的な成長戦略を策定するための調査及び検討
1) 国内外の研究成果や事例調査、その分析等を含む戦略策定のための基礎調査
2) 中長期的に実現すべきビジョンの検討、それを実現するための施策の検討
3) 施策の実行優先度を踏まえたロードマップの検討

② 経済的価値の定量化
1) Project PLATEAUの現在及び将来的な市場にもたらすインパクト評価、経済的価値の定量評価、将来的な市場規模の予

測等

1) 令和5年度のPKATEAU関連プロジェクトの情報収集、取りまとめ
2) 取りまとめた情報の「3D都市モデル導入のためのガイドブック」シリーズへの反映
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Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜1. エコシステム構築
プロジェクトスコープ（2/2）

官民連携の支援

① スマートシティ官民連携プラットフォーム「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」の開催・運営
1) 会議の開催・運営のための調整（オンサイト、1回2時間、年4回程度を想定）
2) 出席者管理
3) 一般向けの情報発信
4) 会議資料の作成支援
5) 議事録作成
6) その他会議開催に必要な事務

② 市場動向調査及びシーズ・ニーズの掘り起こし
1) 3D都市モデルを活用したサービス開発のための市場動向調査、シーズの掘り起こし・整理
2) シーズとマッチングする地方公共団体又は民間企業のニーズの掘り起こし・整理
3) 整理したシーズ・ニーズの具体的なマッチングを促すためのマッチングイベントの開催（年2回程度を想定）
4) マッチングイベントのフォロー、結果分析、考察の作成

③ 3D都市モデルを活用した新たなサービス企画
1) 30件程度の初期企画の立案
2) 市場のスケールやサービス提供の持続可能性などを踏まえた20件程度のサービス企画の立案
3) サービス企画実現に必要なステークホルダーの調整、具体的な開発計画の立案、ロードマップの作成、KPI設定、必要な3D都

市モデルのデータ仕様の定義
情報発信業務
との連携
業務報告書
の作成等

1) 別業務「まちづくりのDXの推進に向けた3D都市モデルのコミュニティ形成業務」と連携し、エコシステム開発等についての記事執筆、
チュートリアル作成、イベント協力等の情報発信を行う

1) 上記(1)~(5)の検討プロセスにおいて取得された3D都市モデルのエコシステム構築を実現するための制度的課題、技術的課題、運
営の改善の必要性、今後の展望等についての知見を業務報告書としてまとめること

4

5

6
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エコシステム構築では、年間を通して会議・イベントの開催、中長期的な展開戦略・経済価値検討、調達支援
等を行い、年度末にかけてガイドブックや業務報告書の作成を行う

Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜1. エコシステム構築
スケジュール

官民連携
の支援

情報発信業務との連携

業務報告書の作成等

プロジェクト
マネジメント

中長期的な
展開戦略

ガイドブックの更新

全体マネジメント

会議開催・運営

調査・検討

経済価値定量化

分科会開催・運営

シーズ・ニーズの
掘り起こし

1

2

3

4

5

6

5月4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

管理方法
策定 成果とりまとめ支援

基礎調査、ビジョン・施策・ロードマップ検討

経済的価値の定量化

ガイドブックの構成
見直し ガイドブックシリーズへの反映

分科会 分科会 分科会 分科会

各コンテンツの使い方
具体化・位置付け見直し 情報発信

マッチングイ
ベント①

マッチングイ
ベント②

全体会議 全体会議 全体会議 全体会議全体会議
テーマ別会議（都度開催）

計画策定
支援 横断管理（都度実施）

シーズ・ニーズ情報
収集、イベント準備

イベントフォ
ロー

イベントフォ
ロー

業務報告書作成

ガイドブックの使い方
具体化 ガイドブックの作成

RFI #1 RFI #2 仕様化 公示手続き等ヒアリング ヒアリングタスク 会議 調達

全体会議

「Ⅵ. PLATEAUの中長期
ビジョンロードマップ共有・

討議」にてご紹介

「Ⅴ.自治体支援業務」
にてご紹介
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分科会会員同士でのコミュニケーション・意見交換への活用や今後の分科会でのイベント内容検討のため、全自
治体・事業者の会員の皆様に作成をお願いしています

Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜1. エコシステム構築
ニーズ・シーズシートの概要

Copyright © 2023 by MLIT. (政府標準利用規約（第2.0版）/CC BY 4.0) 

【地方公共団体ニーズシート】3D都市モデルを活用した社会課題の解決／新たな価値創造

XX県XX市

自治体概要 ３D都市モデルを活用し解決したい課題／創造したい価値

導入したいシステム・アプリ・取組み等のイメージ

防災・防犯 / 都市計画・まちづくり / 環境・エネルギー / インフラ管理
地域活性化・観光・コンテンツ / モビリティ・ロボティクス / その他

【地理、人口、産業の現状等】

【特色等】

防災・防犯
XXXXX

都市計画・まちづくり
XXXXX

環境・エネルギー
XXXXX

インフラ管理
XXXXX

問合せ先

所属：

担当者：

Tel:

Mail:

【3D都市モデル構築状況】
〇データ整備年度：
〇建物物作成範囲
・LOD3： （ XX ㎡）
・LOD2： （ XX ㎡）
・LOD1： （ XX ㎡）
〇テクスチャ：
〇その他の地物（空間属性）
・交通（道路）：
・土砂災害警戒区域：
・
〇主題属性
・建物利用現況：
・土地利用現況：
・

ビジュアル ビジュアル

【作成日：2023/6】

ビジュアル

Copyright © 2023 by MLIT . (政府標準利用規約（第2.0版）/CC BY 4.0) 

【民間企業シーズシート】3D都市モデルを活用した社会課題の解決／新たな価値創造

団体概要 保有するシステム・アプリ・取組み等の概要・実績

課題解決のイメージ
都市計画・まちづくり
XXXX

モビリティ・ロボティクス
XXXX

【会社の概要】

【主な事業内容等】

防災・防犯 / 都市計画・まちづくり / 環境・エネルギー / インフラ管理
地域活性化・観光・コンテンツ / モビリティ・ロボティクス / その他

問合せ先

所属：

担当者：

Tel:

Mail:

ビジュアル

ビジュアル

【作成日：2023/6】

ビジュアル

https://XXXXXX

ニーズ・シーズシートの概要

【地方公共団体ニーズシート】
• 自治体基礎情報/3D都市モデル整備状況
• 解決したい課題/導入したいシステム等

【民間企業シーズシート】
• 企業基礎情報
• 保有システム・アプリ・取組概要
• 課題解決イメージ

想定活用方法

目的

作成対象者

•自治体・事業者のマッチング支援
•他団体の検討・活用状況の共有
•分科会会員向けイベント内容の検討

• 3D都市モデルの整備・活用促進に関する
検討分科会の全会員
- 地方公共団体、大学、民間企業、社団
等

作成時期

• 分科会入会時（必須提出）
• 記載内容の更新発生時

- 3D都市モデルの整備状況やサービス開
発サービス等の更新

• 雛形差替時
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Copyright © 2023 by MLIT. (政府標準利用規約（第2.0版）/CC BY 4.0) 

ビジュアル

【民間企業シーズシート】3D都市モデルを活用した社会課題の解決／新たな価値創造

XX社

団体概要 保有するシステム・アプリ・取組み等の概要・実績

課題解決のイメージ
都市計画・まちづくり
XXXX

モビリティ・ロボティクス
XXXX

【会社の概要】

【主な事業内容等】

防災・防犯 / 都市計画・まちづくり / 環境・エネルギー / インフラ管理
地域活性化・観光・コンテンツ / モビリティ・ロボティクス / その他

問合せ先

所属：

担当者：

Tel:

Mail:

【作成日：2023/6】

https://XXXXXX

ビジュアル

ビジュアル

情報収集やマッチングが行いやすいようにシートのテンプレートを今年度更新いたしました

Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜1. エコシステム構築
ニーズ・シーズシートの雛形更新（v2.0）の主なアップデート

Copyright © 2023 by MLIT. (政府標準利用規約（第2.0版）/CC BY 4.0) 

【地方公共団体ニーズシート】3D都市モデルを活用した社会課題の解決／新たな価値創造

XX県XX市

自治体概要 ３D都市モデルを活用し解決したい課題／創造したい価値

導入したいシステム・アプリ・取組み等のイメージ

防災・防犯 / 都市計画・まちづくり / 環境・エネルギー / インフラ管理
地域活性化・観光・コンテンツ / モビリティ・ロボティクス / その他

【地理、人口、産業の現状等】

【特色等】

防災・防犯
XXXXX

都市計画・まちづくり
XXXXX

環境・エネルギー
XXXXX

インフラ管理
XXXXX

問合せ先

所属：

担当者：

Tel:

Mail:

【3D都市モデル構築状況】
〇データ整備年度：
〇建物物作成範囲
・LOD3： （ XX ㎡）
・LOD2： （ XX ㎡）
・LOD1： （ XX ㎡）
〇テクスチャ：
〇その他の地物（空間属性）
・交通（道路）：
・土砂災害警戒区域：
・
〇主題属性
・建物利用現況：
・土地利用現況：
・

ビジュアル ビジュアル

【作成日：2023/6】

ビジュアル

地方公共団体ニーズシート 民間企業シーズシート

自治体がイメージしやすいよう
技術だけでなくシステム・アプリの

概要や実績を記載

事業者が提案
しやすいよう
整備状況
を記載

PLATEAUサイトの分類と揃え、
過去の取組と併せて検討できるよう

カテゴリ凡例を変更

更新を行いやすいよう作成日を追加
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更新版のご提出は随時受け付けています
自治体内の検討状況や事業者の保有するシステム・取組等に更新があれば事務局までご連絡ください

Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜1. エコシステム構築
【依頼事項】ニーズ・シーズシートv2.0版の作成（全者対象）

依頼事項 資料の公開先

• 全会員ニーズ・シーズシートv2.0への差
替更新をお願いいたします
- テンプレートはメールにて配信済です
- 再送が必要な場合はご連絡ください
※次頁に要注意ポイントを掲載しました

•国交省のスマートシティ官民連携プラットフォーム上で公開します
（更新頻度は月次です）
（https://www.mlit.go.jp/scpf/archives/index.html）

• 7/14(金)まで
- 次回マッチング支援イベント内に向けて
集約を目指しています

• 下記連絡先にメールでご提出ください
- 国交省都市局

hqt-milt-plateau@mlit.go.jp
- アクセンチュア（運営事務局）

mlit.plateau@accenture.com

依頼内容

期日

提出先・方法

【注意】
※現時点でこちらの旧版です（7月頭に差替え予定）

メール配信のフォーマットをご利用ください

https://www.mlit.go.jp/scpf/archives/index.html
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【地方公共団体ニーズシート】3D都市モデルを活用した社会課題の解決／新たな価値創造

XX県XX市

自治体概要 ３D都市モデルを活用し解決したい課題／創造したい価値

導入したいシステム・アプリ・取組み等のイメージ

防災・防犯 / 都市計画・まちづくり / 環境・エネルギー / インフラ管理
地域活性化・観光・コンテンツ / モビリティ・ロボティクス / その他

【地理、人口、産業の現状等】

【特色等】

防災・防犯
XXXXX

都市計画・まちづくり
XXXXX

環境・エネルギー
XXXXX

インフラ管理
XXXXX

問合せ先

所属：

担当者：

Tel:

Mail:

【3D都市モデル構築状況】
〇データ整備年度：
〇建物物作成範囲
・LOD3： （ XX ㎡）
・LOD2： （ XX ㎡）
・LOD1： （ XX ㎡）
〇テクスチャ：
〇その他の地物（空間属性）
・交通（道路）：
・土砂災害警戒区域：
・
〇主題属性
・建物利用現況：
・土地利用現況：
・

【作成日：2023/6】複数選択可

ビジュアル ビジュアル

地図に朱枠囲い

LOD2/3

LOD1

未整備の場合は、（例）のようにステータスを記載
（例）
・未整備 / ・○○年整備予定 / ・今後整備を検討

本シート右上で選択したカテ
ゴリに沿って記入いただきた
い。

ビジュアルは記載内容に関
連した画像であれば、都市
モデルの画像でなくて良い

LOD2/3を一部の建物のみ整備している場合、
地図画像の掲載は不要
整備済の建物の名称を記載していただきたい

まだ活用方法を検討している段階であり、まだ
目立ったニーズがない場合は概要でも構わな
いので何か記載いただきたい。

また、今後新たなニーズが生じたらぜひ更新し
ていただきたい。
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ビジュアル

【民間企業シーズシート】3D都市モデルを活用した社会課題の解決／新たな価値創造

XX社

団体概要 保有するシステム・アプリ・取組み等の概要・実績

課題解決のイメージ
都市計画・まちづくり
XXXX

モビリティ・ロボティクス
XXXX

【会社の概要】

【主な事業内容等】

防災・防犯 / 都市計画・まちづくり / 環境・エネルギー / インフラ管理
地域活性化・観光・コンテンツ / モビリティ・ロボティクス / その他

問合せ先

所属：

担当者：

Tel:

Mail:

【作成日：2023/6】

https://XXXXXX

システムに関する専門知識
のない人でもイメージしや
すいような説明やビジュア
ルを用いていただきたい

どのような課題を解決でき
るのか、課題解決方法と併
せて記載いただきたい

ビジュアル

ビジュアル

リファレンスがあれば
URLを挿入

複数選択可
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



アジア航測 黒川史子

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介 データ整備・高度化・効率化
標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール



2023/6/23

まちづくりのDXの推進に向けた３D都市モデルの標準仕様の拡張及び
データ整備の効率化等に関する調査業務

「標準仕様拡張・LOD2自動生成ツール」業務について

アジア航測株式会社
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プロジェクトの役割・位置づけ
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アジア航測株式会社のご紹介
会社名 アジア航測株式会社 Asia Air Survey Co., Ltd.

代表者 代表取締役社長 畠山 仁

資本金 16億7,377万円

株式上場 東京証券取引所 スタンダード市場（証券コード：9233）

事業内容 航空機使用事業、測量業、建設コンサルタント業、地質調査業、ほか

2022年2月、経済産業省が定める
DX認定制度に基づく「DX認定事業
者」に認定されました。
航空測量業では唯一の認定事業者
であり、DX社会実現に貢献すべく、
自らビジネスの変革を推進し、DX企
業として着実な成長を目指します。
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本プロジェクトの主な役割①
標準仕様拡張
以下の３つのドキュメントの改定に向けた検討を行う。

ドキュメント名 ドキュメントの役割 今年度想定している主な改定内容

３D都市モデル標準製品仕様書 • 3D都市モデルのデータ構造・内容、LODの
定義、品質、座標参照系、フォーマットやフォ
ルダ構成等を定める。

• 各都市で作成する製品仕様書（拡張製品仕様
書）のベースとなる。

• 第3.0版の見直し
• UC・整備状況を踏まえた見直し

• データ整備における質問等の反映
• 建築物モデル等に貼るテクスチャの標準仕様の検

討・検証及び反映

３D都市モデル標準作業手順書 • 3D都市モデル標準製品仕様書に準拠した
データの整備における標準的な作業手順・原
典資料及び作業上の留意事項を示す。

• 3D都市モデル標準製品仕様書の改定の反映
• データ整備における質問等の反映

３D都市モデル整備のための
測量マニュアル

• ３D都市モデル標準製品仕様書に準拠した
データの整備に必要な測量手順及び作業手
順を定める。
• 作業規程の準則に定めのない範囲を対

象とする。

• 建築物モデル以外のモデル測量法の確立、建築物
モデルに付与するテクスチャの撮影方法のルール
化

その他、R4年度までに整備した3D都市モデルを、3D都市モデル標準製品仕様書第3.0版に
合わせたバージョンアップ及び属性の拡充を行う。
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標準仕様拡張
版 第3.0版

対象とするLOD LOD0 LOD1 LOD2 LOD3 LOD4
建築物 ● ● ● ● ●
地下街 ● ● ● ● ●

交通 道路 ● ● ● ●

広場 ● ● ● ●
徒歩道 ● ● ● ●
鉄道 ● ● ● ●
航路 ● ● ●

橋梁 ● ● ● ● ●
トンネル ● ● ● ● ●
その他の構造物（堤防、ダム等） ● ● ● ●
地下埋設物 ● ● ● ●
水部 ● ● ● ●
土地利用 ●

地形 ● ● ●

災害リスク ●

都市設備 ● ● ●

植生 ● ● ●
都市計画決定情報 ●
その他の法定区域（港湾区域等） ●

●：R3年度までに定義した地物 ●：R4年度に追加・拡大した地物

• 3D都市モデル標準製品仕様書・作業手順書
• 第3.0版の見直し

• UCでの検証を踏まえ、属性の追加等を検討
• 地下埋設物、建築物（LOD4）、公園

• 各都市の拡張製品仕様書の拡張項目の標準
製品仕様への反映を検討

• データ整備における質問等の反映
• R5年度のデータ整備事業者からの意見や質

問とその対応結果を反映
• 建築物モデル等に貼るテクスチャの標準仕様の

検討・検証及び反映
• 描画パフォーマンスを考慮し、画像のアトラ

ス化（複数をまとめる）等の仕様を検討

• 3D都市モデル整備のための測量マニュアル
• カバーしていない地物及び測量手順・作業手法を

追加

3D都市モデル標準製品仕様書・作業手順書第3.0版が対象とする地物とLOD



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 5

本プロジェクトの主な役割②
LOD2自動生成ツールの開発
以下のツール改修・開発を行う。

ツール名 ツールの概要 今年度想定している主な開発内容

LOD2建築物モデル
自動生成ツール

• DSM点群や建物外形データ等を入力データとして
建築物モデル（LOD2）の作成を自動的に行い、
CityGML 形式で出力するシステム

• 建物分類や屋根線の検出等にAIを活用

• R4年度開発ツールの改修
• 地域特性の異なる複数都市において大規模なデー

タ生成実証を行い、課題を抽出と共に解決する機
能を開発する

• 開発成果は既存ツールと統合し、OSSとして公開
する

LOD1-2道路モデル
自動生成ツール

• 道路モデル（LOD1）及び道路モデル（LOD2）の自
動生成ツール

• 新規に開発
• 現行の作成手法・使用資料を踏まえ、自動化の手

法を検討する
• 道路の領域抽出等にAIを使用予定
• 開発成果は、OSSとして公開する

建築物モデル-Building

LOD0 LOD1 LOD3LOD2 LOD4

交通（道路）モデル-Transportation(Road)

LOD0 LOD1 LOD3LOD2



参考資料
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目次

I. プロジェクトの位置づけ・スコープ

II. 標準仕様・手順書・マニュアル作成

III.データ更新

IV. LOD2自動生成ツールの改修・拡充

V. 高精度デジタルツイン技術調査

VI. CityGML2.0 国際動向調査

VII.全体連携
1. テーマ別スケジュール連携
2. 体制
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本プロジェクトのスコープを以下に示す。各項目の詳細は次ページ以降に記載。

I. 全体概要
プロジェクトのスコープ｜仕様書抜粋

① 「３D都市モデル標準製品仕様」等の拡張
最新の技術知見を踏まえ、現行の「３D都市モデル標準製品仕様書」「３D都市モデル標準作業手順書」「３D都市モデル整備の
ための測量マニュアル」等の３D都市モデルの標準仕様にかかわる各種ドキュメントを改定する。

② ３D都市モデル自動生成ツールの改修・拡充
令和4年度の建築物モデルLOD2自動生成ツール開発成果等を踏まえ、さらなる３D都市モデルの自動生成技術の開発を行う。

③ CityGML2.0の活用に関する技術調査
CityGML2.0を採用するPLATEAUの３D都市モデルの有用性、利便性、汎用性をさらに高めるため、描画パフォーマンスの
向上をはじめとしたニーズの高い領域における最新の技術動向に関する技術調査を行う。

④ CityGML2.0の活用に関する国際動向調査
CityGML規格の国際的な利用動向の把握及び我が国における利用状況の発信・フィードバックを目的とした国際動向調査を
行う。

⑤ 情報発信業務との連携
⑥ 業務報告書の作成等
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目次

I. プロジェクトのスコープ・位置づけ

II. 標準仕様・手順書・マニュアル作成

III.データ更新

IV. LOD2自動生成ツールの改修・拡充

V. 高精度デジタルツイン技術調査

VI. CityGML2.0 国際動向調査

VII.全体連携
1. テーマ別スケジュール連携
2. 体制

1. プロジェクトのスコープ

2. プロジェクトのビジョン

3. 想定アウトプット

4. 業務フロー

5. スケジュール・マイルストン

6. マネジメント計画
① リスク・課題
② リソース
③ コミュニケーション
④ 品質
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Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
1. プロジェクトのスコープ (1/2)

1. 「３D都市モデル標準製品仕様書」等の拡張

最新の技術知見を踏まえ、現行の「３D都市モデル標準製品仕様書」「３D都市モデル標準作業手順書」「３D都市モデル整備のための測量マニュ

アル」等の３D都市モデルの標準仕様にかかわる各種ドキュメントを改定する。

① 「３D都市モデル標準製品仕様書」の改定

全国の３D都市モデルの整備状況の調査と、これに基づく改定の必要性を検討し、発注者と協議のうえ、改定を行う。各都市における拡張

仕様の策定状況を踏まえた標準主題属性等の拡張や建築物モデル等へのテクスチャ付与方式の標準化、各活用ケースを踏まえたADE策

定の検討を行う。

② 「３D都市モデル標準作業手順書」の改定

全国の３D都市モデルの整備および活用状況の調査と、これに基づく改定の必要性を検討し、発注者と協議のうえ、改定を行う。建築物モ

デル等に対するテクスチャ付与手順の標準手順化、AI等を活用したテクスチャ画像の視認性向上の検討を行う。検討結果については、そ

の成果を技術資料としてとりまとめる。発注者と協議のうえ、必要な範囲で成果をOSSとして公開する。

③ 「３D都市モデル整備のための測量マニュアル」の改定

全国の３D都市モデルの整備および活用状況の調査と、これに基づく改定の必要性を検討し、発注者と協議のうえ、改定を行う。建築物モ

デル以外のモデル測量法の確立、建築物モデルに付与するテクスチャの撮影方法のルール化を行う。

検討結果については国土地理院と協議を行い、聴取意見を反映する。

データ整備業務と連携
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Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
1. プロジェクトのスコープ (2/２)
3. CityGML2.0の活用に関する技術調査

CityGML2.0を採用するPLATEAUの３D都市モデルの有用性、利便性、汎用性をさらに高めるため、描画パフォーマンスの向上をはじめとし

たニーズの高い領域における最新の技術動向に関する技術調査を行う。都市モデ

4. ル自動生成ツールの改修・拡充

① 描画パフォーマンス向上施策の調査検討

CityGML2.0および３Dtilesにおける描画パフォーマンス向上を実現するデータ構造定義のための技術調査を行う。特にテクスチャ付

き建築物モデルLOD2の描画パフォーマンスの改善を重視する。都市スケールのデータセット単位におけるアトラス化の検討を行う。技術

調査に基づき、データ作成実証を行い、パフォーマンス検証を行う。パフォーマンス検証によって得られた知見を技術資料にとりまとめる。

② CityGMLに最適化されたデータベース構築手法の調査検討

CityGML2.0をデータベース化して格納、編集、品質検査、ウェブGISビューア等のフロントエンドへのデータ配信を可能とする技術調査

を行う。CMS等のウェブ上から操作可能な管理用アプリケーションと一体となったDBMSによりCityGMLをGUIによって管理し、その

結果をシームレスにフロントエンドへ配信するインタラクティブなデータ管理システムの構築手法を調査する。技術調査に基づき、データ

ベース構築実証を行い、有用性を検証する。検証によって得られた知見を技術資料にとりまとめる。

5. 情報発信業務との連携

本業務に関する記事執筆、イベント協力等の情報発信を行う。
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項目 内容
OSS（Github公開） • ソースコード（建物テクスチャ付与部分の追加）

• AIモデルパラメータ
• マニュアル

３D都市モデル標準仕様書 • 本プロジェクトにより改定したドキュメント
３D都市モデル標準作成手順書 • 本プロジェクトにより改定したドキュメント
３D都市モデル整備のための測量マニュアル • 本プロジェクトにより改定したドキュメント
技術資料 技術調査等の技術内容・検証結果を取りまとめたドキュメント

• 描画パフォーマンス向上施策の調査検討
• データベース構築手法の調査検討

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
3. 想定アウトプット
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標準製品仕様書

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
4. 業務フロー(1/4)

標準作業手順書
の改定

（上半期）

標準製品仕様書
の改定

（年度末）

1.質問・指摘への対応

• 質問・指摘の受付

• 対応の検討

• 質問・指摘への回答

2.標準製品仕様書への反映

• 回答資料の整理

• 回答資料の反映

• HTMLへの反映

3．標準製品仕様書改定内容
の周知

• Ｓｌａｃｋ、メールを通じた改定内容の
周知

4.R4までの拡張地物・属性の整理

• 拡張製品仕様書の入手

• 拡張項目のリスト化

• 反映方針の整理

• 反映方法の検討・決定

5.関係者へのヒアリング

• 公園管理ADE

• その他ADE：地下埋設物、地下街

• R5UC実証に向けた対応事項
の整理・検討

6.標準製品仕様書（案）の作成

• 公園管理ADEの反映

• その他ADE ：地下埋設物、地下街

• 拡張項目の整理

• 反映方針の検討

• ADEの更新

• テクスチャ付与ルールの反映

（業務フロー4/4より）

• 標準製品仕様書（案）の作成

8.ドキュメント化

・標準製品仕様書
の作成

・HTMLへの反映

・変更履歴等解説
資料の作成

7.関係者レビュー

• 関係者への意見
照会

• 意見照会結果の
整理・反映方針
の決定



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 14

標準作業手順書

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
4. 業務フロー(2/4)

標準作業手順書
の改定

（上半期）

標準作業手順書
の改定

（年度末）

１ 質問・指摘への対応

• 質問・指摘の受付

• 対応の検討

• 質問・指摘への回答

2 標準作業手順書への反映

• 回答資料の整理

• 回答資料の反映

• 標準製品仕様書改定内容の反映

• HTMLへの反映

3 標準作業手順書改定内容
の周知

• Ｓｌａｃｋ、メールを通じた改定内容の
周知

４ 改定方針の整理

• 標準製品仕様書の改定内容を踏まえ
た標準作業手順書への反映事項の整
理

５ R5UC事業者へのヒアリング

• 作業手順（原典資料、作成手法）の整
理

６ 標準作業手順書（案）
の作成

• 標準作業手順書への
反映

• テクスチャ付与の標準
手順の反映

• （業務フロー
4/4より）

８ ドキュメント化

• 標準作業手順書の作成

• HTMLへの反映

• 解説資料の作成

７ 関係者レビュー

• 関係者への意見照
会

• 意見照会結果の整
理
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測量マニュアル

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
4. 業務フロー(3/4)

測量マニュアルの
改定

意見の収集

１．対象地物の選定

• 地物・LOD・手法ごとに確認

２．地物毎の測量手法検討

• 測量手法の検討

• 検証方法の整理

5.マニュアルへの反映

• 国土地理院の指摘対応の反映

• 業界意見の指摘対応の反映

３．マニュアル改定（案）の作成

• 改定方針の検討

• 改定（素案）、改定（案）の作成

４．検証作業

• 検証作業

• 検証報告書の作成

1.国土地理院

• 検討方針の確認

2.国土地理院/業界意見の収集

• 国土地理院から意見収集と対応検討

• 測技協から意見収集と対応検討

3.マニュアル改定内容の整理

• 国土地理院の指摘対応整理

• 業界意見による指摘対応整理
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建物テクスチャ付与・CityGML活用に関する技術調査

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
4. 業務フロー(4/4)

描画性能
向上技術

データベース構築
技術

1.方針整理

• 評価対象環境

• 性能評価指標
の設定

• データ選定・収
集

2.テクスチャ付与調査

• 課題抽出

• 管理単位検討

• アトラス化手法検討

6.ドキュメント作成・
OSS化

• 標準仕様書、手順
書、測量マニュアル
への反映

• 技術資料の作成

• OSS化

4.ルール化

• テクスチャ付与
ルール検討

• 標準手順検討

• ツール化検討

5.ツール開発

• 設計

• 開発

• 検証

１．方針整理

• 評価対象環境

• 評価指標の設定

• 技術調査

2.実証

• 実証環境構築・実証

• 分析・評価

３.ドキュメント作成

• 標準仕様書、手順書、測量マニュ
アルへの反映

• 技術資料の作成

3.視認性向上

• 課題抽出

• 技術調査・手法検討

• 試行・評価



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 17

標準仕様書の改定

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
5. スケジュール・マイルストン(1/5)

実施事項 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 4 11 18

1 「3D都市モデル標準製品仕様書」等の拡張
1 「3D都市モデル標準製品仕様書」の改定

１　質問・指摘への対応
質問・指摘の受付（Slack）
対応の検討
質問・指摘への回答（Slack）

２　標準製品仕様書への反映
回答資料の整理
回答内容の反映 ●
HTMLへの反映

３　標準製品仕様書改定内容の周知
（標準製品仕様書の改定）
改定内容の周知（メール、Slack）

４　R4までの拡張地物・属性の整理
各都市製品仕様書（OP、自治体）の入手
作成項目・拡張項目のリスト化
拡張項目の反映方針の整理
標準製品仕様書への反映方法の検討・決定 ●

５　関係者へのヒアリング
公園AED:ADE作成スケジュールの確認
公園ADE以外（埋設物・鉄道・地下街）

標準製品仕様書の説明・UC実証スケジュールの確認
R5UC実証に必要な改定事項の整理
改定案の作成 ●
関係者レビュー

６　標準製品仕様書（案）の作成
公園ADE

公園ADE案のレビュー
公園ADEの作成（汎用化）

公園ADE以外（埋設物・鉄道・地下街等）
拡張項目の整理
標準製品仕様書への反映方法の検討 ●
ADEの更新

標準製品仕様書（案）の作成 ●
７　関係者レビュー

関係者への意見照会
意見照会結果の整理・反映方針の決定 ●

８　ドキュメント化
標準製品仕様書の作成 ●
HTMLの作成
解説資料の作成

年間を通じたQA対応

意見集約結果と対応の

都市局レビュー

R4成果の拡張項目から標準仕様
に反映すべき事項を検討し

反映方法を都市局レビュー

R5事業者との意見交換か
ら改定方針やスケジュール

を確認

改定内容の都市局レビュー
別業務で実施される拡張仕

様を確認・レビュー

標準製品仕様書（案）の
都市局レビュー 標準製品仕様書

（PDF・HTML）の作成
都市局レビュー
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標準作業手順書の改定

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
5. スケジュール・マイルストン(2/5)

実施事項 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 4 11 18

1 「3D都市モデル標準製品仕様書」等の拡張
2 「3D都市モデル標準作業手順書」の改定

質問・指摘への対応
質問・指摘の受付（Slack）
対応の検討
質問・指摘への回答（Slack）

作業手順書への反映
回答資料の整理
回答内容の反映 ●
標準製品仕様書改定内容の反映
HTMLへの反映

標準作業手順書改定内容の周知
（標準製品仕様書の改定）
改定内容の周知（メール、Slack）

改定方針の整理
R5UC事業者へのヒアリング

作業手順の整理
標準作業手順書（案）の作成 ●
関係者レビュー

関係者への意見照会
照会結果の整理・反映方針の作成 ●

ドキュメント化
標準作業手順書の作成 ●
HTMLの作成
変更履歴資料の作成

意見集約結果と対応の

都市局レビュー

標準作業手順書（案）の
都市局レビュー

標準作業手順書
（PDF・HTML）の作成

都市局レビュー

標準製品仕様書の検討と一体
となって取り組む
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測量マニュアルの改定

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
5. スケジュール・マイルストン(3/5)

実施事項 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 4 11 18

0 全体計画
1 作業計画の立案
2 打合せ・レビュー

1 「3D都市モデル標準製品仕様書」等の拡張
3 [3D都市モデル整備のための測量マニュアル」の改定

改定方針の整理
対象地物・LODの選定
地物ごとの測量手法の検討
LODごとの測量精度の検討
検証方法の整理
改定方針（案）のとりまとめ
地理院への説明資料作成 ●

国土地理院との方針確認
国土地理院レビュー
意見交換・指摘事項の校正
改定方針のとりまとめ

マニュアルの改定（素案）
改定（素案）の作成 ●
検証
検証報告書の作成 ●

国土地理院・測量業界との意見交換
国土地理院レビュー
国土地理院の確認
意見収集・指摘事項の検討
国土地理院の承認
国土地理院の承認レビュー

マニュアの改定
改定版マニュアル（案）の作成 ●
最終校正 ●
PDF作成

測量マニュアルに記載する条文
案（引用条文）の整理

17条2項申請に向けた検討

（精度確保のための手順や閾値の決定）

改定の方針の

都市局レビュー

地理院・業団体（測技協）の意見
収集・対応整理

測量マニュアルの改定版の

都市局レビュー
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建物テクスチャ付与

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
5. スケジュール・マイルストン(4/5)

実施事項 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 4 11 18

1 「3D都市モデル標準製品仕様書」等の拡張
5 建築物等テクスチャ付与

既往のテクスチャ付与手順の整理
課題抽出・
要件整理
テクスチャ視認性向上技術調査
テクスチャ視認性向上技術試行
アトラス化手法検討
テクスチャ付与ルール検討
ツール化検討
ツール開発（ツール化となった場合）
製品仕様書への反映
手順書への反映
技術資料作成(視認性向上)
OSS化(テクスチャ付与）

要件・技術調査

都市局レビュー

ルール・ツール化検討

都市局レビュー

技術資料

都市局レビュー
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CityGML活用に関する技術調査 情報発信業務との連携

Ⅱ. 標準仕様・手順書・マニュアル作成
5. スケジュール・マイルストン(5/5)

実施事項 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 4 11 18

3 CityGML2.0の活用に関する技術調査
1 描画性能向上施策の調査検討

方針整理
技術調査
検証パターン選定
検証用データ収集
性能検証
分析・評価
技術資料作成

2 データベース構築手法の調査検討
方針整理
データベース仕様分析
実証環境構築
データベース構築実証
分析・評価
技術資料作成

3 高精度デジタルツイン構築技術の調査検討
方針整理

データ概要の説明
品質評価項目・方法の検討
品質評価項目・方法の決定

データ借用・仕様分析
資料借用（仕様・データ）
分析用のデータ変換
地物・属性の確認
既存資料との重ね合わせ
机上比較検討
現地調査対象範囲の選定

現地調査（検証用データ収集）
立入地域自治体への了解
道路使用許可申請（警察）
現地測量作業
測量成果座標系計算処理
GIS展開

分析・評価
座標比較
結果協議
結果取りまとめ

5 情報発信業務との連携
打合せ・連携

技術調査結果

都市局レビュー

方針整理

都市局レビュー

技術資料

都市局レビュー

実証結果

都市局レビュー
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Ⅲ. データ更新
1. プロジェクトのスコープ

1. 「３D都市モデル標準製品仕様書」等の拡張

最新の技術知見を踏まえ、現行の「３D都市モデル標準製品仕様書」「３D都市モデル標準作業手順書」「３D都市モデル整備の

ための測量マニュアル」等の３D都市モデルの標準仕様にかかわる各種ドキュメントを改定する。

④ 最新の標準仕様に基づくデータ更新の支援

既に作成済みの３D都市モデルのデータセットを対象として、最新の標準仕様に基づくデータ更新を行い、オープンデー

タ化を支援する。この更新作業は、主題属性の追加拡充とそのための地方公共団体等との調整業務も含む。

• R4データ整備事業者からの資料・データ収集
• 整備済み140都市でのR5年度にデータ更新を行う業

務と連携（直轄・補助）
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項目 内容
3D都市モデル（市町村用） • 本プロジェクトにより更新したデータ（140都市分）
3D都市モデル（オープンデータ用） • 本プロジェクトにより更新したデータ（140都市分）
3DTiles • 本プロジェクトにより更新したデータ（140都市分）
CMS • 本プロジェクトにより更新したデータ（140都市分）
報告書 • 更新作業を取りまとめたドキュメント

Ⅲ. データ更新
3. 想定アウトプット
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データ更新

Ⅲ. データ更新
4. 業務フロー

拡充項目の決定

CityGMLの更新

１．基本方針の整理

• 国土交通省の公開方針の確認

２．ニーズ調査

• 自治体の公開ニーズの把握

７．CityGML更新

• CityGML変換作業

• 3DTiles変換作業
３．情報収集

• 自治体から拡充資料の収集

４．データクリーニング

• 構造種別分類（部材分け）

• 災害リスク情報のフォルダ分け

５．データ更新作業

• 既存データの修正

• 自治体へのFB

６．変換プログラム構築

• 自治体毎の変換プログラム構築
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Ⅲ. データ更新
5. スケジュール・マイルストン

実施事項 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 4 11 18 25 1 8 15 22 29 5 12 19 26 4 11 18

0 全体計画
1 作業計画の立案
2 打合せ・レビュー

1 「3D都市モデル標準製品仕様書」等の拡張
4 最新の標準仕様に基づくデータ更新の支援

追加拡充項目の抽出
追加拡充の方針の検討
追加拡充の方法の検討
追加拡充項目・更新方法の決定

ニーズ調査
調査票の作成
追加拡充調査
ニーズ結果集約

情報収集・更新準備
既存データ収集（市町村・OPD）
橋梁等の部材分け（東京都）
災害リスク情報の整理
先行都市収集
更新試行作業
自治体収集

データ更新作業
A:更新作業　40自治体
A:自治体確認確認FB 40自治体
B:更新作業　50自治体
B:自治体確認確認FB 50自治体
C:更新作業　50自治体
C:自治体確認確認FB 50自治体

CityGMLの更新
更新方法の検討・決定
V2toV3基本変換ツールの構築
市町村カスタマイズ　5都市分
V3変換・3Dtiles 5都市分
基本ツールの修正
A:ツールカスタマイズ　40都市分
A:V3変換・3Dtiles 40都市分
B:ツールカスタマイズ　50都市分
B:V3変換・3Dtiles 50都市分
C:ツールカスタマイズ　50都市分
C:V3変換・3Dtiles 50都市分
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目次

I. プロジェクトのスコープ・位置づけ

II. 標準仕様・手順書・マニュアル作成

III.データ更新

IV. LOD2自動生成ツールの改修・拡充

V. 高精度デジタルツイン技術調査

VI. CityGML2.0 国際動向調査

VII.全体連携
1. テーマ別スケジュール連携
2. 体制

1. プロジェクトのスコープ

2. プロジェクトのビジョン

3. 想定アウトプット

4. 検証概要

5. システム開発計画
① システムアーキテクチャ全体図
② システム機能一覧
③ 利用する技術要素
④ データ処理フロー及びI/F設計
⑤ ユーザーインターフェース

6. 業務フロー

7. スケジュール・マイルストン

8. マネジメント計画
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Ⅳ. LOD2自動生成ツールの改修・拡充
1. プロジェクトのスコープ
2. ３D都市モデル自動生成ツールの改修・拡充

令和４年度の建築物LOD2自動生成ツール開発成果等を踏まえ、さらなる3D都市モデルの自動生成技術の開発を行う。都市

モデル自動生成ツールの改修・拡充

① LOD2建築物モデル自動生成ツールの改修

改修計画を立案するため、地域特性の異なる複数都市において同ツールを用い、公共測量成果となっているDSMおよ

び空中写真を入力データとした大規模なデータ生成実証を行い、精度、形状再現性、経済性を評価したうえで課題を抽出

する。抽出した課題に基づき、これを解決する機能開発を検討し、開発計画書として取りまとめる。

開発成果は既存ツールと統合し、OSSとして公開する。

② LOD1-2道路モデル自動生成ツールの開発

LOD1およびLOD2道路モデルの自動生成ツールを開発し、OSSとして公開する。

自動生成ツールの開発内容を検討し、開発計画を取りまとめる。開発計画書に従いシステム開発を行ったのち、有用性検

証を行う。検証は地域特性の異なる複数都市を対象とし、精度、形状再現性、経済性を評価したうえで課題抽出する。成

果は技術資料としてとりまとめる。
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項目 内容
開発計画書 • LOD2自動生成ツール開発の要件定義、基本設計、内部設計等を取りまとめたドキュメント
OSS（Github公開） • ソースコード（LOD2建築物モデル自動生成、LOD1-2道路モデル生成）

• AIモデルパラメータ
• マニュアル

技術資料 ツール開発、技術調査等の技術内容・検証結果を取りまとめたドキュメント
• LOD2建築物モデル自動生成ツール
• LOD1-2道路モデル自動生成ツール

Ⅳ. LOD2自動生成ツールの改修・拡充
3. 想定アウトプット
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建物LOD2自動生成ツールのシステム構成は以下の通りである。改修を検討する。

Ⅳ. LOD2自動生成ツールの改修・拡充
5. システム開発計画｜①システムアーキテクチャ全体図

主な改修要素
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No. 機能名 説明

1 CityGML入力機能 CityGML入力ファイルを読み込み、本システムに必要な建物属性データを取得する。

2 モデル要素生成機能 航空写真DSM点群とCityGML入力モジュールが作成した建物外形データを使用して、LOD2相当の建物3Dモデ
ルの作成を行う。

3 位相一貫性チェック・補正機能 モデル要素生成モジュールにて出力された LOD2 建物形状データの各建物に対して、位相一貫性検査を行い、
異常形状やデータの矛盾等を抽出して自動補正を行う。

4 テクスチャ貼り付け機能 航空写真（原画像）から屋根、壁面のテクスチャ画像を抽出し、LOD2建築物モデルに貼付ける処理を行う。
描画性能等を考慮したテクスチャ付与手法検討を行い、協議のうえ、必要な範囲の成果を組み込む

5 CityGML出力機能 LOD1 CityGMLデータに、前述までの処理で作成したLOD2 建物形状データを追加し、LOD1 と LOD2 を含む
CityGML データを作成する。

6 道路LOD1生成 道路LOD1を自動生成する。手法について調査、協議のうえ開発する。
7 道路LOD2生成 道路LOD2を自動生成する。手法について調査、協議のうえ開発する。

青文字：主な改修要素
赤太字：新規開発要素

Ⅳ. LOD2自動生成ツールの改修・拡充
5. システム開発計画｜②システム機能一覧
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目次

I. プロジェクトのスコープ・位置づけ

II. 標準仕様・手順書・マニュアル作成

III.データ更新

IV. LOD2自動生成ツールの改修・拡充

V. 高精度デジタルツイン技術調査

VI. CityGML2.0 国際動向調査

VII.全体連携
1. テーマ別スケジュール連携
2. 体制

1. プロジェクトのスコープ

2. プロジェクトのビジョン

3. 想定アウトプット

4. 業務フロー

5. スケジュール・マイルストン

6. マネジメント計画
① リスク・課題
② リソース
③ コミュニケーション
④ 品質
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Ⅴ. 高精度デジタルツイン技術調査
1. プロジェクトのスコープ
3. CityGML2.0の活用に関する技術調査

CityGML2.0を採用するPLATEAUの３D都市モデルの有用性、利便性、汎用性をさらに高めるため、描画パフォーマンスの

向上をはじめとしたニーズの高い領域における最新の技術動向に関する技術調査を行う。都市モデル自動生成ツールの改修・

拡充

③ 高精度デジタルツイン構築技術の調査検討

高精度なデジタルツイン構築を実現する技術調査を行う。ウェブ上で公開されている衛星写真や航空写真等のデータと

AI技術を用いた高精度デジタルツイン構築手法の実装状況の調査及び別業務「まちづくりのDXの推進に向けた３D都

市モデルの高精度デジタルツイン構築実証業務」の調査結果を含む。

高精度デジタルツインのデータを入手し、PLATEAUの３D都市モデルとして利用可能かを検証する。現地測量の成果と

３D都市モデルの品質比較を行う。

「まちづくりのDXの推進に向けた３D都市モデル
の高精度デジタルツイン構築実証業務」との連携
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項目 内容
品質評価結果 • 現地調査による比較結果を取りまとめたドキュメント

Ⅴ. 高精度デジタルツイン技術調査
3. 想定アウトプット
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IV. LOD2自動生成ツールの改修・拡充

V. 高精度デジタルツイン技術調査

VI. CityGML2.0 国際動向調査
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2. プロジェクトのビジョン

3. 想定アウトプット

4. 業務フロー

5. スケジュール・マイルストン

6. マネジメント計画
① リスク・課題
② リソース
③ コミュニケーション
④ 品質
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Ⅵ. CityGML2.0 国際動向調査
1. プロジェクトのスコープ

4. CityGML2.0の活用に関する国際動向調査
CityGML規格の国際的な官民の利用動向の把握及び我が国における利用状況の発信・フィードバックを目的とした国際動向
調査を行う。国外政府機関や国際的な地理空間情報の学会、コミュニティ等が開催するカンファレンスや展示会等への参画や
調査を実施する。調査結果は「３D都市モデル導入のためのガイドブックシリーズ」に反映する。
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項目 内容
技術レポート（FOSS4G出展レポート） • FOSS4G（6/28-30）の出展概要、出展風景や意見交換結果を技術レポートとして取りま

とめる
報告書 • Smart Geo Expo2023の現地調査概要

• 海外事例の調査結果、意見交換結果

Ⅵ. CityGML2.0 国際動向調査
3. 想定アウトプット
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目次

I. プロジェクトのスコープ

II. 標準仕様・手順書・マニュアル作成

III.データ更新

IV. LOD2自動生成ツールの改修・拡充

V. 高精度デジタルツイン技術調査

VI. CityGML2.0 国際動向調査

VII.全体連携
1. テーマ別スケジュール連携
2. 体制
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技術調査・実証

Ⅶ. 全体連携
1. 業務概要｜①テーマ別スケジュール連携

①-1,-2

①-4

②-1,-2

③-3

④

1 34 6 8 10 25 7 9 11 12

R4までの拡張地物・属性の整理

FOSS4G出展

テクスチャ付与ルールの検討

製品仕様書・作業手順書

ドキュメント化

描画方法・ルールの連携

既存データの収集

R4データ
収集の連携

5

3-①②

①-3

⑤
情報発信

レポート作成

情報発信の連携

マニュアル改定

製品仕様書・作業手順書への反映

プログラム開発・検証

作業手順書への参照/
リファレンスの連携

仕様書・手順書改定

データ更新

国際動向調査

高精度デジタルツイン調査

情報発信連携

情報発信連携

自動生成ツール

測量マニュアル

アトラス化・DB調査

①-1,-2

仕様書・手順書改定

V3.0説明会 問合せ対応

拡張内容のフィードバック

①-4
データ更新

R4データ収集
R5バージョンアップデータ提供又は統合

データ整備業務との連携が必要と
なる主な作業
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Ⅶ. 全体連携
3. マネジメント計画｜②全体体制

業務管理者
神馬和歌子

国際動向調査
伊藤慎兵

技術支援 新名恭仁

管理者・担当者の意思決定ライン

LOD2自動生成
于忠策

仕様拡張

閔健煕

業務管理補佐 野中秀樹

製品仕様書
作業手順書

黒川（保髙）史子

業務全体照査 溝淵真弓

安齋翔次郎

角田里美

長尾聡子

進捗監督責任者
山本尉太

名倉優

測量マニュアル
久保 学

渡邉利光 薬師寺貴夫

データ更新
神 宏樹

高精度DT
久保 学

白戸丈太郎峯上佳丈

小野木康介

黒川史子

名倉優

三條昌哉

黒川史子

山本尉太

小林雅弘

筒井俊吾

家崎遥

小森純也

伊藤駿

向井良

山田悠輔

後藤悠也

森貴章

建物テクスチャ
CityGML活用
神馬和歌子

森居恒平

大塚真由

角田里美

長尾聡子

筒井俊吾

加藤亜祐美

小林雅弘

大鋸朋生

杉野恭平

迫田航

野村勇人

※斜字は兼務
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



国際航業 嶋野雄一

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介 データ整備・高度化・効率化
データ整備



2023/06/23

2.データ整備・高度化・効率化
②データ整備

管理NO:dt23-02 国際航業株式会社 まちづくりのDXの推進に向けた3D都市モデルのデータ作成実証業務

国際航業株式会社
嶋野雄一

2023FY Project PLATEAU
第10回分科会
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I.業務の目的・実行体制
1. 国際航業株式会社(KKC)のご紹介

• 会社名 国際航業株式会社（Kokusai Kogyo Co., Ltd.）
• 所在地 東京都新宿区北新宿2丁目21番1号
• 設 立 1947（昭和22）年9月12日
• 資本金 67.94億円
• 従業員数 1,896名（2022年3月末）
• 事業内容 公共コンサルタント事業

インフラマネジメント事業
防災環境事業
LBSセンシング事業

• 経営理念 空間情報で未来に引き継ぐ世界をつくる
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I.業務の目的・実行体制
2. 業務におけるKKCの役割・位置づけ

KKC

ユースケース事業者KKC：データ作成
UC事業者：要望、データ利用
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① 業務名 ：まちづくりのDXの推進に向けた3D都市モデルのデータ作成実証業務
② 業務場所 ：東京都千代田区・品川区、東京都港区、神奈川県横浜市、

新潟県上越市、新潟県長岡市、兵庫県姫路市、
岡山県備前市、福岡県大牟田市、羽田空港

① 発注者 ：国土交通省 都市局
② 受注者 ：国際航業株式会社
③ 履行期間 ：自）令和5年3月30日 至）令和6年3月22日
④ 業務項目 ：下表に示す

業務項目 単位 数量

(1) データ作成実証及び拡張製品仕様書の作成

式 1①作業計画の立案

②拡張製品仕様書の作成及びデータ作成

(2) 標準仕様の有用性検証 式 1

(3) 業務報告書の作成等 式 1

I.業務の目的・実行体制
3. 業務概要
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I.業務の目的・実行体制
4. 全体スケジュール

可能な限り10月末データ
整備完了を目指す関係者による調整

・合意形成
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KKCでは以下の自治体等でユースケースに使用する3D都市モデルを作成。

Ⅱ.業務の内容
KKCが取り組むユースケース自治体の一覧

• 本業務での作成予定データは以下の通り。
NO 管理番号 都道府県 市区町村 サブカテゴリ タイトル（仮）
1 uc23-01 福岡県 大牟田市 防災・防犯 SARを用いた浸水被害把握
2 uc23-02 岡山県 備前市 防災・防犯 精緻な土砂災害シミュレーション等
3 uc23-05 東京都 千代田区・品川区 都市計画・まちづくり 地下街データを活用したナビゲーションシステム等
4 uc23-09 神奈川県 横浜市 都市計画・まちづくり タンジブルインターフェースを活用した住民参加型まちづくり等
5 uc23-11 東京都 港区 都市計画・まちづくり ストーリーテリング型GISを用いたエリアマネジメントの高度化等
6 uc23-13 兵庫県 姫路市 環境・エネルギー 下水熱利用促進UC
7 uc23-16 東京都 港区 地域活性化・観光・コンテンツ デジタルツインを活用したXRコンテンツ開発プラットフォーム等
8 uc23-20 新潟県 上越市 モビリティ・ロボティクス ドローンを用いたインフラ管理システムの開発等
9 uc23-21 新潟県 長岡市 インフラ管理 公園管理DX
10 （航空局） （羽田空港） 航空機障害物情報の把握
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Ⅱ.業務の内容

1. KKCが取り組むユースケース自治体の一覧

uc23-01大牟田市

uc23-02備前市
uc23-05千代田区・品川区(地下街)

uc23-09横浜市

uc23-11港区(高輪ゲートウェイ)

uc23-13姫路市

uc23-16港区(虎ノ門)

uc23-20上越市 uc23-21長岡市

背景に地理院地図を使用
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uc23-01 福岡県大牟田市 サブカテゴリ:防災・防犯 タイトル:SARを用いた浸水被害把握

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容 ・大牟田市をフィールドとした人工衛星観測データを用いたUC開発
・UC対象は市全域の洪水浸水想定区域（L1）の建築物が対象

図

大牟田市全域
（81.45km2）の基本セッ
トを整備
市中心部(1.07km2)にお
いてLOD2建築物を整備

データ整備案

建築物 ・LOD1：市全域(81.45km2)
・LOD2：市中心部(1.07km2)

道路 ・LOD1：市全域(81.45km2)

都市計画決定情報 ・LOD1：市全域(81.45km2)

土地利用 ・LOD1：市全域(81.45km2)

災害リスク情報 ・LOD1：市全域(81.45km2)

地形 ・LOD1：市全域(81.45km2)
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uc23-02岡山県備前市 サブカテゴリ:防災・防犯 タイトル:精緻な土砂災害シミュレーション等

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容
・土石流のシミュレーションを実施するUC
・UC対象は市全域の土砂災害警戒区域

図

備前市全域（258.14km2）
の基本セットを整備
市役所付近の(1.31km2)で
LOD2建築物を整備

データ整備案

建築物 ・LOD1：市内全域(258.14km2)、LOD2：市役所付近(1.31km2)

道路 ・LOD1：市内全域(258.14km2)

都市計画決定情報 ・LOD1：市内全域(258.14km2)

土地利用 ・LOD1：市内全域(258.14km2)

災害リスク情報 ・LOD1：市内全域(258.14km2)

地形 ・LOD1：市内全域(258.14km2)
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uc23-05 東京都千代田区 サブカテゴリ:都市計画・まちづくり タイトル:地下街データを活用したナビゲーションシステム等

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容 ・地下街UC開発のため3次元座標を提供する
・現地測量による3次元座標データ取得あり

図

・UC事業者が整備する地下街モデルの位置合
わせ用の3次元座標を提供

データ整備案

建築物 －
道路 －
都市設備 －
植生 －
その他 －

東京駅エリア
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uc23-09 神奈川県横浜市 サブカテゴリ:都市計画・まちづくり タイトル:タンジブルインターフェースを活用した住民参加型まちづくり等

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容 ・R5年度 横浜市エリアマネジメントワークショップ支援ツールを拡張開発

図

• 左図赤線内をLOD2.0建築物として整備す
る。整備面積は16.3km2となる。

• 優先度の高い橋梁・高架（左図青線参照、
ベイブリッジ、鶴見つばさ橋、大黒大橋、瑞穂
橋、コットン大橋とそれにつながる高架）につ
いては、LOD2.1とする。

データ
整備案

建築物 LOD2.0の追加整備(16.3km2)

道路 LOD2.1:UC開発で利用する橋梁・高架(ベイブリッジ、鶴見つばさ橋、大黒大橋、瑞穂橋、コットン大橋とそれにつながる高架)

都市設備 LOD2.0:灯台、山下ふ頭入り口の立体駐車場 LOD3.0:風車

植生 －
その他 －
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uc23-11 東京都港区 サブカテゴリ:都市計画・まちづくり タイトル:ストーリーテリング型GISを用いたエリアマネジメントの高度化等

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容 ・LOD2建築物の追加整備

図

データ整備案

建築物 ・LOD2.0(2.06km2)
道路 －
都市設備 －
植生 －
その他 －

• 東京都事業にて23区を整備中。
連携してデータ整備
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uc23-13 兵庫県姫路市 サブカテゴリ:環境・エネルギー タイトル:下水熱利用促進UC

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容 ・下水熱UC

図

姫路市全域の基本セットを整備
（534.4km2）
姫路駅から姫路城にかけてLOD2
建築物を整備（1.3km2）

データ整備案

建築物 LOD1：市内全域(534.4km2)
LOD2：姫路駅から姫路城にかけて(1.3㎞2)

道路 LOD1：市内全域(534.4km2)
都市計画決定情報 LOD1：市内全域(534.4km2)
土地利用 LOD1：市内全域(534.4km2)
災害リスク情報 LOD1：市内全域(534.4km2)

地形 LOD1：市内全域(534.4km2)
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uc23-16 東京都港区 サブカテゴリ:地域活性化・観光・コンテンツ タイトル:デジタルツインを活用したXRコンテンツ開発プラットフォーム等

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容
・虎ノ門エリア 新虎通りを中心としたXRコンテンツ開発プラットフォームが実証スコープである。
・3D都市モデルは、都市サービス開発者、虎ノ門エリアのイベント事業者がプラットフォームとして利用する。
・MMS・現地測量による点群データ取得あり。

図

・MMSを使用しての計測を実施

データ整備案

建築物 ・LOD3.0で整備(0.13km2)、テクスチャあり

道路 ・LOD3.1で整備(1.72km)

都市設備 ・LOD3.0で整備(1.72km)

植生 ・LOD3.0で整備(1.72km)

その他 －

• LOD3でのデータ整備
• 東京都事業にて23区を整備中。
連携してデータ整備
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uc23-20 新潟県上越市 サブカテゴリ:モビリティ・ロボティクス タイトル:ドローンを用いたインフラ管理システムの開発等

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体
実施内容 ・越後ときめき鉄道間の直江津駅～高田駅間にて、鉄道ドローンのUC開発を行う。主に鉄道における点検への省力化を目的としている。

・MMS、現地測量による現地作業あり。

図

・越後ときめき鉄道春日山駅～直江津駅での鉄道を
取得する

データ整備案

建築物 ・LOD2.0:高田駅周辺、春日山駅周辺、中央１丁目、大町５丁目、南本町３丁目、上越市立水族博物館、高田城跡(0.77km2)
・LOD1.0:上記以外(DM整備範囲) (114.85km2)

道路 ・LOD1.0：DMデータ整備範囲(114.85km2) LOD3.0：踏切5箇所

都市設備 ・LOD2.0 高田駅～直江津駅間／高圧鉄塔14箇所 LOD3.0：春日山駅～直江津駅手前のカーブ区間(0.01km2)

都市計画決定情報 ・LOD1：DM整備範囲(114.85km2)

土地利用 ・LOD1：DM整備範囲(114.85km2)

災害リスク情報 ・LOD1：DM整備範囲(114.85km2)

鉄道 ・LOD2.0（5.76km）、3.2：指定範囲（900ｍ）

地形 ・LOD1：整備範囲(114.85km2)

• 鉄道を新規整備
• 鉄道施設についてのデータ取得、整備を実施
• 線路横の道路よりMMS計測を実施
• データ作成検証のためオブリークカメラによる撮影
を実施
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uc23-21 新潟県長岡市 サブカテゴリ:インフラ管理 タイトル:公園管理DX

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容 ・公園周辺部（1図郭程度）の建築物LOD1、道路LOD1の作成

図

LOD1：都市計画区域
内（351.21km2）の
基本セットを整備
LOD2建築物:中心市
街地活性化区域を整備
(0.96km2)

データ整備案

建築物 LOD1：都市計画区域（351.21km2）
LOD2：中心市街地活性化区域（0.96km2）

道路 LOD1：都市計画区域（351.21km2）

都市計画決定情報 LOD1：都市計画区域（351.21km2）

土地利用 LOD1：都市計画区域（351.21km2）
災害リスク情報 LOD1：都市計画区域（351.21km2）
地形 LOD1：都市計画区域（351.21km2）
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uc23-00 航空局、羽田空港 サブカテゴリ:(空港) タイトル:航空機障害物情報の把握

Ⅱ.業務の内容
2. ユースケース自治体

実施内容 ・羽田空港周辺のLOD1立ち上げ高さの変更

図

データ整備案

建築物 ・既存のLOD1の立ち上げ高さを中央値⇒「計測高さ」に変更してデータ処理
道路 －
都市設備 －
植生 －
その他 －
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標準仕様の有用性の検討

Ⅱ.業務の内容
3. 標準仕様の有用性検証

① CityGMLの有用性に関する検討
• CityGMLの構造に関する整備や利用面の課題について、ヒアリング調査を実施する予定です。

 UC事業者（公共系・民間系）
→R4・R5年度の都市を基に検討する予定です。

 データ作成を行う事業者等（航測会社等）
 その他（ソフトウェアベンダ等を想定）

② テクスチャの検証
• 垂直からの撮影と多方向での撮影との解像度の違いを検証
• 撮影パラメータによるテクスチャ付与率の検証

 重複率、撮影高度、焦点距離、画郭、地上画素寸法、地域特性 等
• テクスチャアトラスについて検証

 現状のLOD2建築物のテクスチャ状況の調査
 最適なテクスチャマッピングの検討
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



三菱総合研究所 林典之

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介 コミュニティ形成・利用環境改善
公共コーディネート
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スマートシティ官民連携プラットフォーム
3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会

第10回分科会

公共コーディネート
まちづくりのDXの推進に向けた
地方公共団体の取組みに対するコーディネート業務

林 典之

2023年6月23日
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会社紹介
会社概要 Project PLATEAUに関する主な実績

【概要】
• 都市・地域・産業・経営・IT 等
に係る幅広い分野の専門研究
員を 800 人以上擁する。

• 社会とお客さまの課題を総合的
に解決するシンクタンクグループ。

• 1970 年創業。

【主な事業内容】
• シンクタンクサービス
（調査・研究・政策支援等）

• コンサルティングサービス
（企業経営戦略サポート等）

• IT サービス

■社会課題解決型ユースケースの開発・実証・マネジメント
• Project PLATEAUが開始した2020年度から2022年度にかけ、約60件の社会
課題解決型ユースケースを開発・実証・マネジメント。

• 国土交通省、地方公共団体、データ整備事業者、システム開発事業者等の間で
事業推進をマネジメント、コーディネート。

■関連実績
●東京都デジタルツイン実現プロジェクト

• 計画策定、基盤システム開発・運用、ユースケース開発等を総合的に推進。
●静岡県3次元点群データ可視化プラットフォーム

• 静岡県が収集・蓄積してきた3D点群データを可視化するシステムを構築・運用

■PLATEAU補助制度の運営支援
• 2022年度に創設されたPLATEAU補
助制度の運営を支援。

• 地方公共団体による取組み（実施計
画策定、3D都市モデル整備、ユース
ケース開発等）をトータルに支援。

• 2022～2023年度にかけ約80団体の
補助事業を支援。 出所）PLATEAU補助制度ポータル

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/content/001600721.pdf
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PLATEAU全体における位置づけ
1. 本業務の位置づけ

• PLATEAUがめざす「3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化のエコシステム」のうち
特に「地域の社会実装」に貢献するためのプロジェクトとして実施。

出所）第1回全体会議 国土交通省資料
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PLATEAU全体における位置づけ
1. 本業務の位置づけ

都市空間情報デジタル基盤
構築支援事業（48団体）
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プロジェクトのビジョン（解決すべき課題）
1. 本業務の位置づけ

• 令和2年度にスタートしたProject PLATEAUにより、全国各地域において3D都市モデルの整備や活
用が進展しているが、現時点では以下のような課題がある。

• 「PLATEAU補助制度」を的確に推進することにより、これらの課題を解決し、都市・地域や地方公共
団体等が抱える社会課題の解決に結びつけることをめざす。

都市・地域や地方公共団体における3D都市モデルの整備・活用に関する主な課題

• 3D都市モデルの全国におけるデータ・カバレッジはいまだ十分ではない（令和4年度末で127都市）。
• 全国の地方公共団体に3D都市モデルの整備・活用に関する情報・知見が十分に行き渡っていない。
• ひとつの地方公共団体の中でも部署や担当者により保有情報や理解度が異なり、庁内調整や意思決定
が困難な場合がある。

• 3D都市モデルの整備・活用に先行して、あるいは並行して取り組んでいる他の地方公共団体の取組に
関する情報が十分に共有されていない。
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プロジェクトのビジョン（創出価値）
1. 本業務の位置づけ

• 令和5年度に「PLATEAU補助制度」に取り組む団体、令和6年度以降の取組を検討している団体に
対し、適切な情報提供や進捗管理、コーディネート等を行うことにより、以下のような価値を創出するこ
とをめざす。

本事業による主な創出価値

• 全国における3D都市モデルのデータ・カバレッジの拡大
• 全国各都市における3D都市モデルを活用したユースケースの普及・拡大
• 地方公共団体による取組成果やプロセス等の情報の集約・整理・共有
• 今後3D都市モデルの整備・活用に取り組もうとする団体が活用できるマテリアルの整備・提供
• 3D都市モデルの整備・活用に取り組む地方公共団体どうしのコミュニケーションの活性化
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プロジェクトのスコープ
1. 本業務の位置づけ

本プロジェクトでは大きく以下２つの業務に取り組む。

令和5年度
PLATEAU補助制度
採択団体支援

令和6年度以降
PLATEAU補助制度
検討団体支援

• 令和5年度にPLATEAU補助制度に採択された団体（48団体59都市）
による取組を支援する。

• ①実施計画書の策定、②3D都市モデル整備、③ユースケース開発、④
オープンデータ化、⑤事業成果のとりまとめ、の大きく5ステップで取組を支援
する。

• 令和6年度以降にPLATEAU補助制度の活用を検討している団体、活用
が期待される団体等に対し、情報提供、検討支援を行う。

• 説明会の開催、企画検討の支援、各種情報提供等を行う。
• 庁内検討に活用できる資料群（マテリアル）の作成・提供も行う。
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プロジェクトのスコープ（業務フロー）
1. 本業務の位置づけ

(1) 令和５年度 事業参画団体に対するコーディネート支援

 事業進捗管理：ドキュメント整備、説明会実施、支援及び進捗管理、進捗状
況調査及び報告等

 問い合わせ・相談対応：問い合わせ・相談対応、FAQの整備、課題解決策
の立案、提供等の支援

 事業成果とりまとめ：取組成果のとりまとめ、オープンデータ化や
PLATEAU VIEW搭載支援、共有のための可視化支援、事例集の作成・
更新等

(2)関心のある団体の掘り起こし支援

 事業説明会開催（1回、オンライン）
 アンケート調査等による関心把握等
 事業参画を促すための情報提供、ヒアリング、コーディネート、プロモー

ション等

(３)令和6年度 事業への参画に意欲のある団体に対する
コーディネート支援

 令和6年度以降の事業参画意向を持つ団体に対する支援
 企画立案を支援するためのマテリアル作成（説明や協議等に活用する汎

用的なマテリアル、作成のためのアンケート調査等の実施）

(４) 業務報告書の作成

 事業参画推進のための制度的課題、技術的課題、コーディネート業務運営の改善の必要性
 今後の展望等

並行するデータ整備、システム環
境向上、情報発進等、本業務との
連携が求められる業務との連携

体制を区分し並行実施（相互に連携）
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参考 仕様書抜粋（プロジェクトのスコープ）
1. 本業務の位置づけ

(1) 令和 5 年度「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助制度）」参
画団体に対するコーディネート支援
令和 5 年度国土交通省事業「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業」 を活用する地
方公共団体に対する企画立案、進捗管理、事業成果とりまと め等を総合的に支援する
コーディネートサービスを提供する。この業務は、以下の事項を含む。

1 事業進捗管理
1)事業推進に必要となるドキュメント（実施計画書、データ整備仕様書、成果報告書等）の
テンプレートの整備、配布、活用支援。

2)参画団体向け説明会の実施（オンライン。年度当初を想定）。事業の進め方やドキュメント
記入方法など事業推進にあたっての留意事項を説明する。

3)事業推進に必要なマイルストーン（実施計画策定、データ整備（中間検査含む）、ユース
ケース開発、オープンデータ化、成果とりまとめ等）の設定支援及び進捗管理。

4)定期的な進捗状況調査及び国土交通省都市局への報告・対応協議。進捗報告は隔週
程度を想定し、それ以外は都市局が指定する媒体で随時報告・相談を行う。

2 問合せ・相談対応
1)地方公共団体からの問合せ・相談への対応。
2)よくある質問をとりまとめた FAQ の整備、発信。
3)問合せ・相談状況を踏まえた全体的な課題解決策の立案、提供等の支援。

3 事業成果のとりまとめ
1)地方公共団体の取組成果のとりまとめ。
2)3D 都市モデルの整備成果及びユースケース関係データのオープンデータ化及び PLATEAU 

VIEW 掲載を支援するための調整、とりまとめ、進捗管理等。
3)3D 都市モデルの整備成果を都市局及び地方自治体で共有するための可視化環境の整
備・提供（クラウド利用を想定）。

4)各団体が直面した課題と対策など、全国的な事業展開を促進していくための知見のとりまとめ、
事例集の作成・更新。

(2) 3D 都市モデル事業をはじめとしたまちづくり DX の推進に向けた取組に関心のある団体の
掘り起こし支援

1)全国の地方公共団体を対象とした事業説明会を開催（1 回。オンラインを想定）
2)アンケート調査等による事業等への参画に関心のある団体の把握及びこれらの団体に対する
事業参画を促すための情報提供、ヒアリング、ステークホルダーのコーディネート、パンフレット
（電子媒体を含む）の制作・配布等のプロモーションの実施。

(3) 令和 6 年度以降の 3D 都市モデル事業への参画に意欲のある団体に対するコーディネー
ト支援
令和 6 年度以降の 3D 都市モデル事業への参画に意欲のある地方公共団体に対し、3D 
都市モデルの整備、活用、オープンデータ化の取組みを事業化するためのコーディネートサービ
スを提供する。この業務は、以下の事項を含む。

1 令和 6 年度以降の事業参画意向を持つ団体に対する支援
1) 令和 6 年度以降の事業参加意向を持つ団体の把握及びこれらの団体に対する企画立案
支援、ステークホルダーのコーディネート、関係各課や庁内調整のための情報提供、活用可
能な政府事業の調査・とりまとめ等の実施。

2 企画立案を支援するためのマテリアル作成
1) 事業参画意向を持つ地方公共団体が企画立案や関係者への説明・協議等に活用するた
めの汎用的なマテリアル（電子媒体）の作成・提供。

2) マテリアルの作成に当たっては、これまでの補助事業参画団体及び参画へ意欲があったが見
送った団体等に対するアンケート調査等を行い、地方公共団体のニーズを把握すること。

(4) 業務報告書の作成等
上記（１）～（３）の検討プロセスにおいて取得された地方公共団体による 3D 都市モデ
ル事業への参画をさらに推進するための制度的課題、技術的課題、コーディネート業務運営
の改善の必要性、今後の展望等についての知見を業務報告書としてまとめること。
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2. 今年度の主要チャレンジ

主な創出価値 チャレンジ

データカバレッジの拡大
• R6年度以降の補助制度活用団体の的確な掘り起こし
• 都市計画担当部署以外へのアプローチ（政策企画、DX等）
• 都道府県と市区町村との連携によるデータ整備展開のコーディネート

ユースケースの普及・拡大
• 過年度の直轄事業、補助事業のユースケース成果の横展開
• 地域のニーズ・課題に根差した新たなユースケースの掘り起こし

情報の集約・整理・提供 • 地方公共団体における取組みプロセス（庁内検討～予算化～事業実施～成果展
開）や、各プロセスにおける課題・対策等に関する情報の集約・整理

• 情報を汎用化し、マテリアルとして整備・提供、活用支援マテリアルの整備・提供

地方公共団体どうしの
コミュニケーションの活性化

• 先行団体の取組み事例等の情報発信
• 先行・類似・関連する取組み団体の紹介
• 都道府県と市区町村との連携による展開支援（再掲）

主な創出価値とチャレンジ
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3. 想定スケジュール

R5年度採択団体支援
仕様書項目 令和5年 令和6年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1.事業進捗管理 １）ドキュメントの作成支援

２）参加団体説明会の実施
３）マイルストーンの設定支援及び進捗管理
４）定期的な進捗状況調査及び報告 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2.問合せ・相談
対応

１）地方公共団体からの問合せ・相談対応
２）FAQの整備・発信 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
３）課題解決策の立案、提供等の支援

3.事業成果の
とりまとめ

１）地方公共団体の取組成果のとりまとめ
２）3D都市モデルの整備成果及びUC開発データの
オープンデータ化支援
３）3D都市モデルの整備成果の可視化支援
４）知見のとりまとめ

【参考】地方公共団体の実施事項別スケジュール（モデル例）
Ⅰ.実施計画書
Ⅱ.データ整備
Ⅲ.ユースケース開発
Ⅳ.オープンデータ化・可視化
Ⅴ.成果とりまとめ
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3. 想定スケジュール

R6年度以降検討団体支援
実施事項 令和5年 令和6年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

主要マイルストーン

1.ニーズ調査

2.プロモーション活動

3.マテリアル作成

4.説明会準備

5.参画意向を持つ団体支援

とりまとめ

概算要望調査① 概算要望調査② 本要望調査

★説明会
（6/20）

★キックオフ

アンケート設計 アンケート実施（概算要望調査①と合わせて実施）

集計・とりまとめ

通年：問い合わせ対応

要望調査提出団体ヒアリング
（日程調整・実施）

ターゲット選定 ヒアリング
（過年度取下自治体等） 有望団体ヒアリング

自治体向け情報発信 自治体向け情報発信

★初版配布
（電子版） ★更新版配布

（電子版）

目次・骨子作成

有望団体抽出

コンテンツ作成
ニーズの反映

コンテンツの更新

準備 議事録作成など

次年度のアクション / 成果・課題の整理

※マッチングイベントは開催時期確認のうえ
反映予定

要望調査提出団体ヒアリング
（日程調整・実施）
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



Code for Japan 石塚清香

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介 コミュニティ形成・利用環境改善
デジタルケイパビリティ強化
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地方公共団体のデジタル・ケイパビリティ向上業務

一般社団法人コード・フォー・ジャパン

石塚 清香

2023年6月

国土交通省 令和5年度受託事業
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当団体について

シビックテックのアプローチ

社会課題

企業 大学 NPO

テクノロジー活用

データ活用・場づくり

行政市民
コミュニティ化

プロジェクト化

一般社団法人コード・フォー・ジャパン

オープンにつながり社会をアップデートする

シビックテックのアプローチを基盤に、IT技術を活⽤した

地域課題の解決を目指し、市⺠主体で課題解決を⾏うコ

ミュニティづくりや、各種研修・CIO補佐官業務等を通じた

⾃治体DXの⽀援を⾏っています。

他に、東京都コロナウイルス感染症対策サイト構築や、

Code for Japan Summitなどのイベントも多数開催。

自治体向けDX研修の実績

⾃治体向けのサービスデザインを活⽤した業務改善研修、

RESAS活用研修など、⾃治体向けDX⽀援の実績を多数

有しています。

● BPR・DX伴走型研修講師(R3年 千葉県市川市、香

川県下自治体、兵庫県加古川市、R2年 兵庫県豊

岡市など)
● RESASを活用した政策立案研修講師(R4年 福井

県、京都府舞鶴市、兵庫県三木市など)
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プロジェクトのビジョン

● 令和2年度のProject PLATEAUスタート以降、地方公共団体による3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化

の取組みは確実に進展し、多くの地方公共団体において3D 都市モデルが整備され、様々な政策 領域において活

用されるとともに、地域のオープンデータとして提供されている。

● 他方、3D 都市モデルをはじめとするまちづくりに関するデータを活用する地方公共団体では、システム 開発などの

アプリケーション層における企画や開発は民間事業者に依存する場合が多く、地方公共団体 職員自らによる

データ活用には課題が多い。

● 3D 都市モデルの価値をさらに引き出し、地域の課題解決や新たな価値創出にさらに活用していくためには、地方公

共団体の職員によるデジタル技術の理解やデジタルスキルの獲得を促進し、職員自らが3D都市モデル等の技術的

内容や関連するソフトウェアの取扱いに通暁することが重要である。

● そこで、本業務では、地方公共団体職員自らが3D 都市モデルをはじめとするまちづくりに関するデータ を扱い、ま

ちづくりDX の業務に役立てていくための知識やスキルを身に着けることを目的として、職員 向けの研修プログラム

を開発し、運用する。
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PLATEAU全体に対する業務の位置づけ
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都市を巡る課題がますます複雑化、深刻化している中、都市が人々へ多様な選択
肢を提供するとともに、多様性が相互に作用して新たな価値を生み出すためのプ
ラットフォームとしての役割を果たしていくためには、単にプロセスの効率化や
利便性向上等を図るだけでなく、従来のまちづくりの仕組みそのものを変革し、
新たな価値創出や課題解決を実現する必要がある。

まちづくりDXでは、技術等の活用により、従来の空間的、時間的、関係的制約を外し、
従来の仕組みを変革していくことで、「豊かな生活、多様な暮らし方・働き方を支
える「人間中心のまちづくり」」の実現を目指す。
具体的な共通目的として３つの「まちづくりDXのビジョン」を定め、ビジョンを実

現するための政策を「重点取組テーマ」として位置づけて推進する。

4

PLATEAU全体に対する業務の位置づけ

プロジェクトのひとつであるオープンイノベーション創出のため、3D都市モデルをはじめとした地理空間
情報を効果的に業務改善に活用し、まちづくりDXを進めていくことができる人材を育成するため
の研修事業を４つの地方自治体でそれぞれ10-20名を対象に実施します。

まちづくりDXの背景・目的

引用）国土交通省「まちづくりのデジタル ・トランスフォーメーション 実現ビジョン （概要版 ）」https:/ / www.mlit.go.jp/ toshi/ daisei/ content/ 001490525.pdf

まちづくりDXにより実現を目指す姿
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まちづくりDXで求められる役割

まちづくりDXの実現のためにはオープン・イノベーションの創出と社会実装のエコシステム構築が必要で

あるとされ、その施策展開のキーワードとして、コモンズ、コモンセンス、コモンプラクティスが挙げられて

います。

引用）国土交通省「まちづくりのデジタル ・トランスフォーメーション 実現ビジョン （概要版 ）」https:/ / www.mlit.go.jp/ toshi/ daisei/ content/ 001490525.pdf

自治体にはこれら「3つのコモン」を育て、エコシステム構築において重要な役割を果たす

組織的な能力（ケイパビリティ）向上が求められています。

＝オープンデータの
作成・活用

＝データリテラシー
テクノロジー活用

＝まちづくりの実践・
知見共有
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本研修は、自治体職員の仕事の仕方を変え（業務改善）、データを生み出し、データを読み解き、

データで伝える一連のスキルを習得することを通じ、3つのコモンをもとにまちづくりDXにおける庁内

外のエコシステム構築を推進できる人材の育成を目指します。

6

今年度の主要チャレンジ

● 現状では、非効率なアナログ業務も多く残っており、データという「コモンズ」がそもそも業務改

善の中で活用されない。

● 地域の課題をデジタル技術で解決するリテラシーである「コモンセンス」を身に付けるにあたり、

自治体職員のデータリテラシー・テクノロジー活用スキルが足りない。

● 様々な主体がまちづくりを実践し、知見を共有していく「コモンプラクティス」にあたり、データ

を用いて伝えて理解を促しステークホルダーを巻き込むスキルが足りない。

自治体の課題

研修の目的

前項の「3つのコモン」を育てることが求められているものの、地方自治体には以下の課題があると考えられ

ます。これに対して研修目的を以下のとおり設定します。
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本研修では、集合研修と自治体個別業務をテーマとした伴走支援型研修を通じて、主に以下のスキルの習得を目
指します。

7

研修の方針

● 3D都市モデルをはじめとした地理空間情報を業務改善
（BPR）に活かすスキル

● データを用いた政策立案（仮説立案、仮説検証）スキル
● データを可視化・分析し意味づけを行うスキル
● データを用いて伝え、理解を促すスキル

習得を目指すスキル

● 形態：集合研修（ハンズオン研修含む）と、個別業務をテーマとした

デジタル化支援を組み合わせた 伴走支援型研修

● テーマ・部署：防災情報の可視化という共通テーマで、関連

する所管課(防災、環境、都市計画等)を募り実施

● 対象自治体：横須賀市、豊橋市、熊谷市、新潟市

● 参加人数：各自治体 10人程度

研修方法

ハンズオン研修のアウトプットイメージ（浸水リスク可視化と垂直避難）

仕事を
変える

データ
を

生み出
す

データ
を

読み解
く

データ
で

伝える

実際の自治体業務をテーマにすることで
主体的な まちづくりDX推進人材育成 を狙う

研修の取組ステップのイメージ
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回 概要 内容

Day1 イントロダクション
(半日の集合研修)

地理空間情報データの基礎理解、まちづくりDXと自治体DXの関係性、オープンデータと機械判読可能な
データの基礎、PLATEAU基礎およびタンジブルインターフェースのデモ

Day2
仕事を変える
(半日の集合研修、オンラインでの伴
走支援3回程度)

業務改善（BPR)の基礎、業務フロー分析や課題出しのためのワークショップ、BPRのためのデジタルツー
ル活用紹介

Day3
データをつくる
(半日の集合研修、オンラインでの伴
走支援2回程度)

受講者が作成したデータを活用した3D都市モデル上での可視化、CityGMLを使ったハンズオン（属性ごと
の建物の色分け、フィルターなど）

Day4
データを読み解く
(半日の集合研修、オンラインでの伴
走支援2回程度)

都市計画マスタープランや地域防災計画をベースとした課題発見ワーク、設定した仮説に関するGIS等を
用いたデータ分析、EBPM、サービスデザイン、KPI設定基礎

Day5 データで伝える
(半日の集合研修)

Day4までの課題設定と分析により導き出された課題解決案を伝えるためのワークショップ（PLATEAUの
データストーリーテリング機能やダッシュボードなどを利用）

研修プログラム（予定）

全体として「防災」をメインテーマとした以下のメニュー構成を検討中

使用ツー
ル

（見込）
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スケジュール
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



パノラマティクス 宿院卓馬
角川アスキー総合研究所 北島幹雄

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介 コミュニティ形成・利用環境改善
情報発信・コミュニティ形成
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まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推
進に向けた
コミュニティ形成業務
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１．PLATEAU全体に対する業務の位置付け

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会
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About Panoramatiks

社会を良い方向に動かすクリエイティブアクションを続けていくた
め、これまで繋がらなかった領域を横断して組織や人、行政や業界を
繋ぎ、新しい仕組みからつくります。ライゾマティクス・アーキテク
チャーは、パノラマティクスとしてさらなる高みを目指します。

今後、大きな規模で社会を良い方向に動かすモノやコトのデザインを
続けていくためには、俯瞰的な視点でこれまで繋がらなかった領域を
横断して組織や人を繋ぎ、仕組みから考えつくることが重要です。パ
ノラマティクスという組織にライゾマティクス・アーキテクチャーの
哲学・活動を移行し、ライゾマティクスとフロウプラトウと共にさら
に大きなアクションを起こしていきます。

俯瞰的な視点でこれまで繋がらなかった領域を横断し実行・
実装する

主宰

齋藤精一 | Seiichi Saito
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株式会社角川アスキー総合研究所

国内外の主要SNS
デジタルメディア広報力総研の分析・ネットワーク活用

総研が東大・NTTDATAと共同開発したTwitterトレンド
解析は人気TV番組でレギュラー化。AI白書等の著者の
有識者ネットワーク活用してノウハウ活用が強みです。

WEBメディア広報

出版社グループのクリエイティブ力を活かし
て地域情報誌、動画制作、WEB制作
キャンペーン制作を実施します

クリエイティブ制作及び
キャンペーン企画・運営力

エリア情報メディアでの広報・宣伝をはじめ
主要SNS媒体を選定・広告運用致します。

弊社グループは出版社として1945年に創業以来、「不易流行（＝常に新
しさを極め続けることで、いつまでも変わらない本質的なものが見えて
くる）」をモットーに、年間5,000点におよぶ新規刊行の書籍・雑誌を
ベースとする出版、映画、アニメ、ゲーム、およびUGC（User 
Generated Content）など、多彩なポートフォリオから成るIP（
Intellectual Property）を安定的に創出し、それらを世界に広く展開
することを中核とする「グローバル・メディアミックス」の推進を展開
しています。

出版社グループ

角川アスキー総合研究所

独自のTwitterトレンド解析システムで国内の
SNS口コミ情報のトレンドやユーザー属性・行
動動機を調査分析をして施策活用します。

YouTube
生放送

キャンペーン
イベント運営

メガコンテンツパブリッシャーである出版社・
KADOKAWAグループのBtoBを担うチームです。グルー
プの人気コンテンツを生み出す創作力や、メディア総研
である角川アスキー総研の知見を活かしたメディア広
報・デジタルプロモーションで、最大効果をご提案しま
す。
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森ビル株式会社（都市開発本部計画企画部メディア企画部）

【当部署の主な事業内容等】
 都市づくりの開発・営業支援に向けたコミュニケーションツールの
独自開発（VR・都市模型・3Dプリンタ造形・アニメーション・
映像・パノラマコンテンツ等の制作）

 行政・自治体等のまちづくり支援
 地方創生事業、シティプロモーション、文化・芸術関連事業

【会社概要】
「都市を創り、都市を育む」の理念のもと、都市再開発事業、不動産
賃貸・管理事業、文化・芸術・タウンマネジメント事業を手掛ける
総合ディベロッパー

麻布台ヒルズ虎ノ門ヒルズ
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株式会社MIERUNE

【当社の主な事業内容等】

 様々なニーズを実現できるフルオーダーメイドのGISを提供

 お客様のニーズに合わせたQGISコンサルティング

 QGISプラグイン開発・講習会の実施

 豊富なノウハウと経験に基づいたオリジナルサービスやプラグ
インを無償で公開

【会社概要】

MIERUNEは位置情報に関する

豊富な技術や実績を持つ

ソリューションカンパニーです

MapTiler MIERUNE BASE

WebGISQGIS

©MapTiler ©OpenStreetMap contributors
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令和2年度からスタートしたProject PLATEAUでは、当初は幅広い層への認知度向上を、令和4年度には「実装フェーズ」を
テーマに企業や開発者に向けたソリューション開発志向の情報発信を行ってきた。具体的には、Webサイトのリニューアル
による利便性や閲覧性向上、開発系イベント「PLATEAU NEXT」のプロモーション、開発者向けチュートリアルやハンズ
オン動画の充実等を行ってきた。その結果、民間企業や個人の開発者、大学等の様々なプレイヤーがPLATEAUのデータを
活用したプロダクトを発表するなど、PLATEAUの社会実装を着実に後押しする動きにつながっている。
令和5年度では、この動きがさらに加速し、民間主体のソリューション開発が深まっていくことが予想される。他方で、
PLATEAUに自ら参画しプロダクトを生み出している層には領域的な偏りもあり、PLATEAUのポテンシャルを最大限に発揮
するためのアプローチには改善の余地がある。
このため、令和5年度の情報発信業務では、これまでの情報発信業務の効果を総括し、PLATEAUのターゲット層をリサーチ
しながら改めてコンセプトやビジョンをアップデートし、VIマニュアルを更新する。これに基づき、情報発信及びコミュニ
ティ形成のための取組みを年間活動にプロットし、PR効果の最大化を目指す。

１．PLATEAU全体に対する業務の位置付け

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

● 情報発信

● コミュニティ形成

令和2年度のProject PLATEAUスタート以降、様々な情報発信施策の実施によりPLATEAUの認知度は確実に拡大し、多くの企業や開
発者がPLATEAUのオープンデータを活用したプロダクト開発を開始している。
このような動きをさらに加速していくためには、民間が主導するコミュニティにおいて熱意ある主体が集まり、情報交換、チームビ
ルド、開発ナレッジ共有、アイディエーション等が活発に行われることで、我が国全体の技術的なケイパビリティ強化や新規加入層
の拡大がなされていくことが重要となる。
このため、令和5年度のコミュニティ形成業務では、情報発信業務とも連携し、民間主体のPLATEAUコミュニティがさらに成熟・発
展・拡大していくためのイベント開催や開発ナレッジの共有、交流の場の創出等を行っていく。
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ID 大項目 小項目 概要 担当事業者

1-1 情報発信 VIマニュアルの更新 • 実装フェーズのさらなる推進のために、情報発信の現状分析及びターゲットの再定義、メッセージの明確化
を行う

• パノラマ
ティクス

1-2 PLATEAUウェブサイ
トの更新

• Project PLATEAUの取組みを発信するためのPLATEAUウェブサイト更新を行う（月2回程度を想定）

1-3 有識者インタビュー • Project PLATEAUの推進コンセプトを深めていくため、各界の有識者にインタビューを行い、その結果を
記事として発信する（5本程度を想定）

1-4 コンセプトムービー制作 • Project PLATEAUのコンセプトムービーをリニューアルする。

• PLATEAUが実装フェーズに入り、社会の様々な領域に現実的なインパクトをもたらしつつあること、それ
ゆえ多様なプレイヤーにさらなる参画を求めていることを伝える内容であるものとする（60秒程度を想定）

• FMX / 
パノラマ
ティクス

1-5 アート・ディレクション • コミュニティ形成のための各種イベントやProject PLATEAUが推進する各種プロジェクトに対する全般
的なアート・ディレクションを行う。この業務には、デザインアドバイス、ビジュアルアドバイス、情報発信アド
バイス、補助的なビジュアル制作が含まれる。

• また、別業務「まちづくりのDXの推進に向けた3D都市モデルの利用環境向上業務」が行う「ストーリーテリ
ング型WebGIS」制作と連携し、コンセプトメイキング、デザイン監修、ビジュアル提供等を行う

• パノラマ
ティクス

2．今年度の主要チャレンジ

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

※主要チャンレジをハイライト
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ID 大項目 小項目 概要 担当事業者

2-1 コミュニ
ティ形成

PLATEAU AWARD
の運営

• PLATEAUの開発コンテストであるPLATEAU AWARDを運営する（1回）。 • 角川アス
キー総合
研究所

2-2 PLATEAU Hack 
Challengeの運営

• PLATEAUのハッカソンであるPLATEAU Hack Challengeを運営する（2回）。

2-3 PLATEAU LTの運営 • PLATEAUのLTであるPLATEAU LTを運営する（オンライン・2回）。

2-4 PLATEAU Startup 
PITCHの運営

• PLATEAUのピッチイベントであるPLATEAU Startup PITCHを運営する（1回）。

2-5 開発チュートリアルの作
成・更新

• 3D都市モデルを活用した開発ナレッジの共有を図るため、開発チュートリアルを制作する（10本程度を想
定）。令和5年度の開発チュートリアルは、具体的なアプリケーション開発を見据えたハイレベルの内容とする。

2-6 ハンズオン動画の制作 • 開発チュートリアルの内容を効果的に発信していくため、実際に開発を行うハンズオン動画を制作する（5本
程度を想定）。

2-7 アクセラレーションプロ
グラムの運営

• PLATEAUが行う開発コンテストやハッカソン、LT等の各種イベントから生まれたアイディアやシーズをビジ
ネス化するための伴走支援プログラムを企画、運営する（5件程度を想定）。

2-8 QGISプラグイン設計・
開発・検査

• QGISについて、PLATEAUのデータハンドリングを容易にするプラグイン等を開発する。 • MIERU
NE

2．今年度の主要チャレンジ

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

※主要チャンレジをハイライト
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2．今年度の主要チャレンジ

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

※主要チャンレジをハイライト

ID 大項目 小項目 概要 担当事業者

3-1 地域コ
ミュニ
ティ形成

地域アイディアソ
ン・ワークショップ
の運営

• PLATEAUのすそ野拡大・普及促進を図るため、大学等と連携し、非エンジニア層へ向けたアイ
ディアソンやワークショップを運営する（2回程度を想定）。

• 角川アスキー
総合研究所

• MIERUNE

3-2 地域ハッカソン等へ
の支援

• 企業や地方自治体、技術者コミュニティ等が主催するハッカソンやコンテスト等のイベント
への技術提供、審査員派遣、メンター・コーチ派遣、データ提供等を行うことで、地域主体
の開発イベントにおけるPLATEAUの普及促進を図る（4～5回程度を想定）。

• 角川アスキー
総合研究所

3-3 地方公共団体向け
ネットワーキング促
進

• 地方公共団体のPLATEAU担当者やデジタル、DX、スマートシティ担当者等を対象に、関連技術
の紹介、相互の取組み状況の共有、課題や解決策の討議等を行うイベントを開催し、PLATEAU
への理解醸成や地方公共団体自治体間のネットワーキング促進を図る（1回）。

• 森ビル

3-4 業務報告書の作成等 • 上記（１）～（３）の検討プロセスにおいて取得された3D都市モデルの地域コミュニティ形

成をさらに推進するための技術的課題、企画運営の改善の必要性、今後の展望等についての
知見について業務報告書としてまとめること。

• 角川アスキー
総合研究所
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3．想定スケジュール

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

検討項目
業務工程

令和５年 令和６年
４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 情報発信

VIマニュアル更新 計画 ドキュメント化 →配布

情報発信（サイト更新） → → → → → → → → → → → →

有識者・実務者インタビューおよび対談 計画 識者調整 対談① 対談② 対談③ 対談④ 対談⑤

コンセプトムービー制作 企画 → → → → 撮影準備 撮影 編集 公開

アートディレクションおよびデザインアドバイス → → → → → → → → → → → →

PR業務・SNS支援 → → → → → → → → → → → →
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3．想定スケジュール

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

検討項目
業務工程

令和５年 令和６年
４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2 コミュニティ支援
PLATEAU AWARD #02 計画 → → 説明会 募集期間 → → 締切 審査 審査 表彰

PLATEAU Hack Challenge 2003 for
ルーキー 計画 募集開始 実施

PLATEAU Hack Challgente 2023 in 
Tokyo 計画 募集開始 実施

PLATEAU LT 04 計画 募集開始 実施

PLATEAU LT 05 計画 募集開始 実施

PLATEAU Kids Challenge 計画 募集開始 実施

PLATEAU Accelerator 計画 募集開始 報告会

PLATEAU StartUp Puitch #02 計画 募集開始 実施

開発チュートリアル 計画・調整 調整・執筆 → → 納品① 納品② 納品③ 納品④ 納品⑤

ハンズオン動画 計画・調整 調整 収録開始 納品① 納品② 納品③ 納品④ 納品⑤

QGISプラグイン設計・開発・検査 計画 設計 → → 開発 → → → 検査 → → →

3 業務報告書の作成等
報告書作成 作成
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3．想定スケジュール – ユースケース記事

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

※上記を元にアクセンチュアさんに調整をいただきます。
※今期は2024年3月22日までの契約となっております。実証結果記事、テクニカルリポート納品ご留意ください。
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3．想定スケジュール – イベント実施

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

※11月末を締切として、AWARD実施をいたします。多数のイベントも実施しますので、ぜひご参加いただければ幸いです。
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4. 参考 – QGISプラグイン設計・開発・検査

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

・QGIS（and GDAL）ではCityGMLをデータの欠損なく読み
込むことができない

・このため、LOD1の全ての主題属性を適切に取り込む
GeoPandasのGeoDataFrameに変換するためのライブラリ
（plageau2gdf）を作成する

・plateau2gdfを使用したQGISプラグインを作成し、
CityGMLをQGISのレイヤーとして取り込むことが出来るよう
にする

● 取組の概要
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4. 参考 – PLATEAU自治体交流会 in茅野

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

※国交省から参加自治体募集のご案内メールを送信します。
※申し込み方法等をご確認の上、ぜひお申し込みください。

自治体のPLATEAU担当者が対面で集まり、ユースケース事例の共有や意見交換
を通して、自治体におけるPLATEAU の活用方法を一緒に考えるイベント。
PLATEAUへの理解を深め、情報交換や技術相談が気軽にできるネットワークを
構築することがねらい。

● 取組の概要

対 象：自治体のPLATEAU担当者
日 程：10月4日（水）～6日（金）、2泊3日
場 所：長野県茅野市 ワークラボ八ヶ岳
定 員：15自治体30名（1自治体1～2名）
参加費：無料
内 容：PLATEAU関連技術の紹介／ユースケース事例紹介／

地域課題やPLATEAUを活用した解決策の討議／ネットワーキング／
参加申込期間：6月19日（月）～7月31日（月）
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ID 大項目 小項目 企画書（BOX内リンク） 担当事業者

2-1

コミュ
ニティ
形成

PLATEAU AWARDの運営 https://kkc.box.com/s/r1z1u6d8owmcjt4kmqu8pp6gdunduiq4 • 角川アス
キー総合
研究所2-2 PLATEAU Hack Challengeの運

営
外部リンク

2-3 PLATEAU LTの運営 調整中

2-4 PLATEAU Startup PITCHの運営 https://kkc.box.com/s/dv9m5bazkb5hp6eyvimeui4rm3p404sg

2-5 開発チュートリアルの作成・更新
https://kkc.box.com/s/1ufr7hxco96befjystze6ojcewvcmlte

2-6 ハンズオン動画の制作

2-7 アクセラレーションプログラムの運営 https://kkc.box.com/s/3jnynis6bg28cir1dp67pipxgorpfbyx

3-1
地域コ
ミュニ
ティ形
成

地域アイディアソン・ワークショップ
の運営

• 女子大コラボ： https://kkc.box.com/s/5gt272vh6xa9oahurw1276i3f6r15bor
• 東大/青学講義コラボ（外部リンク）：調整中
• Kids Challenge： https://kkc.box.com/s/upn8xaebnrzb7y7mvs75ww2o5y36x1kw
• みんキャプ（外部リンク）：調整中

3-2 地域ハッカソン等への支援 https://kkc.box.com/s/4vbcvrjyllpz545azqxgnpuqqtwsefso

3-3 地方公共団体向けネットワーキング促
進

https://kkc.box.com/s/8dxfy8csr0vy3gjptm2y2stdrkx7pmps
• 森ビル

4. 参考（各業務資料）

まちづくりのデジタルトランスフォーメーションの推進に向けたコミュニティ形成業務 | 第10回分科会

https://kkc.box.com/s/r1z1u6d8owmcjt4kmqu8pp6gdunduiq4
https://docs.google.com/document/d/19233-oxg9mJc9cnaPfR6OTNo7OebhQZGmj3DJaM6slE/edit%E2%80%8B
https://kkc.box.com/s/dv9m5bazkb5hp6eyvimeui4rm3p404sg
https://kkc.box.com/s/1ufr7hxco96befjystze6ojcewvcmlte
https://kkc.box.com/s/3jnynis6bg28cir1dp67pipxgorpfbyx
https://kkc.box.com/s/5gt272vh6xa9oahurw1276i3f6r15bor
https://docs.google.com/presentation/d/1kW9IN8KXSFvSQ9Ii05sK10LdznOAD3If/edit#slide=id.g22cb717aca0_0_2
https://kkc.box.com/s/upn8xaebnrzb7y7mvs75ww2o5y36x1kw
https://docs.google.com/presentation/d/1DEAUVlgx30vKk-P5hSezW63wvExJerXiEsXiXC4gjiQ/edit#slide=id.g13fcd8beab0_0_0%E2%80%8B
https://kkc.box.com/s/4vbcvrjyllpz545azqxgnpuqqtwsefso
https://kkc.box.com/s/8dxfy8csr0vy3gjptm2y2stdrkx7pmps
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



シナスタジア 有年亮博
Unity 清水啓太郎

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介 コミュニティ形成・利用環境改善
SDK開発
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第10回分科会
PLATEAU SDK開発

まちづくりのDXの推進に向けた3D都市モデルの利⽤環境改善業務
シナスタジア/ユニティ ･ テクノロジーズ ･ ジャパン共同提案体

シナスタジア：有年
ユニティ ･ テクノロジーズ ･ ジャパン：清水
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PLATEAU全体に対する業務の位置づけ
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株式会社シナスタジア

株式会社シナスタジア

会社紹介
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シナスタジアは東京大学発のITベンチャー企業で、自動運転車内でのエンタメサービス開発、

VR/ARコンテンツ開発・技術開発などを手掛けるテックカンパニーです。

名称

設立

資本金

所在地

事業内容

株式会社シナスタジア

2018年5月（2016年9月登記）

❶自動運転車内でのエンタメサービス開発

❷VR/ARコンテンツ制作・技術開発

❸3D都市モデルを活用した事業開発支援

400,000円

東京都品川区北品川1-12-10 ジャコムビル

会社概要
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有年 亮博
Aritoshi Akihiro

・ 東京大学理学部情報科学科卒業

・ 東京大学大学院情報理工学系研究科入学

コンピュータ科学専攻加藤研究室所属

・ 株式会社シナスタジア代表取締役就任（起業）

・ 東京大学大学院情報理工学系研究科休学

・ 東京大学大学院情報理工学系研究科自主退学。現在に至る

2017年

2018年

2019年

2022年

専門は位置情報技術。ロボットやVR/ARのための位置推定技術の開発に従事。

五感のデジタル化を通じて人々の生活を豊かにしたいという想いから崎山・高田と３人で株式会社シナスタジアを創業。

創業メンバー

CTO

崎山 和正

東京大学

理学部情報科学科 卒業

CCO

高田 一輝

東京大学大学院

学際情報学修士

CEO
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シナスタジアのコア技術・強み

高精度な

センシング技術
位置推定技術

新興・最先端分野

でのスピーディー

な開発力

ハード・ソフト一体

でのシステム開発

シナスタジアは情報科学を究めたメンバーで構成されるトップエンジニア集団です。

創業メンバー以外も東大・筑波大出身者をはじめ“異能”vation採択者など業界最高峰の開発人材を抱え、

既に得意とする領域のほかWeb3.0/NFTといった新興領域でも迅速な研究調査・新規開発が可能です。
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Products

RideVision

モビリティと走行空間のXR融合により、

あらゆる移動をエンターテイメントに

・移動する乗り物の中で体験可能なシナ

スタジアの独自XRシステム

・ハードウェア（HMDやセンサー）、ソフ

トウェア一体型

AR/メタバース空間と現実を

融合し、あらゆる体験を拡張する

・視聴はスマホ・タブレット・VR/ARゴー
グルなどあらゆるデバイスに対応

・コンテンツやターゲットの年齢などに
合わせて最適な手法を選択可能

WalkVision
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今年度の主要チャレンジ

最新仕様への対応、UI/UX改善、マテリアル編集機能の追加等を
行ったPLATEAU SDK2.0を開発する。
また、SDKのアドオンとして、レンダリング品質向上やGISアプ
リ、ARアプリなどの開発支援を行う一連のツールキットを開発
する。

JVとしてのPLATEAUへの貢献内容

● 標準製品仕様書3.0への対応
● UI/UX改善
● 機能追加
● チュートリアルの充実

Synesthesias Unity

● SDKを強化できるような各コアモジュールの開発
● 現在の開発者の課題をベースとした機能定義による、

開発円滑化への貢献
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PLATEAU SDK for Unityを開発・拡充することで、より多くの一般開発者・企業がPLATEAUを活用し
たアプリ・サービスを開発しやすくする。

プロジェクトのスコープ

事業の概要 事業イメージ

①PLATEAU SDK 2.0
令和4年度に開発・OSS提供されているPLATEAU SDK for Unity/Unreal 1.0の機能向

上・改修版

②PLATEAU Rendering ToolKit | ゲームエンジン向けレンダリング品質向上施策

ローカル及びストリーミングによりシーンに配置された3D都市モデル等の描画品質

を向上させるためのポストプロセスエフェクト機能を提供するToolKit
③PLATEAU Map ToolKit | ゲームエンジン向けGIS利用最適化施策

ゲームエンジンのレンダリング性能やシミュレーション機能、開発者向け機能を利

用し、3D都市モデル等のデータを用いたGISとしての空間解析、可視化、建築情報

との連携、地図アプリ開発等を行うためのToolKit
④PLATEAU AR ToolKit | ゲームエンジン向けARアプリケーション開発支援施策

ローカル及びストリーミングによりシーンに配置された3D都市モデルを用いたiOS
及びAndroidデバイス向けARアプリケーション開発を支援する機能を提供

⑤PLATEAU Sandbox ToolKit | ゲームエンジン向けアプリケーション開発支援施

策

ローカル及びストリーミングによりシーンに配置された3D都市モデルを用いたゲー

ム、シミュレータ、エンタープライズ向けアプリケーション、映像等の開発を総合

的に支援する機能を提供
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プロジェクトのスコープ｜仕様書抜粋

本件では前述の課題の解決を目的として、下記のような機能開発を行い、PLATEAU SDKの機能拡充を目指す。

① PLATEAU SDK 2.0 の開発

② ゲームエンジン向けレンダリング品質向上施策（ PLATEAU Rendering ToolKit)
③ ゲームエンジン向けGIS 利用最適化施策（ PLATEAU Map Toolkit)
④ ゲームエンジン向けAR アプリケーション開発支援施策（PLATEAU AR ToolKit)
⑤ ゲームエンジン向けアプリケーション開発支援施策（PLATEAU Sandbox ToolKit)
⑥ ゲームエンジン向けプロジェクトファイルの作成及び配布(PLATEAU Scenario Templates)
⑦ 情報発信業務との連携

⑧ 業務報告書の作成等

共通
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システムアーキテクチャ全体図

PLATEAU SDK 2.0

3D都市モデルのゲームエンジンへの
インポート、3Dファイル形式でのエ
クスポート、属性情報へのアクセス、
地物のフィルタリング・結合・分解

機能の提供

3D都市モデル

［CityGML形式］

3D都市モデル

［ゲームエンジン内データ］

GIS Maps

Cesium Maps

ベースマップ
［XYZタイル形式］

Sandbox ToolKit

3D都市モデルを用いたゲーム、シ
ミュレータ、エンタープライズ向
けアプリケーション、映像等の聞
発を総合的に支援する機能を提供

Rendering ToolKit

3D都市モデル等の描画品質を向上さ
せるためのポストプロセスエフェク

ト機能の提供 AR ToolKit

3D都市モデルを用いたiOS及び
Androidデバイス向けARアプリケ

ーション開発を支援する
機能を提供

Map ToolKit

3D都市モデル等のデータを用いた
GISとしての空間解析、

可視化、建築情報との連携、地図ア
プリ開発等を行うための機能を提供

＜凡例＞

データ

Synesthesias開発範囲

Unity開発範囲

ゲームエンジンへの
インポート

描画品質の向上

GISデータとの連携
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PLATEAU SDK 2.0の追加機能①

属性情報へのアクセシビリティ改善
● エディタ画面上でノーコードでの属性情報の表示
● 遅延の無い高速な属性情報へのアクセスAPI

テクスチャの結合機能
● 3D都市モデルのマテリアル数削減によるパフォー

マンスの向上

オブジェクトの結合・分割機能
● インポート済みの3D都市モデルについて、個別の

地物への分割・複数地物の結合機能を提供

エディタ画面での属性情報表示イメージ
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PLATEAU SDK 2.0の追加機能②

3D都市モデルのマテリアル改善機能
● テクスチャが提供されていない地物へのデフォルトの

マテリアルの付与
● 地形メッシュへの衛星写真の付与

衛星写真付与イメージ デフォルトマテリアルイメージ
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≈√

Unityについて
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UnityはPLATEAU SDK2.0をサポートする主に４つのtoolkitとサンプルシーンを提供

システムアーキテクチャ全体図

PLATEAU SDK 2.0

3D都市モデルのゲームエンジンへの
インポート、3Dファイル形式でのエ
クスポート、属性情報へのアクセス、
地物のフィルタリング・結合・分解

機能の提供

3D都市モデル

［CityGML形式］

3D都市モデル

［ゲームエンジン内データ］

GIS Maps

Cesium Maps

ベースマップ
［XYZタイル形式］

Sandbox ToolKit

3D都市モデルを用いたゲーム、シ
ミュレータ、エンタープライズ向
けアプリケーション、映像等の聞
発を総合的に支援する機能を提供

Rendering ToolKit

3D都市モデル等の描画品質を向上さ
せるためのポストプロセスエフェク

ト機能の提供 AR ToolKit

3D都市モデルを用いたiOS及び
Androidデバイス向けARアプリケ

ーション開発を支援する
機能を提供

Map ToolKit

3D都市モデル等のデータを用いた
GISとしての空間解析、

可視化、建築情報との連携、地図ア
プリ開発等を行うための機能を提供

＜凡例＞

データ

Synesthesias開発範囲

Unity開発範囲

ゲームエンジンへの
インポート

描画品質の向上

GISデータとの連携
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Rendering ToolKit  / SandBoxToolkit
Release1(7月予定)

Rendering Toolkit Sandbox Toolkit

PLATEAUの都市モデル・LODに適したグラフィックス向上処理を実

現。テクスチャの自動作成・高解像度化や、時候に合わせた環境光な
どの調節機能を実現することで開発者がより手軽にシミュレーション
を行えるような環境を提供する。

LOD1のテクスチャ自動生成イメージ

環境光シミュレーションイメージ

3D都市モデルを用いてゲームや映像などを直感的に開発できるように、

カメラや乗り物、人などの導線の設計、インタラクションのためのコ
ライダー設定などを簡易的に行えるような環境を実現する。
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Map Toolkit / AR Toolkit
Release2(10月予定)

Map Toolkit AR Toolkit

3D都市モデルを用いてモバイル向けARアプリケーションを直感的・
簡易的に開発できる環境の提供を目指しVPS・ARライブラリを活用し
たツールの提供を目指す。

参考：Immersalで3D都市モデルの空間認識ARを作成する

https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc14-2/

参考：Cesium for Unity の例

https://cesium.com/platform/cesium-for-unity/

3D都市モデルとBIMやGIS等の各種データを位置合わせして表示し、地図ア
プリ開発を行うための開発者向け機能を提供する。

https://www.mlit.go.jp/plateau/learning/tpc14-2/
https://cesium.com/platform/cesium-for-unity/


20

Release3(12月予定)

• 各ToolKitの利用シーン、使い方を伝えるためのサンプルプロジェクト

• 開発者フィードバックをベースとしたアップデート
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全体スケジュール
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E.O.F
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



Eukarya 馬場英道

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介 コミュニティ形成・利用環境改善
VIEW3.0/実証環境開発



2023/6/23

まちづくりの DX の推進に向けた実証環境構築業務

EukaryaJV株式会社ユーカリヤ
凸版印刷株式会社
株式会社Takram
Pacific Spatial Solutions株式会社
一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会
株式会社MIERUNE
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株式会社Eukarya

3億円の調達から始まった、

東大発研究開発型スタートアップ

「デジタルアーカイブ」「情報デザイン」「データビジュアライゼーシ

ョン」等の研究を行う、東京大学渡邉英徳研究室からスタート。

2019年には事業化に向けたクラウドファンディングで、当時の国

内最高額となる約3億円の調達を達成した。

タイムゾーンの異なる国際色豊かなメンバーで構成された多国籍

チーム。

会社紹介1
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Products

会社紹介2
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本事業の位置付け
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本事業の位置付け
PLATEAUデータを扱うための基盤となる環境整備として以下の業務を実施する

• UIUX向上のためのプロトタイプ開発とデザイン
• ヒートマップや作図、GoogleStreetViewとの連携など多彩な機能追加
• UX向上のためのパフォーマンスチューニング

①PLATEAU VIEW3.0
開発

• PLATEAU関連データ登録ワークフローの見直しとCMSの改修
• 標準製品仕様書最新版に準拠した品質検査及びデータ変換フローのアップデート
• データ登録・オープンデータ化等の技術支援、マネジメント業務

②PLATEAU VIEW2.0
運営

• PLATEAUデータをWebARで扱うにあたっての技術的課題のリサーチ及びPOC
• プロトタイプ版としてWebAR機能をVIEW3.0で公開③WebAR開発

• 新しい地図表現技法としてストーリーテリング型マップを開発し、PLATEAUデータを活用したフラグシップ的な
Websiteの構築を目指す

④ストーリーテリング
機能開発

• MapLibre GL JS、Mapbox GL JS、deck.gl等の地図エンジンを調査し、PLATEAUデータの利用に際しての
Cesium以外の選択肢を検討する⑤WebGIS調査
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プロトタイプイメージ

今年度のチャレンジ：①PLATEAU VIEW3.0開発

今年度のチャレンジ

• UIUX向上のためのプロトタイプ開発とデザイン

• 新機能開発（ヒートマップ表示、作図機能、

GoogleStreetViewとの連携、町丁・字レベルの境界表示、タ

イムラインUIの改修、データ検索性の向上、レンダリング品

質の向上など）

• パフォーマンス向上

昨年度の課題

• 1.1と比較してVIEW自体に機能追加はあまりなく、

VIEWユーザーに対して新たな価値を提供できなかった
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今年度のチャレンジ：②PLATEAU VIEW2.0運営

今年度のチャレンジ

• PLATEAU関連データ登録ワークフローの見直しとCMSの改修

• 標準製品仕様書最新版に準拠した品質検査及びデータ変換フ

ローのアップデート

• 品質検査及びデータ変換フロー自体の見直しによる時間効率

化

• データ登録・オープンデータ化等の技術支援、マネジメント業務

昨年度の課題

• 品質検査やデータ変換等に時間がかかり、VIEWへの反映

に時間がかかった

• スプレットシートやSlackなど様々なツールが乱立し、データ

登録のフローが複雑化していた
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調査対象として検証中のSDK等

今年度のチャレンジ：③WebAR開発

今年度のチャレンジ

• PLATEAUデータをWebAR（ブラウザ上で動作するAR）で扱う

にあたっての技術的課題のリサーチ及びプロトタイプの開発

• プロトタイプ版としてWebAR機能をVIEW3.0で公開

背景課題

• PLATEAU VIEWでもこれまで様々なデータ表現の方法を提

供してきたが、ARのように全く新しいインターフェースの提供

ができなかった

• ネイティブARだとインストールなど利用までの障壁が高い
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先行事例

今年度のチャレンジ：④ストーリーテリング機能開発

今年度のチャレンジ

• ストーリーテリング型マップの先行事例を調査し、表現技法やそ

れらに適した地図エンジン活用事例をリサーチする

• 実際にPLATEAUをテーマにストーリーテリング型マップを制作

し、PLATEAUデータを活用した新たな空間情報の表現技法を

発信する

背景課題

• PLATEAU VIEWでは時系列データや簡易的なストーリー機

能などを通して様々な空間情報の表現方法を提供してきた

が、よりインパクトのある表現ができなかった
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今年度のチャレンジ：⑤WebGIS調査

今年度のチャレンジ

• 世界中で利用されている地図エンジンを網羅的にリサーチ

• MapLibre GL JS、Mapbox GL JS、deck.glなど特に主要な地

図エンジンにおいて、PLATEAUデータを利用する上での技術

的課題や新たにできることをプロトタイプ開発を通して検証

背景課題

• PLATEAU VIEWでは内部的にCesiumを利用しており、実

質Web上でのPLATEAUデータの利用ではCesium一択な

状況であった
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想定スケジュール：①PLATEAU VIEW3.0開発
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想定スケジュール：②PLATEAU VIEW2.0運営
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想定スケジュール： ③WebAR開発
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想定スケジュール：④ストーリーテリング機能開発
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想定スケジュール： ⑤WebGIS調査
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



アクセンチュア 増田暁仁

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

個別プロジェクト紹介 コミュニティ形成・利用環境改善
ユースケース開発



Project PLATEAU

Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜4. ユースケース開発

第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会
2023/06/23



地域の社会実装ユースケースのベストプラクティス開発

プロジェクト・ディレクション

国土交通省都市局 PLATEAU PT
エコシステム構築

データ整備の高度化・効率化 オープン・イノベーション創出

都市空間情報デジタル基盤
構築支援事業（PLATEAU補助金）

情報発信/コミュニティ形成

PLATEAU VIEW3.0開発

PLATEAU SDK2.0開発

地域コミュニティ形成

標準仕様の拡張

LOD2自動生成ツール開発

データ作成実証

高精度デジタルツイン構築システム

不動産IDマッチングシステム

国際展開

先進的なユースケース開発（20件程度）

地域のデジタル・ケイパビリティ向上

都市計画・まちづくり

防災・防犯

環境・エネルギー

地域活性化・観光・コンテンツ

モビリティ・ロボティクス

インフラ管理

1

WebGISエンジン等研究

空間ID/BIM連携調査

FY2023 Project PLATEAU

プロジェクトの全体像：2023年度のテーマと取組み

エコシステム構築のための戦略策定
等

国際展開のための調査等

3D都市モデルに最適なWebGISエン
ジン開発に関する調査等

3D都市モデルのデジタルツイン実装モデル

としての価値を向上させるための調査、開
発、実証等

官民の多様な領域で3D都市モデルを用い

たソリューションを実装するための調査、
開発、実証等

オープンデータの価値を引き出し、官民の
様々な主体を巻き込んだイノベーションを
創出するための調査、開発、実証等

地方公共団体のイニシアティブによる3D都
市モデルの整備・活用・オープンデータ化
の推進

参画団体：48団体

新規整備60/更新拡充39

ユースケース開発104都市

参考

マッチング支援

マテリアルの充実

※今後変更される可能性があります。
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Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜4. ユースケース開発
プロジェクトスコープ

ユースケース開発の
取りまとめ

ユースケース開発
マネジメント

1) 各ユースケース開発プロジェクトの成果を技術資料として取りまとめる。技術資料には、開発段階で作成した各ドキュメントの要素を
含める

2) 各ユースケース開発プロジェクトのサービス開発に関する課題や今後の展望について考察する。（中略）取りまとめた結果は、別業務
「まちづくりのDXの推進に向けた3D都市モデルのエコシステム構築等業務」と連携し、「3D都市モデル導入のためのガイドブック」シリー
ズに反映する

1) 実施計画書、要件定義書、基本設計書、実証計画書等のプロジェクト・マネジメントに必要なドキュメンテーションの支援。
ただし、各ドキュメントは必要に応じ統合及び整理可能とする

2) ドキュメンテーション及び開発の進捗管理
3) プロジェクト進捗の都市局への定期的な報告
4) 各プロジェクト間の連携やトラブル事案等の情報共有
5) 開発、事業化、マネタイズ、販路確立等の観点からの各プロジェクト受託事業者へのコンサルティング、コーディネート、アドバイス

情報発信業務との
連携

業務報告書の
作成等

1) 別業務「まちづくりのDXの推進に向けた3D都市モデルのコミュニティ形成業務」と連携し、ユースケース開発等についての記事執筆、
チュートリアル作成、イベント協力等の情報発信を行う

1) 上記(1)~(3)の検討プロセスにおいて取得された3D都市モデルのユースケース開発のための制度的課題、技術的課題、運営の改
善の必要性、今後の展望等についての知見を業務報告書としてまとめること

1

2

3

4
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Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜4. ユースケース開発
プロジェクト全体像

管理ID 案件名 事業者名 実証エリアカテゴリ
uc-01
uc-02
uc-03
uc-04
uc-05
uc-06
uc-07
uc-08
uc-09
uc-10
uc-11
uc-12
uc-13
uc-14
uc-16

SARを用いた浸水被害把握
精緻な土砂災害シミュレーション等
損害保険支払い作業の迅速化等
地下埋設物データを活用した都市開発DX等
地下街データを活用したナビゲーションシステム等
開発許可のDX等
都市構造シミュレーション等
XR技術を活用した住民参加型まちづくり等
タンジブルインターフェースを活用した住民参加型まちづくり等
エリマネ支援ツール等
ストーリーテリング型GISを用いたエリアマネジメントの高度化等
ゲーミフィケーションの手法を用いたまちづくり検討手法の開発等
下水熱利用促進UC
市民協働による樹木データベース作成等
デジタルツインを活用したXRコンテンツ開発プラットフォーム等

FCC/Euk
KKE/WSC

MRN
NTTi
JRC
AAS
IBS
HLI
IL

AAS
JRE/EUK

PNA
PSC

THL/PSS
MB/SDI

福岡県大牟田市
岡山県備前市
佐賀県武雄市
東京都（大丸有、高輪）
東京都（大丸有、高輪）
長野県茅野市
栃木県宇都宮市、宮城県仙台市（調整中）
東京都八王子市、広島県広島市
神奈川県横浜市
広島県広島市
東京都港区（高輪）
茨城県鉾田市
兵庫県姫路市
宮城県仙台市（榴岡公園）
東京都港区（虎ノ門）

dt-05 デジタルツイン構築に向けた３D都市モデルとBIMモデルの連携に関する実証調査研究 SYN/TAISEI 東京都新宿区

dt-03
dt-04

不動産IDマッチングシステムの開発実証業務
高精度デジタルツイン構築実証業務

AIGID/IL
SPD

全国49都市
東京都新宿区

防災
防犯

都市計画
まちづくり

環境
エネルギー
地域活性化
観光・コンテンツ

uc-17
uc-18

屋内外の水平及び垂直移動を可能とする自律運航モビリティシステムの開発等
3D都市モデルに最適化したVPSの開発等

TAK/SEN/ADAW
TPN/HLI/PT

大阪府堺市(調整中)、大阪市、神奈川県横浜市
静岡県沼津市

uc-20
uc-21
uc-22

ドローンを用いたインフラ管理システムの開発等
公園管理DX
都市高速道路管理の効率化等

TRJ
PSS/KKC

ACC/LB/DL

新潟県上越市
新潟県長岡市（国営越後丘陵公園）
東京都/首都高速道路（C1）

モビリティ
ロボティクス

インフラ管理

データ整備の
高度化・
効率化

uc-23 3D都市モデルを活用したメタバース体験の構築等に関する基礎調査 NEO/JPG 静岡県沼津市
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５つの確認イベントと2回の対外情報発信をマイルストンとし、現在は要件定義を最終化中

Ⅲ. 個別プロジェクト紹介｜4. ユースケース開発
マイルストン（現時点版）

②実施計画
確認会（予備）

③要件定義
確認会

④実証計画
確認会 ⑥技術資料提出⑤実証立ち合い①キックオフ/

実施計画確認会

⑦対外情報発信1st（5月～6月） ⑧対外情報発信2nd（1月～2月）

目的

確認
ポイント

時期 ～4.28 5～6月 6～8月 12～2月8～11月

• 業務スコープの合意 • 要件定義書の合意 • 実証計画書の合意
• 開発システムのプロ
トタイプ確認

• 技術資料の提出• 完成したシステムの
確認

• 実証実験の視察・
参加

4.10w～

• 業務スコープの合意

• 本実証実験の5W1H
が定義できているか

• 業務スコープを満たす
要件定義となっている
か

• 業務スコープを達成可
能な実証計画が策定
できているか

• 開発システムがスコー
プ・要件定義を満たし
ているか

• 閲覧者が本実証を再
現できるレベルで記載
ができているか

• 実証実験を通して得ら
れた知見・示唆を記載
できているか

• 業務スコープ・要件定
義を満たしたシステムが
完成しているか

• 実証計画書を踏まえた
実証実験が遂行できて
いるか

• 本実証実験の5W1H
が定義できているか

必要
資料

技術資料
（技術検証レポート）

（システムデモ、
実証経過報告）実証計画書要件定義書実施計画書実施計画書

本日(6/23)
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以下、参考資料



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 6

人工衛星観測データを用いた浸水被害把握等
株式会社福山コンサルタント、株式会社Eukarya

UC
23-01

対象地域 福岡県大牟田市

解決すべき
社会課題

• 被災者の生活再建に必須となる罹災証明書の発行にはスピード感が求め
られるものの被災地では発行に従事するリソース確保が困難である。

創出価値

• 建物浸水深の自動取得から罹災証明書が必要となる建物情報を取得・提
供することで、罹災証明書発行手続きの迅速化を実現し、災害復旧期に
おける被災者支援を早期に実現する。

• 人工衛星観測データの高度な分析を実現する開発環境を提供することで、
各種分野での人工衛星観測データの活用が拡大する。

ユースケース
概要

• 人工衛星観測データ活用と高度分析環境を実現する。
- 洪水発生時の浸水範囲解析ソリューションの開発および高度分析が実
現するPython Moduleでの開発環境を提供する。

• 被災家屋の自動抽出機能を開発する。
- 罹災証明の早期発効に資する被災（水没）家屋の自動抽出ソリューショ
ンを確立する。

実証仮説

• 人工衛星観測データと3D都市モデルを組合せた建物浸水深の自動取得
ソリューションによって罹災証明発行の迅速化を図ることで、災害復旧期
の罹災証明発行に労力低減が実現により被災者支援に注力できる。

検証ポイント
• 罹災証明書発行の迅速化（時間短縮・人員減など）
• 第二次調査への引き渡しを含めた罹災証明書発行業務への適用可能性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

防災・防犯 衛星 洪水

報告書作成

システム開発

実証

人工衛星観測データ

実施
計画

要件定義

PyTorch OpenCV
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精緻な土砂災害シミュレーション等
株式会社ウエスコ、株式会社構造計画研究所

UC
23-02

対象地域 岡山県備前市

解決すべき
社会課題

• 現在運用されている土砂災害警戒区域等のハザード情報は、力学的に地
形から推定される最大範囲を網羅するものとなっている。しかし地域に
よっては居住エリアの大半が警戒区域等に指定される状況となっており、
警戒区域等を前提とした避難場所の選定が難しい。

創出価値
• 土石流の氾濫範囲において比較的リスクが低い地点等を工学的根拠に基
づいて示すことで、行政による避難場所の選定プロセスで土砂災害時の
生存率を高めるための意思決定を支援する。

ユースケース
概要

• 3D都市モデルを用いて家屋の倒壊過程を考慮した高度な土石流シミュ
レーションにより、土砂災害警戒区域内のリスク分布を表現する。

実証仮説

• 家屋の配置状況が三次元的に再現された3D都市モデルを用いることで、
家屋の影響を考慮した土石流シミュレーションが実施可能となる。

• 3D都市モデルの持つ三次元形状、用途、構造、建築年等の情報を考慮し
家屋の倒壊/非倒壊を判定するロジックを土石流シミュレータに組み入れ
ることで、より実態に即した土石流の氾濫範囲の予測が可能となる。

検証ポイント

• リスク分布情報の有用性
- リスクの低い避難経路、避難場所等を判断するためのインプット

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

防災・防犯 土砂災害 シミュレーション

土石流シミュレータ(iRIC)によるSim結果イメージ

報告書作成

システム開発 実証
実施
計画

要件定義

CesiumJS QGIS
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損害保険支払い作業の迅速化等
東京海上日動火災保険株式会社

UC
23-03

対象地域 佐賀県武雄市

解決すべき
社会課題

• 昨今、水災や土砂災害による被害が多発している中で、生活再建におい
て重要な役割を果たす保険金について、現在建物1件ごとに現地での立
会調査を行っており、支払いまでに時間がかかるケースが発生している。

• 保険会社として調査リソースに限りがあり保険業界の課題となっている
ことから効率化・迅速化が求められている。

創出価値

• 被害エリアや被害額を可視化するシステムを活用することで、保険金支払
業務のうち、現地立会調査を要する家屋・災害対応に必要な要員・概算被
害額を効率的に把握し精緻に見積りが可能となることから工数の削減に
つながる。

ユースケース
概要

• ３D都市モデル（建物形状および属性情報）と被害状況（浸水深等）を使っ
て、建物ごとの被害状況・被害額をシミュレーションし、可視化するシステ
ムを開発する。

実証仮説

• 3D都市モデルを活用した被害状況・被害額シミュレーションを活用する
ことで、損害保険支払いスピードの迅速化および保険会社実務の作業時
間軽減に繋がる

• 平時に災害発生時の想定浸水範囲や想定経済被害等を予め把握するこ
とで、有事を想定した体制構築を行うことが可能となる

検証ポイント
• 過去の広域災害発生時の実績データとシミュレーション結果の整合性
• 可視化した想定被害状況に関する情報粒度の有意性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

防災・防犯 GIS シミュレーション 可視化

報告書作成システム開発 実証

実施
計画

要件定義

ダッシュボード

3D都市モデルを活用した
被害状況・被害額のシミュレーション

シミュレーション結果の調書出力
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地下埋設物データを活用した都市開発DX等
エヌ・ティ・ティ・インフラネット株式会社、株式会社日建設計、株式会社日建設計総合研究所

UC
23-0４

対象地域 東京都 大丸有エリア、品川エリア

解決すべき
社会課題

• 建設計画時に地下埋設物の存在状況を確認するために、埋設物事業者毎
に仕様が異なるバラバラの図面を統合する作業に多大なコストがかかっ
ている。

• 建設計画を各埋設物事業者に説明・確認を行う際に、2次元での説明と
なるため、設計内容が地下埋設物に与える影響について、わかりやすい
説明を行うことが難しい。

創出価値

• 地下埋設物の3D都市モデルは、複雑なインフラ設備の情報をわかりや
すくビジュアライズ可能であり、建築設計計画におけるBIMと統合するこ
とで、開発計画への影響を直感的に理解でき、様々な意見の保存と可視
化、ディスカッションの場の提供等を可能とする。

ユースケース
概要

• 3D都市モデル（地下埋設物）を効率的に作成し、BIMを組み合わせるこ
とで、建設計画時における埋設物照会および建設設計協議への効果検証
を実施する。

実証仮説

• 地下埋設物を3D都市モデルで表現することで、各埋設物事業者の情報
を合わせて計算ができる。また高精度な位置座標を付与することで、
BIMデータとの統合を可能とし、地上・地下構造の可視化を行うことで、
建設計画時における埋設物照会および建設設計協議の品質向上や業務
フロー改善が可能になる。

検証ポイント
• 建設設計の品質向上
• 建設設計の業務フロー改善

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

データ作成 エリマネ GIS エリマネ CesiumJS Unity PostGIS

データ受領

実証計画作成

3D都市モデル開発・システム開発

総合テスト・実証

業務報告書作成

要件定義
実施
計画

注：地下構造物の形状は想定

＜出典＞
日建設計都市DXフォーラム2022 IN九州
発表資料より抜粋

デジタルツイン
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対象地域 東京駅エリア、品川・高輪エリア

解決すべき
社会課題

• 従来、まちづくりや防災情報等は、各都市OSと地図情報基盤とで情報共
有されるが、駅に隣接する地下街の来街者や駅の鉄道利用者、駅に隣接
する都市開発エリアなどへの情報共有が困難であった。

創出価値

• 鉄道駅とそれに隣接する都市エリアの事業者が利用可能な三次元地図基
盤サービスを創出することでまちづくりのDXを推進する。

• 3D都市モデルを活用した3Dナビゲーションアプリサービスにより、鉄道
利用者、来街者へのシームレスな情報発信ツールを創出する。

ユースケース
概要

• 地下街モデルの標準仕様に基づく3D都市モデルを作成し、ビル所有者
が保有するBIMモデルを利用した建築物モデルLOD4、既存の3D都市
モデルを統合する三次元地図基盤を構築する。

• 構築した三次元地図基盤を利用した3Dナビゲーション機能、AR機能を
累計ダウンロード数22万を超える「東京ステーションナビ」上で展開し、
平常時／災害時の情報を発信する。

実証仮説
• ターミナル駅とその周辺のまちづくりエリアが共有可能な地上・地下及び
施設管理者境界がシームレスな三次元地図基盤と情報発信ツールを3D
都市モデルを活用し構築することで、まちづくりのDXを推進を支援する。

検証ポイント

• 鉄道、都市の地上地下空間をシームレスに接続する三次元都市モデルの
実現可能性、事業継続性

• 3D都市モデルを活用した3Dナビゲーションアプリ、AR機能の、2D地図
ナビゲーションアプリユーザに対するサービス成立可能性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

10

地下街データを活用したナビゲーションシステム等
JR東日本コンサルタンツ株式会社

UC
23-05

報告書作成
テスト・実証

システム開発

3D都市モデル開発

要件定義

実証計画作成

実施
計画

都市計画・
まちづくり

防災・防犯 地域活性化・観光 データ作成 エリマネ GIS AR/VR ArｃGIS PostGIS QGIS

IoT デジタルツイン
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開発許可のDX等
アジア航測株式会社

UC
23-06

対象地域 長野県茅野市

解決すべき
社会課題

• 開発許可手続きの審査項目は多岐にわたり、行政担当者は多くの知識を
求められるほか、申請に先立つ事前の相談対応が非常に多く負担となっ
ている。事業者においても相談先窓口が多く、自治体への現地訪問等の
負担が大きい手続きが発生している。

創出価値
• 開発許可に関連する各種情報を3D都市モデルに統合し、開発への適切
な指導を実施できるオンライン申請を導入することで、行政事務手続の
効率化が図れる。

ユースケース
概要

• 土地利用、都市計画、各種規制等の開発許可に関連する各種情報を3D
都市モデルに統合し、行政及び事業者の双方が利用可能な開発許可の適
地診断・申請システムを開発することにより、事業者の情報収集負担の軽
減、行政事務の効率化を図る。

実証仮説

• 道路データ（LOD2）を追加整備することで、道路に関する確認について
も自動化、オンライン化でき事業者の訪問・情報収集負担及び行政職員の
窓口対応負担を更に軽減することができる。

• 申請者が行政担当者とのチャット機能や申請書類に対する指摘・コメント
を共有できる機能を拡充することにより、行政事務のオンライン完結率
を高めることができる。

検証ポイント
• 事業者視点での申請負担軽減の有用性及びシステムの操作性
• 行政職員視点での対応効率化の実現性（オンライン完結率等）及びシステ
ムの操作性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

CesiumJS PostGIS TerriaJSGIS

実施
計画

要件定義

開発対象地の指定と概況診断

前面道路の判定と
道路幅員自動計測機能
（イメージ）

データ整備

システム開発

実証・検証
報告書作成

開発許可
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都市構造シミュレーション
一般財団法人計量計画研究所、国際航業株式会社

UC
23-07

対象地域 栃木県宇都宮市、宮城県仙台市（調整中）

解決すべき
社会課題

• 人々のウェルビーイング向上と持続可能な都市経営を実現するため、多
様な関係者でまちづくりのビジョンを共有する必要性が高まっている。一
方で、まちづくりの効果は見えづらく、関係者間で定量的な意義を共有
することが難しい。

• また、持続可能な都市経営に向けたシミュレーションを行うためには都市
構造把握のためのデータ整備等に大きなコストを伴う。

創出価値

• 3D都市モデルを活用した都市構造シミュレータを開発することで、ゾー
ニングや交通等の施策の影響を可視化し、まちづくり施策のより効果的
な検討の実現や関係者間でのビジョンの共有を促進する。

ユースケース
概要

• 昨年度の都市構造シミュレータへ、データ整備～シナリオ設定～シミュ
レーション～可視化までを簡便に実施可能なUIを開発・実装し、効果的
な施策の検討やビジョンを広く共有するためのツールとしての有用性を
検証する。

実証仮説

• 都市構造シミュレータを導入することで、効果的な施策の検討や将来ビ
ジョンのイメージ共有が可能となる。

• 地方公共団体やコンサルタント等で、まちづくりの定量的な影響をふまえ
た検討が実施しやすくなる。

検証ポイント

• 建物等の現状や変化の再現性及び結果の解釈性がある
• シミュレーションを通じ、施策への理解を深められる
• 関係部署や市民・民間事業者間の理解を促進できる
• 操作を直感的に理解でき、使いやすいUIが実現できる

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

シミュレーション ArcGIS QGIS

報告書作成システム開発 実証

実施計画 要件定義
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XR技術を活用した住民参加型まちづくり等
株式会社ホロラボ、株式会社日建設計、株式会社日建設計総合研究所

UC
23-0８

対象地域 東京都八王子市、広島県広島市

解決すべき
社会課題

• 大都市内部の大規模土地利用転換は、再開発事業者と地域住人が合意
形成した上で進めることが重要である。一方で、事業者・住人含めた様々
なステークホルダと透明性をもってやり取りしつつ計画を進めることが
難しいことが課題である。

創出価値
• 都市開発計画に関わる者と市民が広く議論できるような、情報共有基盤
を実現することで、より広い層に、直接的な新体験を実現して利用者の裾
野を広げる。

ユースケース
概要

• 昨年度に実証を行った3D都市モデルとXR技術を組み合わせた市民参
加支援ツールとワークショップを、より運用し易いものへと進化させる

• 商用化、全国展開のエコシステムの構築を目指す。

実証仮説

• 昨年度開発システムをシステム安定性やセキュリティ性能、ユーザビリ
ティの向上に加えワークショップを形式化することで、全国規模で展開可
能な商用化サービスを構築できる。

• 同エリアで本プラットフォームを利用しつづけることで、前回ワークショッ
プ成果が参加者間でわかりやすく共有され、より発展的な議論ができる
ようになる。

検証ポイント
• ユースケース有用性
• システムやツールのユーザビリティ
• ビジネスモデルとエコシステムの成立可否

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

エリマネ 市民参加 CesiumJS UnityAR/VRGIS

実施
計画

要件定義 システム開発

実証（八王子WS）

実証（広島WS）

企画

企画

報告書作成出典
【上図】XR技術を活用した市民参加型まちづくり（2022年度）
【下図】相生通りトランジットモール構想イメージ

カミハチキテル -HEART OF HIROSHIMA-HPより引用（https://kiteru.site/）

https://kiteru.site/
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タンジブルインターフェースを活用した住民参加型まちづくり等
インフォ・ラウンジ株式会社、サイバネットシステム株式会社、株式会社山手総合計画研究所

UC
23-0９

対象地域 神奈川県横浜市

解決すべき
社会課題

• アーバンプランニングやアーバンマネージメントではプランの検討、実行、
運用プロセスで地域住人が直接関与できる余地は少ない。

• 地域住人にもサービスを受ける側から、自ら行動を起こしていく側へと考
え方の変化が求められているが十分ではない。

創出価値

• ワークショップ手法やツールを導入することによって、市民参加が促進さ
れ、より納得感のあるまちづくりが可能となる。

• そして、本実証の成果をハード、システム、運用、それぞれの観点で実用性
を高め、実際のまちづくりの現場で活用してもらえるようにする。

ユースケース
概要

• 専門性を問わない「タンジブルインターフェース」を用い、現実の盤面上で
3D都市モデル等のオブジェクトを配置し、VR空間上で複数人で共有す
るシステムを開発し、市民参加型のワークショップ手法を実施する。

• また、デバイスの小型化やクラウドとの連携機能の実装することで、汎用
性・可搬性が向上させる

実証仮説

• 3D都市モデルを活用することで、専門知識のない一般市民にも再開発
計画の内容が容易かつ直感的に理解できるようになる。

• 自身や他人の出した情報が都市空間や地図上での表現ができることで共
通認識の構築が容易になり、アイデア発散・収束が起こりやすくなる。

検証ポイント

• WOW性：新たな参加者層の獲得と関心を高められる
• 説明性：直感的な情報提示により理解を深められる
• 透明性：市民の意見・アイデアを可視化できる
• 公民性：検討プロセスを3D都市上に可視化し、理解を促進できる
• 創造性：参加者の創造性を刺激し、アイデアの創出を支援できる
• 操作性：短い時間で操作を理解でき、使いやすいUIが実現できる

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

市民参加 Three.js AR.jsUnityAR/VR

計画

システム開発

3D都市モデル開発
実証（WS） 報告書作成

要件定義
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エリマネ支援ツール等
アジア航測株式会社、復建調査設計株式会社

UC
23-10

対象地域 広島県広島市(広島駅周辺)

解決すべき
社会課題

• エリマネ団体は、地域における安心・安全・快適な環境づくりや、地域の価
値向上を目的として活動している一方で、活動の継続性を担保するため
には、団体の認知度向上や、収益事業による運営資金の確保、団体に参
画する企業や個人のモチベーション向上等が課題となっている。

創出価値
• 団体メンバー間の円滑な情報共有や、外部に向けて効果的に活動内容を
発信するためのツールを提供し、エリマネ活動の継続性を担保する。

ユースケース
概要

• 前年度にエリマネ団体向けに開発した地域情報プラットフォームに、3D
ビューワとダッシュボードの同一画面化、外部配信、スマートフォンからの
情報登録等の機能拡張を追加開発することで、エリマネの活動に関する
情報の集約、可視化、外部配信等の支援を拡充させる。

実証仮説

• エリマネ活動や地域情報をスマートフォンから登録できる仕組みをつくる
ことで、エリマネ会員や地域住民からの効果的な情報収集が可能になり、
またエリマネ活動への参画が容易となる。

• エリマネ活動や地域情報を外部配信する機能を開発することで、エリマネ
活動の外部配信の強化ややエリマネ団体の認知度向上を実現できる。

検証ポイント

• エリマネ活動や地域情報等、様々なデータを取り扱えるシステム機能を開
発することによる、多様なエリマネ活動への有用性

• エリマネ活動履歴を3D都市モデル上に可視化することによる、関係者へ
の情報提供のわかりやすさ

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

エリマネ 市民参加地域活性化・観光 PostGISCesiumJS TerriaJS

実施
計画

要件定義 報告書作成システム開発
総合テスト・実証

システム改修

可視化 ダッシュボード
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ストーリーテリング型GISを用いたエリアマネジメントの高度化等
東日本旅客鉄道株式会社、一般社団法人高輪ゲートウェイエリアマネジメント、株式会社JR東日本建築設計、
株式会社Eukarya、株式会社パソナ、株式会社日立コンサルティング、一般社団法人UDCイニシアチブ

UC
23-11

対象地域 東京都港区 高輪ゲートウェイ駅周辺地域

解決すべき
社会課題

• 大規模開発を伴うまちづくりを円滑に推進するためには、まちびらき前
からのエリアマネジメント活動により近隣生活者と開発事業者の「プロア
クティブな共創関係」の構築が求められるが、容易に双方向なコミュニ
ケーションが取れる環境整備がなされていない。

創出価値
• まちびらき前から生活者と事業者のプロアクティブな共創関係を構築す
ることで、大規模開発を伴うまちづくりを、生活者を巻き込みながら円
滑に推進することができる。

ユースケース
概要

• 生活者と事業者が交流できるリビングラボを設置し、両者が協働してま
ちの魅力のコンテンツ化、発信、共有、等を実施できるストーリーテリング
機能を開発してGISに実装する。

実証仮説

• 生活者と事業者が交流できるリビングラボの設置により、実際のまちび
らきに先行してバーチャル空間を用いたエリアマネジメント活動が可能
になる

• リビングラボ活動においてノーコードでコンテンツ制作が可能なストー
リーテリング型GISを活用することで、ノンエンジニアを含む生活者と事
業者がプロアクティブにコミュニケーションできる

検証ポイント
• 収集したコンテンツ素材の3D都市モデル上での配置効率性・活用可能性
• 事業者・生活者にとってのストーリーテリング機能の操作性
• ストーリーテリング機能を活用することによる議論・アイディアの発展性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

エリマネ 市民参加 CesiumJSGIS

実施
計画

機能開発

実証
①

報告書作成

3D都市モデル開発

実証
②

「サイバー空間先行型」の
エリアマネジメント活動

としてワークショップ開催

まちびらき前から 生活者と事業者の「プロアクティブな共創関係」構築

総合
テス
ト

要件定義

可視化

ワークショップにて、
「ストーリーテリング型
機能を付加したGIS
によるコンテンツを

作成し、公開
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ゲーミフィケーションの手法を用いたまちづくり検討手法の開発等
パナソニックコネクト株式会社、パナソニック株式会社

UC
23-12

対象地域 茨城県鉾田市

解決すべき
社会課題

• 都市計画やまちづくりの分野における計画検討や市民を対象としたワー
クショップにおいては、分かりやすさや関心惹起の観点から3D技術を用
いるシーンが増えつつあるが、制作や応用には専門知識や高価なソフト
ウェアが必要であり、導入障壁がある。

創出価値
• 3D技術を用いたまちづくりの検討が安価かつ簡便におこなえることで、
関係者の意見やアイデアの創出や意志決定へ寄与できる。

ユースケース
概要

• 3D都市モデルを市販のシミュレーションゲームに取込み、まちづくりの
検討ツールとして利用する。

• 実際の整備計画において、市民がアイディアやビジョンを検討するプロセ
スを体験できるワークショップを行い、システムの有用性を検証する。

実証仮説

• まちづくり計画の検討において、より多くの具体的なアイデア創出が行え
活発な議論ができる。

• 具体的なイメージを持って議論することで実際の施策に活かしやすくな
る。

検証ポイント
• 従来手法と比較した、参加者イメージの具体的な表現のしやすさ
• ワークショップにおける、整備計画への意見の反映しやすさ

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施
計画

報告書作成WS企画・運営/実証システム開発

要件定義

• ３D都市モデルを用いてCities:Skylines内に既存都市を再現
• ゲーム内の都市で施策の検討を行い、具体的な整備計画への活用を図る

WSの様子 市庁舎跡地を公園に変更したイメージ

都市計画・
まちづくり

地域活性化・観光 市民参加 シミュレーション
ゲーミフィ
ケーション
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下水熱利用促進
株式会社パスコ

UC
23-13

対象地域 兵庫県姫路市ほか

解決すべき
社会課題

• 下水熱賦存量のポテンシャルを算定する手法なども開発されているが、
需要サイドである建築物の需要量と管路との位置関係やヒートポンプ等
の設備配置の可能性を加味したマッチング手法は存在せず、都市全体で
の下水熱利用には課題がある。

創出価値

• 多くの都市で下水熱を利用することで、輸送コストや対外リスクを低減す
ることができる。

• 開発するマッチングツールを利用することで、CO2削減効果を推定でき、
利用事例がまだ少ない下水熱利用が促進され、資源循環型社会の形成に
寄与することができる。

ユースケース
概要

• 3D都市モデルを活用し、下水熱のポテンシャル値算出および熱需要家
とのマッチング、下水熱導入によるライフサイクルコストおよびCO2を試
算するシステムを開発する。

実証仮説

• インプットデータを平面的な建物データから3D都市モデルを活用するこ
とで、より精緻な建物の熱需要量を推計する。

• 開発する下水熱の需要家マッチング手法により、自治体（公共施設）や民
間事業者（マンション、商業施設等）にて、下水熱導入コスト、CO2排出量
等を考慮した利用可能性の検討が可能となる。

検証ポイント

• 既存のポテンシャルマップと比較した際の妥当性
• 下水熱機器メーカー・想定ユーザー視点でのシステムの有用性
• 2件以上の地方公共団体におけるシステムの動作検証

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

環境・エネルギー ArcGIS

報告書作成

システム開発

実証

実施計画 要件定義

3D都市モデルより、熱需要量を算定

下水道データより、熱ポテンシャルを算定

需要家マッチングマップの作成

ライン：熱ポテンシャル 建物：熱需要 低（青）→高（赤）
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市民協働による樹木データベース作成等
東邦レオ株式会社、Pacific Spatial Soltions株式会社、株式会社バイオーム

UC
23-14

対象地域 宮城県仙台市

解決すべき
社会課題

• 人口減が進み、行政はインフラ設備に掛かる管理費用の更なる合理化と
地域活性化の両立が求められ、脱炭素社会の実現に向けて多様な施策が
求められており、また国際的に生物多様性保全の重要性が増している

創出価値

• 市民参画型のデータ収集とDX化によってシビックプライドの醸成と行政
管理業務を合理化を実現する

• 都市緑地のCO2吸収量や生息する生物相を把握することで、その環境
価値を多面的に評価する。

ユースケース
概要

• 市民協働で樹木等のデータ収集を行い、PLATEAU標準仕様書に準拠し
た3D樹木管理台帳を整備する。

• 環境価値定量化システムと連携させ、樹木の価値を定量的に評価する。

実証仮説

• 3D樹木管理台帳を整備することで公園管理業務を効率化できる。
• 公園樹木データ収集を市民協働で行うことで信頼可能な樹種判定・生物
相データをコストダウンしながら取得できる。

• みどりの環境価値の可視化による市民の環境意識が醸成できる。

検証ポイント

• 意識変化した自治体の公園管理者の割合
• 公園樹木データ収集における従来予算とのコスト比較
• AIによる樹種判定、生物相データ精度
• 意識変化した市民協働データ収集参加者の割合

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市計画・
まちづくり

市民参加データ作成 AI
ゲーミフィ
ケーション

PostGIS

実施
計画

要件
定義

開発・
改修

実証（調査）
実証（樹木台帳整備）

報告書作成

環境・エネルギー

樹木台帳と地図の連動（イメージ）

樹木管理システム（概念図）



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 20

デジタルツインを活用したXRコンテンツ開発プラットフォーム等
森ビル株式会社、Symmetry Dimensions Inc.

UC
23-16

対象地域 東京都港区 虎ノ門エリア

解決すべき
社会課題

• 建物内外を含む広域都市において、XRによるサービス・コンテンツ開発
を行うには、各事業者・開発者毎に適切なデータ取得・選択・前処理を行
う必要があるが実施ハードルが高い。

創出価値

• 複数の企業が利用可能な垂直情報を含む位置測位情報及び3D都市モデ
ルを利用可能にする開発者ツール/APIに加え、施設内に技術交流・実証
拠点を提供することで、開発者やプロクリエイターによるXRコンテンツ
開発を効率化する。

ユースケース
概要

• デバイスやIoTセンサによる位置測位情報を基に、当該位置に最適化さ
れたデジタルツインデータを配信するXRコンテンツ制作支援サービスを
開発する。

• 実証拠点にて開発した開発者ツールを用いたプロトタイピングイベントを
企画・運営する。

実証仮説

• 3D都市モデルを活用し、建物内も含む都市を舞台にしたXR用開発者
ツールおよび実証環境を構築することで、開発者が独自にデータ整備・ク
レンジングを行う必要がなくなり、XRコンテンツを効率的に開発するこ
とが可能となる。

検証ポイント
• 開発者ツールおよび実証環境を利用することによる開発効率化や、
新たなXRコンテンツの開発の創造性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域活性化・観光 市民参加 CesiumJSVPS TerriaJSUnityAR/VR

実施
計画

要件
定義

開発
（開発者向けツール）

開発
（デジタルツインビューワー）

実証
準備

実証
（イベント実施）

報告書作成

ⒸThe Boundary
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UC
23-23

AR/VR

対象地域 静岡県沼津市

解決すべき
社会課題

• メタバースのさらなる普及や利便性の向上のためには民間事業者が効率
よく利用できる利用環境改善が必須である

• 特に現実の都市をメタバースに再現するには現地の情報が必要であり、
撮影や建物・風景等のCG作成に係る工数が大きい

創出価値

• 3D都市モデルからメタバースに利用可能な3DCG空間を効率的に開発
するための手法を導出することで、安価かつ簡便に地域観光等に利用で
きるメタバース空間が構築できる

ユースケース
概要

• 3D都市モデルを活用したメタバース体験の構築を進めるために必要な
メタバース空間の構築技術や体験の提供技術に関する基礎調査を行う

• 3D都市モデルを活用し、コンシューマクオリティのメタバース空間が開
発できる方法論・要件を検討する

実証仮説

• 3D都市モデルを活用することで地域を主題としたメタバース空間に利
用できる3D空間が効率的に構築できる

• 3D都市モデルを活用することで現地撮影よりも開発の自由度や作業効
率が上がるため、本来の街の魅力を自由に設計、演出できる

検証ポイント
• LOD3.3を活用することによる3DCG空間の開発の効率性
• コンシューマクオリティとして活用可能な3DCG空間の品質基準

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月

基礎調査

実証調査計画・開発計画の作成

まちづくりのDXの推進に向けたユースケースに関わる調査業務【メタバース体験の構築等】
ANA NEO、JPGames

Unity地域活性化・観光 デジタルツイン
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屋内外の水平及び垂直移動を可能とする自律運航モビリティシステムの開発等
株式会社竹中工務店、株式会社センシンロボティクス、アダワープジャパン株式会社

UC
23-17

対象地域 大阪府堺市、大阪市

解決すべき
社会課題

• 都市部における建設工事では交通渋滞による搬送遅延が発生するため
ドローンや無人搬送車両（AGV）の活用が期待されるが、自己位置推定制
度の正確性や3Dマップのデータ精度・カバレッジ等の観点で課題がある。

• 特にラストワンマイル輸送の効率化には高層階への垂直移動及び、自律
運航オペレーションを管理するソフトウェア操作の難易度が高い。

創出価値

• 3D都市モデルとBIMデータ統合した地図データをマップとしたドローン
及び無人搬送車両(ＡＧＶ)の自立走行に加えて、屋内/外をシームレスに
利用可能な正確性が高く安全なモビリティサービスを実現する。

• また非エンジニアでも操作可能なGUIにより、専門知識のないエンドユー
ザーに対しても積極的な利用を促す。

ユースケース
概要

• ドローンは自己位置測位を補完するセンシングにより冗長化、非エンジニ
アでも操作できるUI開発を行い、有効性を検証する。

• 車両ではローカライズ頻度向上の観点から３D都市モデルから仮想
LiDARを用いて点群マップを生成する手法の改良を行い、都市特性およ
びLODに応じたローカライズ検証を行う。

実証仮説

• ドローンは、GNSS測位とLiDAR測位に加えて、ビジュアルイナーシャル
オドメトリによって自己位置測位を冗長化し、飛行精度の向上が図られる。

• 車両は、３D都市モデルの仮想空間内からより現実に近い点群データを
出力するアルゴリズムを構築することで、自己位置推定の精度を高める
ことができるようになる。

検証ポイント • 開発した手法、アルゴリズムを用いた高精度な運航の実現可能性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施
計画

システム開発

報告書作成3D都市モデル整備 運航実証

要件定義

モビリティ・
ロボティクス

自動運転 ドローン CesiumJS Unity ROS SLAM ROS2
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3D都市モデルに最適化したVPSの開発等
凸版印刷株式会社、株式会社ホロラボ、プレティア・テクノロジーズ株式会社

UC
23-18

対象地域 静岡県沼津市

解決すべき
社会課題

• 自己位置測定を実施するにはGPSを用いるとビルが立ち並ぶ都市部や、
屋内の精度低下、向きを測定が出来ない等の課題がある。

創出価値

• 3D都市モデルが整備されている地域であればどこでも簡易に自己位置
推定システムの活用が可能となり、自動運転の普及やモビリティを用い
た民間サービスの拡大を支えるインフラとして機能し、都市全体のエコシ
ステム構築に寄与することを目指す。

ユースケース
概要

• 3D都市モデルと光学カメラ画像を組み合わせたVPSの実装を行い、自
律運航車両やスマホでの利用を想定した位置測位システムを開発。モビ
リティ・ロボティクス分野における3D都市モデルの有用性を検証するこ
とを目的とする。

実証仮説

【車両】 昨年度作成したVPSに新たに別の自己位置推定プログラムを追加
することで、自己位置推定の精度と安定性を向上させる
【スマホ】 ３D都市モデルから自己位置推定用の空間マップを作成すること
で、ユーザが自ら地図を作成することなくAR体験ができるVPSを構築する

検証ポイント
• 3D都市モデルを活用したVPSの開発実現性
• モビリティ・ロボティクス分野、スマホ向けアプリにおける3D都市モデル
の有用性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総合テスト・実証

業務報告書の作成

検証用データ作成

システム・プログラム開発

要件定義
実施
計画

モビリティ・
ロボティクス

自動運転 AR/VR VPS SLAM ROS2
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ドローンを用いたインフラ管理システムの開発等
株式会社トラジェクトリー

UC
23-20

対象地域 新潟県上越市

解決すべき
社会課題

• 市街地のインフラ施設には私有地が近接しており、ドローンによる保守点
検作業において私有地に侵入しない精密な飛行が不可欠であるが、法令
遵守や安全担保が操縦者のスキルに依存するが故にドローン導入の障
壁となっている。

創出価値

• 3D都市モデルを活用し高精度な地理空間情報と鉄道等の動的リスクを
取り込むことで、ドローン操縦者のスキルに依存せずに人や車両が入り
づらい場所や高所の異物、倒木、土砂崩れ等の保守点検を行うシステム
を構築する。

ユースケース
概要

• 3D都市モデルと走行中の鉄道の位置情報を組み合わせ空間リスクの高
い場所を回避する安全な飛行ルートの自動生成アルゴリズムを開発する。

• 上記を使ったドローンによる、点検作業の省力化、効率化が可能なアプリ
ケーションを開発し、越後トキめき鉄道の協力のもと、有用性を検証する。

実証仮説

• 空間のリスクを回避するドローンの航路を自動生成することで、操縦者の
スキルに関わらず、市街地を安全に飛行可能とする。

• 現在目視で実施している保守点検業務の一部をドローンによる撮影に代
替することで、業務の作業省力化、効率化が可能である。

検証ポイント

• 走行中の鉄道における動的なリスクの算出、飛行可能エリアの管理可能
性

• 鉄道施設の3D都市モデルを元に保守点検用途で活用できる安全な飛行
ルートの自動生成可能性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

要件定義 システム開発

報告書作成3D都市モデル作成

実証実施計画

モビリティ・
ロボティクス

インフラ管理 シミュレーション ドローン CesiumJS
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公園管理DX等
国際航業株式会社、Pacific Spatial Solutions株式会社

UC
23-21

対象地域 新潟県長岡市

解決すべき
社会課題

• 公園管理DXの実現に向け、公園設備や植生等の標準的なデータ収集・管
理方法が確立されておらず、各公園の施設等情報の取得や横断的な把握
が難しい。

• 非効率的な維持保全活動や誤った情報や古い情報の取得により管理側
と現場の認識齟齬が生じやすく、EBPMが実践できていない。

創出価値

• 点検等業務に必要な公園施設の位置やボリューム等を３D都市モデルを
活用した公園管理システムで可視化することで施設の実態把握や管理方
針の伝達等、点検等業務から方針検討・計画立案までを効率化させる。

• 拡張属性をキーとするリレーショナルデータベースを構築することで公園
施設の管理類型や健全度判定等の情報共有を円滑化する。

ユースケース
概要

• 公園施設の点検等業務の効率化に資する新たなUXを提供し、公園イン
フラ管理における方針伝達、点検実績の記録等を効率的に実施できる。

• リレーショナルデータベースを構築し、長寿命化計画の指針に基づく管理
類型の別などを管理することで、点検及び計画立案・更新に有用である。

実証仮説

• 3D都市モデルを活用し、公園施設の位置、ボリュームを可視化すること、
また、公園施設の属性をリレーショナルデータベースで管理することで効
率的なインフラ管理を行うことができる。

検証ポイント

• 効率性：従来に比べ、作業時間や作業負荷がどの程度減少したか
• 即時性：緊急時の意思決定時間を短縮できるか
• 品質性：従来に比べ、ミスや手戻り、誤認の削減が期待できるか
• 操作性：使いやすいUIの実現、理解しやすい表現、説明ができるか

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ダッシュボード PostGIS QGIS

実施
計画実態調査
要件定義

プロトタイプ開発

プロトタイプ
検証

総合テスト・
実証

報告書作成
都市公園データ（３D）作成

インフラ管理

点検等実施事業者

点検アプリ 点検・管理アプリ

管理センター

管理アプリ

公園管理者

PLATEAU VIEW 

一般利用者等

施設固有のID設定、付与 ⇒ リレーショナルデータベースシステムの構築

※開発前のため、画像は参考です。

３D都市モデルを活用した公園管理システム（RDBMS）及び点検アプリの実証

3D・DB(CityGML)

クローズ

（公園施設管理・点検等アプリケーション）

施設名称

施設ID

管理類型

健全度

長寿命化計画DB点検記録台帳DB公園施設台帳DB

施設名称

施設ID

点検種別

点検日時

施設名称

施設ID

種別

設置年月

施設形状

施設ID

施設位置

測量年月

※開発前のため、画像は参考です。

公園施設の固有IDを共通キーとして情報のIN/OUT、３Dモデルの更新

※開発前のため、画像は参考です。

オープン

(PLATEAU)

データ作成 GIS 可視化
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都市高速道路管理の効率化等
朝日航洋株式会社、ローカスブルー株式会社

UC
23-22

対象地域 首都高速都心環状線（Ｃ１）=15km（内回り）

解決すべき
社会課題

• 道路インフラの老朽化問題は深刻で、いかに効率的に管理し保全してい
くかが社会的課題となっている。

創出価値

• 高品質・低コストな３D都市モデル（高速道路）生成を実現することで、道
路インフラ管理自体の低コスト化・効率化を推進する。
- 地図情報レベル500相当を確保可能な高密度3D点群データの利用と、
手作業によって高コストなモデル生成を、部材（橋脚・橋台・桁）などへ
の自動分類、またサーフェスモデルの自動生成技術を活用する。

ユースケース
概要

• PLATEAUの高架道路モデル整備にあたり、MMS等の測量によって取
得された高密度点群データを用いて、３D都市モデル（道路モデル及び橋
梁モデル）の生成をソフトウェアにより自動化できるかを検証する。
- 特に、部材の分類を行う「セグメンテーション」と３D都市モデルを生成
する「モデリング」の自動化に向けたソフトウェアを開発する。

実証仮説
• 取得した点群データから高速道路の部材分類とモデリングをおこなうア
ルゴリズムを開発・調整することで、高速道路の３D都市モデルを自動/
半自動的に生成することができる。

検証ポイント

• 取得した高架道路の3次元点群データを、製品仕様書に沿った分類する
アルゴリズムの精度

• 3次元点群データを基に、対象の地物毎に適したアルゴリズムを適用し、
高品質な３D都市モデルを自動生成するソフトウェアの開発実現性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

イメージ

アルゴリズム調整 報告書作成

3D都市モデル開発

点群/
調達 実証調査/分析

要件定義
実施
計画

インフラ管理 データ作成 交通 デジタルツイン
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3D都市モデルにおける不動産IDマッチングシステム開発実証業務
一般社団法人社会基盤情報流通推進協議会

DT
23-03

対象地域 全国49都市

解決すべき
社会課題

• 土地・建物データを活用する際に、同一物件か否かが住所・地番の表記ゆ
れによりわからない状態にあり、多様な主体が保有する不動産関連情報
の収集・名寄せが困難であり、利活用の障壁となっている。

創出価値

• 不動産IDと3D都市モデルに付与するマッチングシステムの開発により、
建物別にIDを付与することを実現し、行政や幅広い産業での不動産デー
タの活用が期待される。

ユースケース
概要

• 3D都市モデルに不動産IDを付与するマッチングシステムを開発し、マッ
チング精度を検証する。

• 利活用促進に向けた、3D都市モデルに不動産IDを付与可能な
WebAPIの開発と不動産IDを付与した3D都市モデルを
LinkedOpenData化し配信するシステムを開発する。

実証仮説

• 3D都市モデルと不動産登記情報が一意に紐付けられ、3D都市モデル
の幾何情報を介して他の建物情報への不動産IDの紐づけと
LinkedOpenData化により、3D都市モデルと不動産IDを起点に様々
なデータが接続でき、より広い分野で不動産データの活用できる。

検証ポイント

• 不動産IDと3D都市モデルとの紐づけによる建物の同一性
• 全国展開の可能性
• 不動産IDの他建物情報への展開の可能性
• LinkedOpenData化による利用範囲等の拡大可能性

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ID連携 PostGIS ジオコーディング
LinkedOpen

Data
RDF

実施
計画

報告書作成実証

要件定義 システム開発
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高精度デジタルツイン構築実証業務
株式会社スペースデータ

DT
23-04

対象地域 新宿エリア（開発スケジュールに余裕がある場合渋谷エリアも検討）

解決すべき
社会課題

• PLATEAUが提供する3D都市モデルは航空写真をベースに作成される
ため、コンシューマ向けのサービスで利用するにはテクスチャ解像度が不
足している。

創出価値
• PLATEAUから高精細なデジタルツインデータを生成することでメタ
バース・ゲーム・VRなどのコンシューマーサービスにも活用可用途が拡大
する

ユースケース
概要

• ３D都市モデル（建築物モデル及びそのテクスチャ、道路モデル等）を基礎
として取り込み、デジタルツインデータに変換・出力する

• また出力時にAIを活用して衛星写真等のウェブ上で利用可能なマテリア
ルにテクスチャ付与・ディティールアップ・地物の追加等を行う

実証仮説

• 3D都市モデルを機械学習モデルの教師データとして追加することで、
衛生写真で捉えきれないエリアの補完・学習し、より高精度なテクスチャ
でのデジタルツインデータの生成が可能となる

• 高精度デジタルツインの効率的な構築に向けて、オープンデータである
3D都市モデルを活用することで、スケーラビリティの担保が可能となる

検証ポイント

• 高精度デジタルツインデータの市場ポテンシャル
- FBX等のゲームエンジン向けデータフォーマット化したデータの配布や

UE5等のプロジェクトファイル型の配布によりユーザーニーズ・活用可
能性を把握

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実施
計画

報告書作成
要件
定義

実証調査
/分析

フィジビリティ
スタディ
仕様確定

PLATEAU連携
初期開発

プロトタイプ
開発・検証

テクスチャ最終化
UE5動作最終化

システム開発 / 
3D都市モデル開発

データ作成 AI デジタルツイン
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デジタルツイン構築に向けた３D都市モデルとBIMモデルの連携に関する実証調査研究
シナスタジア/大成建設コンソーシアム

対象地域 東京都 新宿区 西新宿

解決すべき
社会課題

• 3D都市モデルやBIMモデルは一部の専門家やプロジェクトで活用さ
れているが、実務レベルでは限定的な活用に留まっている。

創出価値

• BIMと3D都市モデル等の静的データとWi-Fi、気象などの動的データ
を空間IDにより統合したデジタルツイン・ソリューションの創出手法の
開発し、空間IDを用いた新たなビジネス機会を創出しデジタルツインの
社会実装を推進する。

ユースケース
概要

• デベロッパーなどまちづくりを担うプレイヤーへの普及を目指し、住民
説明会や不動産販売、賑わいイベントなどの場面で、都市を魅力的に分
かりやすく伝えることを想定したツールの開発と汎用化を目指す。

実証仮説

• フォトリアルなデジタルツインが都市の魅力を伝える上で効果的であり、
住民説明会など市民参画の促進や、不動産販売の場面で商品価値向上
につながる。

• 人流データ等とデジタルツインの連携により、まちづくり施策の効果や
効率性を評価・改善できる。

検証ポイント

• 従来の手法と比較して、プロセスの効率性や品質向上を評価する。
• 市民からのフィードバックの収集を通じて、デジタルツインの視覚的な

魅力がどのように受け入れられ、市民参画を促進するかを評価する。
ツールの商品価値について、満足度やニーズの変化を検証する。

開発
スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実証計画
詳細化

BIM
データ作成 報告書作成

調査/
調整

システム開発
システム
実証

都市計画・
まちづくり

Unreal Engine

DT
23-05
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



国土交通省 都市局 内山補佐

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

リーガル面の論点整理結果報告



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

3D都市モデルの法的論点

個人情報保護/知財関係の整理

- 個人情報保護、著作権、意匠権、商標権、不正競争防止の観点から法的論点
を関係省庁と整理し、その結果をガイドラインに掲載。

https://www.mlit.go.jp/plateau/libraries/handbooks/

1

https://www.mlit.go.jp/plateau/libraries/handbooks/
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



三菱総合研究所 林典之

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

自治体支援業務
補助金説明会ラップアップ



0

スマートシティ官民連携プラットフォーム
3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会

第10回分科会

補助金説明会ラップアップ

林 典之

2023年6月23日
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開催概要
■件 名 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業 説明会

■日程等 日時： 2023年6月20日（火）13～15時
方法： Web会議方式
参加者数： 約560（アクセスアカウント数）

■目 的 令和6年度以降、PLATEAU補助制度の活用を検討している地方公共団体に対し、
事業に関する情報提供や、質問・相談、意見交換の機会提供を行う。

■議事 1. Project PLATEAU、都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（補助事業）概要
2. 補助事業のサポート内容の紹介
3. 補助事業活用地方公共団体の取組み紹介
4. ユースケース事例の紹介
5. 質疑応答



2023/6/20

令和5年度 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業 説明会（第1回）

PLATEAU補助制度のサポート内容紹介

株式会社三菱総合研究所
林 典之
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令和4年度実績紹介 ①採択団体一覧
• 年度当初の採択団体数は36団体。このうち、23団体はR5年度も引き続き事業を継続。
• 約７割の団体は本補助制度において3D都市モデルを新たに整備。

団体名 所管部署
データ
ソース
整備※1

モデル
新規
整備

モデル
更新/
追加等

ユース
ケース

R5継続
実施

北海道室蘭市 ICT推進課 〇 〇
北海道更別村 企画政策課 〇 〇 〇 〇
青森県むつ市 都市計画課 〇 〇
岩手県盛岡市 都市計画課 〇 〇 〇
茨城県つくば市 スマートシティ戦略課 〇 〇 〇 〇
茨城県鉾田市 都市計画課 〇 〇
栃木県宇都宮市 都市計画課 〇 〇
埼玉県さいたま市 都市計画課 〇 〇 〇 〇
埼玉県戸田市 都市計画課 〇 〇
千葉県八千代市 都市計画課 〇 〇
東京都 広域調整課 〇 〇 〇 〇
神奈川県横須賀市 都市計画課 〇 〇 〇
新潟県新潟市 成長産業・イノベーション推進課 〇 〇 〇
長野県岡谷市 都市計画課 〇 〇
長野県佐久市 都市計画課 〇 〇 〇
岐阜県岐阜市 都市計画課 〇 〇 〇 〇
岐阜県美濃加茂市 都市計画課 〇 〇 〇 〇
静岡県 都市計画課・建設政策課 〇 〇 〇
※1 データソース整備には、航空写真撮影・基本図修正・基礎調査等の３D都市モデル作成の原典となるデータ作成を含む

団体名 所管部署
データ
ソース
整備※1

モデル
新規
整備

モデル
更新/
追加等

ユース
ケース

R5継続
実施

静岡県静岡市 都市計画課 〇 〇 〇
愛知県春日井市 都市政策課 〇 〇 〇 〇
愛知県日進市 都市計画課 〇 〇 〇 〇
三重県四日市市 都市計画課 〇 〇 〇
三重県熊野市 建設課 〇 〇
大阪府堺市 都市計画課 〇 〇
大阪府河内長野市 都市計画課 〇 〇 〇
大阪府柏原市 都市政策課 〇 〇
大阪府摂津市 都市計画課 〇
和歌山県和歌山市 都市計画課 〇 〇 〇
鳥取県境港市 下水道課 〇 〇 〇
広島県 都市計画課 〇 〇 〇
広島県三次市 都市建築課 〇 〇 〇
福岡県福岡市 都市計画課 〇 〇
福岡県うきは市 都市計画準備課 〇 〇 〇 〇
佐賀県武雄市 都市計画課 〇 〇 〇
長崎県佐世保市 都市政策課 〇 〇 〇 〇
熊本県玉名市 都市整備課 〇 〇

これらの団体のほか、香川県高松市は年度途中に採択されている。
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令和4年度実績紹介 ②取組事例集
• 令和4年度事業成果は「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助制度）取組事例集（2022年）」とし
てとりまとめ。採択団体を人口規模や予算規模・ユースケース分野等で分類した逆引き検索や採択団体の個別事例を紹介。

• 本取組事例集は「国土交通省 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助制度）ポータル」にて公開中。

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/plateau_hojo.html
PLATEAU補助制度ポータル：

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/content/001600721.pdf
PLATEAU補助制度取組事例集（2022年度） リンク：

国土交通省ウェブサイトトップの「政策情報・分野別
一覧」から「都市」をクリック
→画面左「主な施策」から「Project PLATEAU」を
クリック
→PLATEAU補助ポータル（左画像）が開く

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/plateau_hojo.html
https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/content/001600721.pdf


5

補助制度活用の主な流れ

③庁内調整

マッチング支援
イベント

国の主な
動向

地方公共
団体の
主な実施
事項

3D都市モデルの
整備・活用に
関する説明会

①企画・検討 ②内容具体化

概算要望調査
・ヒアリング

④申請・発注

本要望調査
・ヒアリング

 ３D都市モデルの活
用ユースケースの検
討・アイデア出し

 3D都市モデルの整
備・ユースケースに
必要なデータの検討

 データの有無や整備
年度の確認

 事業者と相談：工程、
必要なデータ、ユース
ケースのフィージビリ
ティ、見積取得 等

 本補助事業の要綱
確認

 概算要望調査の申
請準備

 庁内説明（担当
部内・関連部
内）

 財政ヒアリング

 首長説明

 交付申請

 業務発注資料
作成

 事業者選定

 業務委託契約

内示示達

⑤３D都市モデル
整備・活用・オープンデータ化

 実施計画策定・協議

 データ取得：３D都市モデル
整備のデータソース、ユース
ケースに必要なデータ

 ３D都市モデル整備

 ユースケース開発

 オープンデータ化：G空間情報
センター/独自のオープンデータ
サイト等

ヒアリング
・事業支援 納品

• 本事業に関心のある地方公共団体を把握するための概算要望調査及び本要望調査を実施。
• 企画の検討・具体化にあたり、各種イベント（説明会、マッチング支援イベント）を開催。

①6月 ②10月 ①7月 ②10月 ①6月 ②9月 12月～1月 3月 3月4月～

※実施時期等につきましては、今後変更の可能性がございます。
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補助制度を活用した事業の主なスケジュール

項目
1Q 2Q 3Q 4Q

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 各団体
実施計画書の作成

2 データ整備

3 ユースケース開発

4 オープンデータ化

5 成果取りまとめ

ヒアリング、資料修正

データ整備完了（10-11月まで）

ユースケース開発完了（12月まで）

ドキュメント作成完了（3月上旬まで）

★
データ納品（12月まで）

★
データ中間検査（8-9月）

実施計画書作成

G空間情報センターへの掲載（2月まで）データ譲渡手続きの準備

• 原則、単年度でデータの整備・ユースケース開発・オープンデータを行う。
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補助制度活用検討に関する支援メニュー紹介
• 補助制度活用に関する相談窓口として支援事務局を開設（通年）。
• 今後、随時関連情報の発信やドキュメント（庁内説明にご活用頂くための資料集や事例集）をご提供予定。

 補助制度活用にご関心のある地方公共
団体ご担当者様に向けて、相談窓口を開
設しております。

 ユースケースの企画立案、資料作成、事
業者紹介、最新技術動向紹介などの他、
「まずは概要を聞かせてほしい」といった内
容でも歓迎ですので、ぜひお気軽にご相談
ください。

【事務局お問い合わせ先】
株式会社三菱総合研究所（受託事業者）
林・坂井・村松・柴田
plateau_support@ml.mri.co.jp 
（TEL：03-6858-3697）

①支援事務局開設 ②情報発信 ③ドキュメントのご提供

 3D都市モデルにご関心のある地方公共
団体ご担当者の皆様に、 「3D都市モデ
ルの整備・活用促進に関する検討分科
会」及びそのメーリングリストを通じて
PLATEAUに関する情報をご提供いたし
ます。

 ご関心があれば下記連絡先にお問い合わ
せのうえ、分科会にご参加ください。

【分科会に関するお問い合わせ先】
国土交通省都市局
都市政策課
hqt-mlit-plateau@ki.mlit .go.jp
（TEL：03-5253-8411）

 地方公共団体ご担当者様が庁内説明資
料及びユースケース検討材料として活用
できる「事業支援マテリアル」を作成します。

 必要性や効果といった取組の意義、
大まかな金額規模を含む代表的な
ユースケース例を掲載

 9月に初版を配付、12月に更新版
を配付予定

 本年度末には、昨年度同様にR5年度補
助事業の取組事例集を作成し、ご提供し
ます。ユースケース検討にご活用ください。
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今後の主なイベント

目的 イベント名 内容 開催時期（予定含む）
要望調査 概算要望調査 本補助事業活用に関心のある地方公共団体向けの要望

調査。国土交通省より、ヒアリングを実施し、検討内容や検
討状況を確認。

①2023年6月12日～6月30日
②2023年9月頃

本要望調査 本補助事業活用の意向のある地方公共団体向けの要望
調査。提出書類に基づき審査のうえ、採択団体を決定。

2023年12月～2024年1月

検討支援 3D都市モデルの整備・活用
に関する説明会

本補助事業活用に関心のある地方公共団体向けの説明
会。Project PLATEAUの基礎、本補助事業の内容、地
方公共団体による実際の活用事例、民間企業との協業の
ポイント等を解説。

①2023年6月20日
②2023年10月頃

3D都市モデルマッチング支援
イベント

3D都市モデルの活用に関心のある地方公共団体と対応す
るサービス/技術を持つ事業者とのコネクションづくりのためのイ
ベント。事業者によるサービス紹介や事業者と登壇自治体の
意見交換等を実施。

①2023年7月19日、20日
②2023年10月頃

情報共有 スマートシティ官民連携
プラットフォーム 分科会

3D都市モデルの発展に向けた様々な論点を討議する他、
PLATEAU参画団体の事例共有や、3D都市モデルに関心
のある地方公共団体のニーズと民間企業のシーズのマッチン
グ支援等を実施。

※年度内4回程度の開催予定
①2023年6月23日

※実施時期等につきましては、今後変更の可能性がございます。

• 本事業に関心のある関心のある地方公共団体向けに、説明会（年度内2回）及びマッチング支援イベント（年度内2回）
を開催予定（いずれもオンライン）。
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アンケート調査へのご協力のお願い
今年度、3D都市モデルの整備・活用に関するアンケート調査を実施いたします。

ご協力を宜しくお願いいたします。

趣旨 地方公共団体の皆様に3D都市モデルの整備・活用に関するニーズや課題等を伺い、「Project PLATEAU」において、3D
都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を一層促進するための今後の取組検討に活用させていただきます。

調査内容

(1) 3D都市モデルの取組状況・関心・課題

(2) 3D都市モデルの内容理解促進

(3) 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助事業）の活用

(4) 地方公共団体として取り組んでいるデジタル政策について

(5) 3D都市モデルに関する庁内連携・情報収集について

発出 第1回概算要望調査と同時に地方整備局経由で発出

提出 第1回概算要望調査と同時に地方整備局経由で提出
※なお、概算要望調査を提出しない場合も本アンケートは提出いただけますと幸いです。

留意事項
個別の回答内容については、国土交通省都市局及び都市空間情報デジタル基盤構築支援事業事務局（受託者：三菱
総合研究所）からの情報提供やヒアリング依頼等に活用させていただく場合がございます。
また、回答団体が特定ができないように加工した集計結果等については「Project PLATEAU」に関する各種会議やドキュメ
ント等で公開させていただく場合がございます。
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お問い合わせ先

都市空間情報デジタル基盤構築支援事業
（PLATEAU補助制度）

支援事務局

受託者：株式会社三菱総合研究所
担当者：坂井、村松、柴田、林
メール ：plateau_support@mri.co.jp 
電 話 ：03-6858-3697（支援事務局共通）



2023/6/20

令和5年度 都市空間情報デジタル基盤構築支援事業 説明会（第1回）

ユースケース事例紹介

株式会社三菱総合研究所
林 典之
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ユースケース開発の取組み

国による技術開発、
ベスト・プラクティス創出、国際展開
• 国の取組みにより、民間利用の動向を踏まえた

PLATEAU標準仕様の拡張・改良や、自治体に
よる整備を促進するためのデータ整備手法効率
化のための技術開発を進める。

• 民間領域の先進技術や新たなアイディアを取り
込んだ3D都市モデルのユースケース開発を実
施。フィジビリティスタディや有用性検証を行い、
社会実装のためのベストプラクティスを創出する。

• PLATEAUの取組みによって蓄積された我が国の
CityGML標準、3D、GIS、XR、ウェブ開発など
の先端的な技術を活用し、国際展開を図る。

地域の社会実装
• 国が開発したナレッジを利用して地方公共団体が

3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を
実施し、データ・カバレッジの拡大やユースケースの社
会実装を推進。

• 国は地方公共団体の取組みを支援するため、財政
的及び技術的支援や、ニーズ・シーズマッチング機会
の提供、ノウハウやナレッジの共有等を進める。

オープン・イノベーションの創出
• 地方公共団体等がオープンデータとして提供する3D
都市モデルのデータや、国が公開するユースケース開
発のナレッジが活用され、新たなイノベーションが創出さ
れるための環境を整備する。

• 開発者がデータを利用しやすい環境を作るため、技術
資料の整備、開発者向けツールの開発、コミュニティ構
築等を実施。

PLATEAUの目指す３Ｄ都市モデルの整備・活用・オープンデータ化のエコシステム
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ベストプラクティスの分類
• 都市計画・まちづくり、防災・防犯、環境・エネルギー、交通・モビリティ等の多様な分野で活用事例（ユースケース）を創出。
• 成果のナレッジやソースをオープン化しており、補助事業等において活用が可能。

可視化

分類 特徴ユースケースの例

分析/
シミュレーション

• 様々なデータを重ね合わせて表
示し「わかりやすさ」や「説明力」
を向上させる。

• 庁内の施策検討の資料や住民
説明などに活用。

• 他のデータを組み合わせた分析
やシミュレーションにより新たな情
報を生み出す。

• 庁内の施策検討の資料や住民
説明などに活用。

• 災害リスク情報の可視化
• 防災まちづくりの検討
• 住民WS、避難訓練

• 都市構造の可視化
• 立地適正化計画の検討
• 開発計画の説明

• 庁内のデータを活用可能
• 基本パッケージ（建築物、道路、都
市計画決定情報、土地利用、災
害リスク情報、地形）から構築可能

• 比較的安価
• 災害リスクの分析
• 災害対策シミュレーション

• 太陽光発電ポテンシャルの推計
• 風・熱シミュレーション

• 垂直避難可能建物の抽出・
防災協定締結・各種計画策定

• 賑わい創出施策の検討・実施

• 地域脱炭素促進区域の設定、PV設置
支援策の実施/都市開発の適地判定

• 基地局配置計画の策定

• 都市局が提供するソフトウェアや技術資
料を利用可能

• 属性情報（建物用途等）を活用可能
• 拡張パッケージ（建築物LOD2-

LOD3）から構築可能
• 技術的な知見は確立済

https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/ユースケース紹介サイトリンク：

• まちづくりシミュレーション
• 人流シミュレーション

分野

都市計画/
まちづくり

防災/防犯

防災/防犯

都市計画/
まちづくり

環境/
エネルギー

交通/物流
/モビリティ

• モビリティデータ分析/シミュ
レーション

アプリケーション

• システムに組み込むことにより、
新たな機能を提供。

• 庁内の業務効率化や住民向け
サービスとして活用。

• 避難シミュレーションアプリ
（スマホ、XRなど）

• エリアマネジメント/地域活性化
/シビックテックアプリ

• 住民WS、避難訓練

• 賑わい創出、住民参加
• 庁内情報共有、横断的施策の検討

• 都市局が提供するソフトウェアや技術
資料を利用可能

• 地域の課題に応じた開発が可能
• 技術的な先進性が高い

• 行政DX • 行政事務の効率化、円滑化

地域活性
化/観光/ 
コンテンツ
住民参加

防災/防犯

都市計画/
まちづくり

• 交通施策の検討
• ドローン飛行ルートの検討

https://github.com/Project-PLATEAUPLATEAU Codeサイトリンク：
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ベストプラクティス例（分析/シミュレーション）

分
野

概
要

実
証
イ
メ
ー
ジ

災害廃棄物発生量シミュレーション
（パシフィックコンサルタンツ）

カーボンニュートラル施策推進支援システム
（アジア航測）

都市構造シミュレーション
(計量計画研究所、国際航業）

• 個別建築物の被害発生の有無に基づく
災害廃棄物発生量を推計。

• 都市全体での災害廃棄物発生量の把
握及び処理計画を検討。

防災/防犯 環境 / エネルギー 都市計画 /まちづくり

分
類 災害対策シミュレーション 太陽光発電ポテンシャルの推計 まちづくりシミュレーション

• 太陽光発電のポテンシャル推計及び反
射シミュレーションについて都市スケール
での推計や対象施設抽出を行うシステ
ムをオープンソースソフトウェアとして開発。

• コンパクトシティ等、短期的に成果が見え
にくいまちづくり施策が都市構造に与える
影響をわかりやすく可視化する都市構造
シミュレータを開発。

リ
ン
ク

PLATEAUサイト「災害廃棄物発生量シミュレーション」URL
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-010/

PLATEAUサイト「カーボンニュートラル推進支援システム」URL
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-013/

PLATEAUサイト「都市構造シミュレーション」URL
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-020/

PLATEAU Github「UC22-010-QGIS-DisasterWastePlugin」URL
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-010-QGIS-DisasterWastePlugin

PLATEAU Github「UC22-013-SolarPotential」URL
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-013-SolarPotential

PLATEAU Github「UC22-020-Urban-structure-simulation」URL
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-020-Urban-structure-simulation
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ベストプラクティス例（アプリケーション）

分
野

概
要

実
証
イ
メ
ー
ジ

徒歩及び車による
時系列水害避難行動シミュレーション

（ライテック）

XR技術を用いた
体感型アーバンプランニングツール

（インフォ・ラウンジ、サイバネットシステム）
開発許可のDX
（アジア航測）

• 災害発生時の時系列的な避難行動
ミュレーションシステムを開発。

• 住民一人ひとりの防災行動計画（マイ
タイムライン）の普及促進を目指す。

防災/防犯 地域活性化 / 住民参加 都市計画 /まちづくり

分
類 避難シミュレーションアプリ 地域活性化 / シビックテックアプリ 行政DX

• 3D都市モデルとXRを用いた直感的かつ
体感的なアーバンプランニングにおけるコ
ミュニケーションツールを開発し、市民参
加を促進。

• 土地利用、都市計画、各種規制等の
情報を3D都市モデルに統合。

• 対象エリアにおける開発行為の適地診
断・申請を行うシステムを開発。

リ
ン
ク

PLATEAUサイト「徒歩及び車による時系列水害避難行動シミュレーション」URL
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-039/

PLATEAUサイト「XR技術を用いた体感型アーバンプランニングツール」URL
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-035/

PLATEAUサイト「開発許可のDX」URL
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-012/

PLATEAU Github「UC22-012-development-permission」URL
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-012-development-permission

PLATEAU Github「UC22-039-evacuation-simulation-tools」URL
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-039-evacuation-simulation-tools

PLATEAU Github「UC22-035-AR-tagging-tool」URL
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-035-AR-tagging-tool
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ベストプラクティスの開発成果一覧
• R4年度の国直轄事業で開発したソフトウェアのうち下記については、GitHubでソースコード及びマニュアルを公開中。

https://github.com/Project-PLATEAUPLATEAU Codeサイトリンク： ※ 東京都23区 / 福島県郡山市 / 神奈川県横浜市 / 静岡県沼津市 / 静岡県掛川市 / 大阪府大阪市 / 大阪府豊中市 / 福岡県久留米市

UC No 地方公共団体 UCタイトル OSSの内容 UC開発事業者

UC22-003 東京都 容積率可視化シミュレータ 建築可能な建物の最大ボリュームを可視化するシステム (株)キャドセンター

UC22-007 8都市※ 3D都市モデルの更新優先度マップ メッシュ単位の更新優先度を出力するウェブシステム (株)パスコ

UC22-010 横浜市 災害廃棄物発生量シミュレーション 仮置場の割当て範囲の妥当性の検討を支援するQGIS向けのプラグイン パシフィックコンサルタンツ(株)

UC22-011 鉾田市 ゲーミフィケーションによる参加型まちづくり "Cities:Skylines"にインポートするMOD パナソニックシステムソリューションズジャパン(株)

UC22-012 茅野市 開発許可のDX 開発許可手続きの効率化を支援するシステム アジア航測(株)

UC22-013 加賀市 カーボンニュートラル施策推進支援システムの開発 太陽光発電ポテンシャル推計・反射シミュレーション及び対象施設・エリア
の適地判定を行うシステム

アジア航測(株)

UC22-018 鳥取市 地域防災支援プラグイン 防災情報を可視化するRe:Earthプラグイン エム・アール・アイリサーチアソシエイツ(株) / (株)Eukarya

UC22-020 宇都宮市 都市構造シミュレーション 将来時点の建築物の有無、用途、高さ、個人の居住地、ゾーンの地価
等をシミュレーションするシステム

(一財)計量計画研究所 / 国際航業(株)

UC22-023 新宿区 歩行者移動・回遊行動シミュレーション artisoc Cloudにおいて実行可能な、歩行者の回遊行動をシミュレーショ
ンするスクリプト

(株)構造計画研究所 / 大成建設(株)

UC22-024 川崎市・
大阪市

3D都市モデルとBIMを活用したモビリティ自律運行システム Rviz上でロボットに移動指示・方向転換指示などを与えるために必要な
機能を提供するプラグイン他

(株)竹中工務店 / (株)センシンロボティクス / 
アダワープジャパン(株) / (株)アルモ

UC22-027 朝来市 雪害対策支援ツール 風雪・融雪シミュレーションのOpenFOAMのソルバー (株)ウエスコ / (株)構造計画研究所

UC22-028 広島市 エリアマネジメント・ダッシュボードの構築 3D都市モデルビューワとダッシュボードを組み合わせた地域情報プラット
フォーム

復建調査設計(株) / アジア航測(株)

UC22-034 茂原市 河川整備効果の見える化 浸水範囲や人的リスク、経済リスクを可視化するRe:Earth用プラグイン (株)福山コンサルタント東京支社

UC22-035 横浜市 XR技術を用いた体感型アーバンプランニングツール 地物に対するコメントなどをARタグとして投稿できるwebアプリ インフォ・ラウンジ(株)

UC22-039 熊本市 徒歩及び車による時系列水害避難行動シミュレーション 避難行動をシミュレーションするシステム (株)ライテック

UC22-040 渋谷区 ウォーカブルな空間設計のためのスマート・プランニング 指定の範囲内にあるベクタレイヤを対象として効率的に地物数・属性の
集計を行うQGIS用プラグイン

パシフィックコンサルタンツ(株) / (株)フォーラムエイト

UC22-041 蓮田市 住民個人の避難行動立案支援ツール 避難ルート検索とタイムラインに連動する画像・時刻表示を行う
Re:Earth用プラグイン

(株)福山コンサルタント東京支社

UC22-045 松山市 景観まちづくりDX 景観計画策定等を支援するUnity向けツール (株)シナスタジア

https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-003-Volume-Shape-Generator
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-007-Update-Priority-Map
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-010-QGIS-DisasterWastePlugin
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-011-SkylinesPLATEAU
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-012-development-permission
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-013-SolarPotential
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-018-disaster-prevention-support
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-020-Urban-structure-simulation
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-023-Pedestrian-Simulation-Model-for-artisocCloud
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-024-Rviz-Mission-Create-Plugin
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-027-openfoam-snow-sim-tool
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-028-areamanagement-dashboard-tool
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-034-reearth-plugin-floodrisk-widget
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-035-AR-tagging-tool
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-039-evacuation-simulation-tools
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-040-QGIS-aggregate-plugin
https://github.com/Project-PLATEAU/UC22-041-reearth-plugin-routesearch-widget
https://github.com/Project-PLATEAU/PLATEAU-UC22-045-landscape-design-tool
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令和4年度のユースケース実装一覧
• 令和4年度は都市計画・まちづくり分野（オレンジ色）、防災・防犯分野（水色）が多く、複数のユースケースに取り組む団体もあった。
地方公共団体 UC名（年度記載は予定）

北海道室蘭市 3Dデータ活用した行政事務の効率化

北海道更別村
農業用ドローン飛行、ロボットトラクター利用促進
データ連携基盤のユーザーインターフェースとしての活用
情報センターでの活用

青森県むつ市
まちづくりにおける政策立案への3D都市モデル活用
災害リスクの可視化への3D都市モデル活用事業

岩手県盛岡市
3D都市モデルの情報発信
3D都市モデルを活用した内丸地区再整備等計画立案活用（R5)
3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化（R6)

茨城県つくば市 ３Dモデルを活用した医療MaaS
茨城県鉾田市 鉾田市3D都市モデルを活用したシティプロモーション
栃木県宇都宮市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化
埼玉県さいたま市 総合交通分析を基にしたウォーカブル空間の創出（R5以降）
埼玉県戸田市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化
千葉県八千代市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化

東京都
東京都デジタルツイン3Dビューア（R5/R6、補助事業対象外）
デジタルツインを活用した水害シミュレーション（R6）

神奈川県横須賀市 VRを用いたまちづくり都市計画立案への活用
新潟県新潟市 バーチャルにいがた2kmプロジェクト（XRプラットフォームを軸としたエコシステムの構築）

長野県岡谷市

3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化
様々な都市計画の可視化
既存データを3Dに重ねた検討材料の作成
眺望等の可視化

長野県佐久市
3D都市モデルによるソフト防災推進
都市計画情報の3D可視化による行政事務効率化

岐阜県岐阜市
３D都市モデルを活用した災害リスク可視化
３D都市モデルを活用したまちづくり計画への活用（R4～R5）

岐阜県美濃加茂市 ３D都市モデルを活用した市街地再整備計画立案活用 （R5)
静岡県 ３D都市モデルを活用した施設管理の可視化（R4～R5）
静岡県静岡市 3D都市モデルを活用した都市計画・まちづくり立案への活用

地方公共団体 UC名（年度記載は予定）
愛知県春日井市 （仮）３D都市モデルを活用した災害リスクの可視化（R4～R5）

愛知県日進市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化
3D都市モデルを活用した都市計画立案への活用

三重県四日市市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化
3D都市モデルを活用した中心市街地再編計画への活用（検討中）

三重県熊野市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化
3D都市モデルを活用したまちづくり都市計画立案への活用

大阪府堺市 3D都市モデルを活用した事業の見える化

大阪府河内長野市 ３D都市モデルを活用した災害リスク・避難路の可視化及び災害発災時の被災状況の共有
3D都市モデルを活用した公共交通事業の検討

大阪府柏原市 3D都市モデルを活用した駅前の現状課題の把握
3D都市モデルを活用した駅前まちづくり基本構想の作成

大阪府摂津市 3D都市モデルを活用した内水氾濫リスク情報可視化
和歌山県和歌山市 ３D都市モデルを活用した災害リスクの可視化と防災意識の向上
鳥取県境港市 ３Ｄ都市モデルを活用した水害リスクの可視化（R5）
広島県 災害リスクの３Ｄ可視化による防災意識醸成及び「マイ・タイムライン」の普及促進

広島県三次市
浸水深の可視化による公共施設の避難適正評価検討
避難所の可視化と周知
条例の可視化と都市計画への活用

福岡県福岡市 全市域の土地・建物の利用動向の可視化、分析
地域におけるまちのルール作りや周辺環境への配慮などへの活用

福岡県うきは市

3D都市モデルを活用した災害リスク可視化（R4)
3D都市モデルを活用したまちづくり・都市計画立案への活用（R4)
3D都市モデルを活用した災害リスク可視化（R5)
3D都市モデルを活用した景観保存・整備事業への活用（R5～R6)

佐賀県武雄市 3D都市モデルを活用した水害リスクの可視化
3D都市モデルを活用した観光活性化

長崎県佐世保市 都市計画情報の一元化による情報共有の効率化

熊本県玉名市 3D都市モデルを活用した災害リスクの可視化
VRゴーグルを利用した３D避難経路の実証実験と避難シミュレーションモデルの構築



18

ユースケース実装例（可視化 / 分析）

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/content/001600721.pdfPLATEAU補助制度取組事例集（2022年度） リンク：
詳細はPLATEAUポータル上の「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助制度）取組事例集（2022年度）も参照ください

ユースケース
件名

3D都市モデルを活用した都市計画・まちづくり立案へ
の活用事業

自治体 静岡県静岡市
整備範囲 LOD1：234.9 km2 LOD2：数棟
事業費 R4年度 1,155万円

人口及び面積 人口：68.9万人 面積： 1412km2

分野及び手法 都市計画・まちづくり 可視化
概 要 • 都市計画情報、人口動態等を3D都市モデル上に

可視化
• 都市計画検討等に伴う庁内説明や関係機関協
議、都市計画審議会、地元説明会等において都
市の状況・課題をわかりやすく示し、検討に活用

人口動態と近5年の新築建物の表示

ユースケース
件名

3D都市モデルによるソフト防災推進事業

自治体 長野県佐久市
整備範囲 LOD1：184.58 km2 LOD2：数棟（庁舎等）
事業費 R4年度 6,902万円

人口及び面積 人口：9.8万人 面積： 423km2

分野及び手法 防災・防犯 分析・シミュレーション
概 要 • 3D都市モデル上に洪水浸水想定区域図、土砂

災害警戒区域、既存避難所情報を重ねて可視
化し、洪水浸水想定図内の建物の高さ情報等を
活用し、緊急時に垂直避難可能な建物を抽出

• 抽出した垂直避難可能な建物を庁内会議におけ
る指定避難所の検討に活用するほか、災害リスク
情報をWeb公開し、市民の防災意識向上を図る
垂直避難可能な建築物の表示

ユースケース
件名

3D都市モデルを活用した災害リスク可視化事業

自治体 福岡県うきは市
整備範囲 LOD1：117.46 km2 LOD2：0.22 km2  予定

事業費 R4年度 3,982万円
人口及び面積 人口：2.9万人 面積： 117km2

分野及び手法 防災・防犯 可視化
概 要 • 3D都市モデルと三次元化した浸水想定・土砂災

害等の災害リスクデータを重畳して可視化
• 指定避難場所・公共施設と災害リスクデータを重
畳して地域の災害リスクを抽出し、都市計画区域
設定検討、地域防災計画検討、防災教育等に
活用

災害リスクの可視化（土砂災害警戒区域）

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/content/001600721.pdf
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ユースケース実装例（分析 / アプリケーション）
ユースケース
件名

農業用ドローン飛行、ロボットトラクター利用
促進事業

自治体 北海道更別村
整備範囲 LOD1：176.90 km2 LOD2：176.90 km2

事業費 R4年度 5,748万円
人口及び面積 人口：0.3万人 面積： 177km2

分野及び手法 交通・物流・モビリティ 分析・シミュレーション
概 要 • 3D都市モデル上にドローン飛行経路・ロボットトラク

ター走行経路の運行履歴・運行計画をマッピングし
て可視化

• 上空飛行や走行の承諾について経路をイメージし
やすくし、障害物や合意形成が必要になる場所を
抽出し、運行計画検討や住民の合意形成に活用

ドローン運航履歴/計画の表示

ユースケース
件名

VRを用いたまちづくり都市計画立案への活用事業

自治体 神奈川県横須賀市
整備範囲 LOD1：100.8 km2 LOD2：駅前ランドマーク
事業費 R4年度 600万円

人口及び面積 人口：39.3万人 面積： 101km2

分野及び手法 都市計画・まちづくり アプリケーション
概 要 • 3D都市モデルをVRに変換し、デッキやアーケード

等のデータ作成やテクスチャ貼り付け等で街並みを
忠実に再現した基礎データを作成

• 開発エリアにおいて、個別の建物の消去・建物ボ
リュームの追加等を簡易的に加工して景観検討や
まちづくりシミュレーションが可能なVRアプリケーショ
ンを構築
まちづくりシミュレーションツール

ユースケース
件名

3Dデータ活用した行政事務の効率化

自治体 北海道室蘭市
整備範囲 LOD1：約81.0 km2

事業費 R4年度 1,481万円
人口及び面積 人口：8.0万人 面積： 81km2

分野及び手法 その他 分析・シミュレーション
概 要 • H28年とR4年の地形データの差分やその他情報

を3Dビューアで可視化
• 開発行為や宅地造成工事の申請業務において、
市民用ビューアから対象エリアの申請要否や災害
情報、近隣道路状況を確認でき、行政用ビューア
から切土/盛土の箇所特定や未申請切土/盛土の
箇所判別を実施できる

地形データの差分の分析・可視化

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/content/001600721.pdfPLATEAU補助制度取組事例集（2022年度） リンク：
詳細はPLATEAUポータル上の「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助制度）取組事例集（2022年度）も参照ください

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/content/001600721.pdf
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代表的なユースケース
• 令和4年度に実装例の多い都市計画・まちづくり分野及び防災・防犯分野のユースケースは、数百万円規模で実施可能。
• 一部のシミュレーションについては、これまでに開発したベストプラクティスのオープンソースが利用可能。
• 一部の可視化ユースケースについては、3D都市モデルの基本セットをPLATEAU VIEW に重畳することでも実現可能。

分野 内容 必要なデータ 活用可能なオープンソース 金額規模※1

都市計画・
まちづくり

各種都市計画情報の可視化
• 建築物（LOD1）
• 都市計画データなど

PLATEAU VIEWで可視化 ー

ビューア導入など 200万円
～500万円

行政手続きDXによる行政事務効率化 • 建築物（LOD1）
• 地番図、開発許可情報など

UC22-012（開発許可のDX） 1,000万
～1,500万円

将来の都市構造のシミュレーション • 建築物（LOD1）
• 将来推計人口データなど

UC22-020（都市構造シミュレーション） 1,000万
～2,000万円

防災・防犯 災害リスクの可視化※2
• 建築物（LOD1）
• ハザードデータ、避難所情報など

PLATEAU VIEWで可視化 ー

ビューア導入など 300万円
～600万円

水害時の垂直避難可能建物の抽出 • 建築物（LOD1）
• ハザードデータ、避難所情報など ― 300万円

～600万円
浸水シミュレーション • 建築物（LOD1）

• ハザードデータ、避難所情報など ― 1,000万円
～2,000万円

環境・
エネルギー

太陽光発電ポテンシャル推計及び反射シミュレーション • 建築物（LOD2）
• 日照時間、毎月の積雪深など

UC22-013（カーボンニュートラル推進支援
システム）

300万円
～500万円

https://github.com/Project-PLATEAUPLATEAU Codeサイトリンク：

※1 ユースケースの金額規模であり、データソース整備や3D都市モデル整備は含まれません。また、令和4年度の採択団体においてユースケース開発を行った複数の事業者へのヒアリングにより算出した参考値であり、対象範囲
や既存データの有無、シミュレーション回数などの条件により異なるため、詳細は事業者に見積を依頼してください。
※2 浸水想定区域等、既存データを3D都市モデルに組み合わせて可視化するユースケースを想定しており、その他データ（時系列の浸水想定など）を可視化する場合は別途費用がかかります。

https://plateauview.mlit.go.jp/PLATEAU VIEWリンク：
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お問い合わせ先

都市空間情報デジタル基盤構築支援事業
（PLATEAU補助制度）

支援事務局

受託者：株式会社三菱総合研究所
担当者：坂井、村松、柴田、林
メール ：plateau_support@mri.co.jp 
電 話 ：03-6858-3697（支援事務局共通）
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



アクセンチュア 増田暁仁

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

自治体支援業務
マッチング支援イベント開催案内
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Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内

第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会
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3D都市モデルの整備・活用を促進するために、補助金説明会に加え、自治体と事業者の協業実現・検討具体
化に向けたニーズ・シーズのすり合わせ機会をご用意

Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
3D都市モデル整備・活用に向けたマッチング支援会の開催について

3D都市モデル整備・活用に関する説明会
（補助金説明会）

3D都市モデル整備・活用に向けた
マッチング支援会

補助金事業の内容に加え
補助金活用までのハードルの乗り越え方や

政策活用手法をご紹介する

ユースケース開発ができる事業者との
QAを経て実装方法のイメージをもってもらう
・事業者とのコネクションを作ってもらう

•ベストプラクティス理解により整備・UC開発
ニーズが顕在化する

•予算面でのHow toがわかる
•検討パートナーを識別し、UC具体化・外部
検討リソース確保のキッカケを構築できる
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下記の通り、自治体・事業者のマッチング支援イベントを企画中

Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
マッチング支援イベント概要

イベントの狙い

参加者

3D都市モデルの活用ニーズのある自治体と、対応するシーズを持つ事業者で直接意見交換・マッチング
をしてもらうことで、ユースケース創出に向けた検討具体化を支援する

• 事業者とのマッチングを希望する自治体（事前に決定）
• 3D都市モデルを活用したサービスを提供する事業者（事前に決定）
• その他関心のある自治体（自由参加、マッチング自治体と事業者のやりとりを傍聴）

形式

日時

• Web会議

• 第1回：7/19(水)・7/20(木)
• 第2回：10月頃予定

イベントの流れ 《当日》各テーマで、事業者からサービス紹介、マッチング自治体からニーズ説明を行い意見交換
《イベント後》継続議論を希望する自治体・事業者で個別に連絡・面談設定

取り上げるテーマ
（仮） 自治体ニーズの多い①防災、②都市計画、③人流・交通解析、④XR×観光
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各テーマにおいて、事業者によるサービス紹介後、マッチング希望自治体からニーズ説明、質問・意見交換を予定

Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
イベント当日の流れ

マッチング支援イベントのアジェンダ
全2日間想定

1. 本日の位置付け：10分
1. 目的・位置付け：国交省都市局
2. 本日の進め方：アクセンチュア

2. テーマセッション：90分×4テーマ
① 《防災》
② 《人流・交通解析》
③ 《都市計画》
④ 《観光×XR》

3. 全体質疑応答：20分

Day1

Day2

Day1＆2

Day1＆2

各テーマセッションの流れ
（登壇自治体・事業者に応じて時間配分は調整）

1. 登壇自治体から来年度ニーズ紹介
：15-20分（7分×2,3自治体）

2. 事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介
：20-30分（10分×2,3事業者）

3. 登壇自治体・事業者による意見交換：15分

4. 傍聴自治体も含めた全体質疑:5分
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Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
【現時点案】 第1回マッチング支援イベント タイムテーブル

Day 1：7/19(水)
1. 本日の位置づけ

2. 防災セッション

①イベントの目的：国土交通省都市局
②本日の進め方：アクセンチュア

①登壇自治体から来年度ニーズ紹介：20分
栃木県栃木市、高知県いの町、島根県隠岐の島町

②事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介：30分
Eukarya、フォーラムエイト、ESRI

③登壇自治体・事業者による意見交換：15分
④傍聴自治体も含めた全体質疑:5分

①登壇自治体から来年度ニーズ紹介：15分
兵庫県神戸市、宮城県仙台市

②事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介：20分
シナスタジア、Psychic VR Lab

③登壇自治体・事業者による意見交換：15分
④傍聴自治体も含めた全体質疑:5分

1300-1310

1310-1420

3. 観光×XRセッション 1430-1525

4. 3D都市モデル整備・活用に向けた支援制度 1530-1550
①支援制度のご案内：国土交通省都市局
②全体質疑：出席者全体
5. お知らせ 1550-1600
①今後のマッチングに向けたご案内：アクセンチュア
②3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会紹介：
国土交通省都市局

Day 2：7/20(木)
1. 本日の位置づけ

2. 人流・交通解析セッション

①イベントの目的：国土交通省都市局
②本日の進め方：アクセンチュア

①登壇自治体から来年度ニーズ紹介：20分
富山県高岡市、愛知県豊橋市、島根県松江市

②事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介：30分
国際航業、構造計画研究所、計量計画研究所

③登壇自治体・事業者による意見交換：15分
④傍聴自治体も含めた全体質疑:5分

①登壇自治体から来年度ニーズ紹介：15分
和歌山県和歌山市、千葉県千葉市

②事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介：20分
インフォラウンジ、ホロラボ

③登壇自治体・事業者による意見交換：15分
④傍聴自治体も含めた全体質疑:5分

1300-1310

1310-1420

3. 都市計画・まちづくりセッション 1430-1525

4. 3D都市モデル整備・活用に向けた支援制度 1530-1550
①支援制度のご案内：国土交通省都市局
②全体質疑：出席者全体

5. お知らせ 1550-1600
①今後のマッチングに向けたご案内：アクセンチュア
②3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会紹介：
国土交通省都市局

変更可能性あり
直前に正式アナウンス予定
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自治体のニーズ・予算感に応えるサービスをご紹介するため導入に向けた詳細について意見交換したい

Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
イベントにおける議論ポイント

3D都市モデル一般
に関する疑問

• このユースケースはどんな内容でどんな効果があるの？

• このユースケースを実装・運用するのに、どのくらいの費用
がかかるの？

• こんなことをやってみたいのだけど、この事業者ならできそ
う？ etc.

• 3D都市モデルはどのように整備するの？

• 3D都市モデルを整備するのに、どのくらいの費用がかか
るの？

• 3D都市モデルの整備・活用に向けた支援はあるの？
etc.

各テーマにおいて
事業者からご説明

補助事業ポータルで
関連情報を発信中

（https://www.mlit.go.jp/toshi/daise
i/plateau_hojo.html）

事業者の個別
ユースケース/提供機能

に関する疑問
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Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
【現時点案】 イベント登壇事業者（1/4）

フォーラムエイト
• 独自の3DVRソフトウェアにより、
専門家でなくても地域の3次元
空間を作成し、シミュレーション
が可能

• 河川の氾濫や津波被害のシ
ミュレーションや教育ツールとして
の活用実績を持つ

防災

株式会社Eukarya
• 浸水被害シミュレーションを基に
したAR防災訓練アプリや、各種
施設の防災関連情報を統合す
るプラグインを開発中

• ノーコードで、アプリケーション開
発ができ、防災計画の改善や
住民の防災意識啓発を支援

変更可能性あり
直前に正式アナウンス予定

ESRIジャパン株式会社
• 3D都市モデルと自治体が持つ
防災関連データを活用できる、
自治体の防災活動を支援する
GISプラットフォーム

• 自治体の中で集約した情報を、
住民に最適な形で情報公開
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Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
【現時点案】 イベント登壇事業者（2/4）

株式会社Psychic VR Lab
• XRクリエイティブプラットフォーム
「STYLY」を提供

• プログラミング不要で、実在する
都市空間にAR/MRコンテンツを
作成・配信することが可能

観光

株式会社シナスタジア
• VRヘッドセットを装着するバスツ
アーなど、乗り物の移動に連動
したAR/VRサービスを提供

• ⽂化・自然等の既存の観光資
源とデジタル技術の掛け合わせ
によって体験価値を向上

変更可能性あり
直前に正式アナウンス予定
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Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
【現時点案】 イベント登壇事業者（3/4）

人流・交通解析
構造計画研究所
• 人流の様子や都市の変化のイ
メージを3D可視化ツールや2D
可視化ツールでアウトプット

• 都市環境の形成やウォーカブル
な街づくりの実現に向けた社会
実験等に活用

計量計画研究所
• 交通施策や都市機能・居住誘導
などの影響を評価し、3D都市モデ
ル上で可視化することができる立
地シミュレータや人の回遊を3D都
市モデル上で表現する回遊シミュ
レータを開発

変更可能性あり
直前に正式アナウンス予定

国際航業
• LOD3相当でエリアを作りセンサー
データを基に人流を可視化する

• どのような動線を歩むか、どこから来
た人なのかの属性データの表示や、
その他のデータ（AIカメラ等）の
データの組み合わせも可能
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Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
【現時点案】 イベント登壇事業者（4/4）

株式会社ホロラボ
• 3D都市モデルとXR技術を組み合
わせることで、複雑な都市開発計
画をより直感的に情報共有

• ワークショップ等で活用することで、
市民参加型の都市計画づくりを
促進

都市計画・まちづくり
インフォラウンジ
• デジタル技術を住民WSで活用し、
高度なプランニング・合意形成を目
指す

• ARを使ったタンジブルインタフェース
を使い、参加者みんなでまちの未
来を考えるWSを開催支援

変更可能性あり
直前に正式アナウンス予定
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参考）自治体ニーズ紹介資料フォーマット
自治体名

背景情報

XXX県XXX市（人口XX万人）

【自治体の抱える課題】
• XXXXX
• XXXXX

【実現したいこと】
• XXXXX
• XXXXX

想定サービス
【求めるサービス（範囲や品質） 】
• XXXを3D都市モデル上でシミュレーションする
• 住民向けにXXXをスマートフォンやPCを通じて提供する

【対象エリア】
• XXXXエリアのXXX㎢（LOD2整備済）

【想定スケジュール】
• 来年4月～8月XXX、9月～XXX

【想定予算規模】
• XXX万円程度

【その他留意事項】
• XXX
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Ⅴ.自治体支援業務｜2. マッチング支援イベント開催案内
【現時点案】 第1回マッチング支援イベント タイムテーブル

Day 1：7/19(水)
1. 本日の位置づけ

2. 防災セッション

①イベントの目的：国土交通省都市局
②本日の進め方：アクセンチュア

①登壇自治体から来年度ニーズ紹介：20分
栃木県栃木市、高知県いの町、島根県隠岐の島町

②事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介：30分
Eukarya、フォーラムエイト、ESRI

③登壇自治体・事業者による意見交換：15分
④傍聴自治体も含めた全体質疑:5分

①登壇自治体から来年度ニーズ紹介：15分
兵庫県神戸市、宮城県仙台市

②事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介：20分
シナスタジア、Psychic VR Lab

③登壇自治体・事業者による意見交換：15分
④傍聴自治体も含めた全体質疑:5分

1300-1310

1310-1420

3. 観光×XRセッション 1430-1525

4. 3D都市モデル整備・活用に向けた支援制度 1530-1550
①支援制度のご案内：国土交通省都市局
②全体質疑：出席者全体

5. お知らせ 1550-1600
①今後のマッチングに向けたご案内：アクセンチュア
②3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会紹介：
国土交通省都市局

Day 2：7/20(木)
1. 本日の位置づけ

2. 人流・交通解析セッション

①イベントの目的：国土交通省都市局
②本日の進め方：アクセンチュア

①登壇自治体から来年度ニーズ紹介：20分
富山県高岡市、愛知県豊橋市、島根県松江市

②事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介：30分
国際航業、構造計画研究所、計量計画研究所

③登壇自治体・事業者による意見交換：15分
④傍聴自治体も含めた全体質疑:5分

①登壇自治体から来年度ニーズ紹介：15分
和歌山県和歌山市、千葉県千葉市

②事業者からニーズを踏まえたユースケース紹介：20分
インフォラウンジ、ホロラボ

③登壇自治体・事業者による意見交換：15分
④傍聴自治体も含めた全体質疑:5分

1300-1310

1310-1420

3. 都市計画・まちづくりセッション 1430-1525

4. 3D都市モデル整備・活用に向けた支援制度 1530-1550
①支援制度のご案内：国土交通省都市局
②全体質疑：出席者全体

5. お知らせ 1550-1600
①今後のマッチングに向けたご案内：アクセンチュア
②3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会紹介：
国土交通省都市局

変更可能性あり
直前に正式アナウンス予定再掲
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



国土交通省 都市局 内山補佐

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議
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Ⅵ. 次期PLATEAUビジョン/FY24の進め方について

2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

国土交通省都市局
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中長期的に目指す方向性についての討議

• PLATEAUの次フェーズに向けた検討を行うため、4月から海外事例の調査やPJパートナーからのヒアリング（100件以上の
提案あり）を実施。これをもとにビジョンドラフトを作成し、６月5Wからは有識者との討議を実施中。

• 6月中にビジョンの素案を固めたうえで、6/23官民分科会において官民コンソの基本的合意事項としてフィックスし、予算要求
につなげていきたい。

GW 海外先進事例調査

ビジョンドラフト作成

有識者討議

精緻化
・パラメータ蓋然性検
証による精度向上

3w 17w10w 24w 1w 8w 15w 22w 29w 5w 12w 19w 26w
4月 5月 6月 7月 8月

調
査
・
検
討

経済的価値の定量化

基礎調査

施策の
検討

ビジョン検討

政府内検討

初期概算
• 3D都市モデルによる既存サービス・市場の刈り取り(代替/効率化による3D都市モデルの効果)
• 3D都市モデルを使った新サービス創出による市場規模

計画
策定

ビジョン初期検討

調査
準備

ビジョン
初期案
FIX

次年度予算要求ドラフトの議論

PJパートナーからの提案
収集・整理

マイルストン ▼分科会 6/23

ビジョン案を分科会に提示し
初期案のコンセンサスを得る

既存施策棚卸を含む、
エコシステム形成に向けた

必要施策初期検討

▼全体会議 5/19

ビジョン討議 次年度予算要求
本格議論

RFI、次年度案件組成

ビジョン最終化

Confidential

1
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PLATEAUビジョン 2023 （案）

第10回分科会 2023/06/23

都市デジタルツイン実装プロジェクト❘Project PLATEAU

2
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PLATEAUビジョン 2023

1. プロジェクト・ゴール

2. ゴール達成に向けたステップ

3. PLATEAUエコシステムの構築

4. アクションプラン

参考資料編

1. PLATEAUの経済効果試算

2. 海外事例

今後の進め方

1. 次年度案件組成に向けて

2. 本分科会の発展に向けて

3
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都 市 デ ジ タ ル ツ イ ン に よ り

社 会 に 新 た な 価 値 を も た ら す / 地 域 の 課 題 を 解 決 す る

1. プ ロ ジ ェ ク ト ・ ゴ ー ル

P r o j e c t P L A T E A U は 、 デ ジ タ ル 技 術 に よ り 「 豊 か な 生 活 、 多 様 な 暮 ら し 方 ・ 働 き 方 を 支 え る 「 人 間 中 心 の ま
ち づ く り 」 の 実 現 を め ざ す 「まちづくり D X 」 の デ ジ タ ル ・ イ ン フ ラ と し て の 役 割 を 果 た す こ と を 目 指 し 、 我 が 国 初
の 都 市 デ ジ タ ル ツ イ ン の 実 装 モ デ ル 「 3 D 都 市 モ デ ル 」 の 整 備 ・ 活 用 ・ オ ー プ ン デ ー タ 化 に 取 り 組 ん で き ま し た 。

プ ロ ジ ェ ク ト 開 始 か ら 4 年 目 を 迎 え る P L A T E A U は 、 こ れ ま で の 「 都 市 デ ジ タ ル ツ イ ン の ポ テ ン シ ャ ル を 引 き 出
す 」 た め の 実 証 / P o C フ ェ ー ズ か ら 、 「 都 市 デ ジ タ ル ツ イ ン に よ り 社 会 に 新 た な 価 値 を も た ら す / 地 域 の 課 題 を 解
決 す る 」 た め の 実 装 フ ェ ー ズ へ と 段 階 を 進 め ま す 。

4
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 Project PLATEAUでは、2020年度のスタート以降、「プロトタイプ開発」フェーズとして、先進技術に関心の高い産官学の様々なプレイ
ヤーと連携して3D都市モデルのポテンシャルを検証。多様な分野で3D都市モデルの価値を実証してきた。

 2024年度以降は、Phase01の成果を活用し、次のフェーズとして「魅力的なサービスの実装」段階へと本格的に移行。PLATEAUへの参
加プレイヤーを先進層から関心層へ拡大させるための施策を産学官連携して講じていく。

 Phase02の取組みにより魅力的なサービスが実装されていくことで、本格的な普及フェーズであるPhase03への移行を目指していく。

PLATEAUビジョン 2023

2. ゴール達成に向けたステップ

現在

Phase02

魅力的なサービスの実装

データ・カバレッジと認知の拡大によりサービス開発に参加するプレイ
ヤーのすそ野が広がり、マネタイズ可能な魅力的なサービスが誕生す
る段階。

Phase01

プロトタイプ開発

先進技術に関心のある層による先行的なデータ整備と、それを用いた
イノベーション企業/地域コミュニティによるプロトタイプサービスの開
発が行われる段階。

Phase03

デジタル・インフラとしての普及

3D都市モデルを活用した魅力的なサービスが続々と提供されること
で、データ保有都市の優位性が明らかとなり、データ・カバレッジがさ
らに拡大。これに伴い参加プレイヤーやユーザーも一般層に拡大する
段階。

関心層先進層

イノベ企業/
地域コミュニティ

自治体

ユーザー

一般層関心層先進層

イノベ企業/
地域コミュニティ

自治体

ユーザー

一般層

開発に参加してみよう
開発したい

使いたい

関心層先進層

イノベ企業/
地域コミュニティ

自治体

ユーザー

一般層

整備せねば導入したい 施策

これから

開発に参加し
てみよう

使ってみよう
施策

自分の街にも3D
都市モデルが欲しい
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PLATEAUビジョン 2023

3. PLATEAUエコシステムの構築 [1/2]

3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化が
自律的に発展していく「エコシステム」の構築を目指す。

 3D都市モデルを活用した魅力的なサービスを開発し、これを社会に実装していくためには、
国のみがイニシアティブをもった取組みでは不十分。産官学のプレイヤーがそれぞれイニシア
ティブを持ち、持続可能な形で3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化にコミットして
いく必要がある。

 このため、国、地方公共団体、イノベーション企業、大学等の研究機関、地域コミュニティなどの
プレイヤーそれぞれの役割を明確化し、持続的に役割を果たしていく体制の構築が必要。

 次期Project PLATEAU（Phase02）では、各プレイヤーの役割を定義し、産学官が連携し
てPLATEAUを推進していく新たな体制＝PLATEAUエコシステムを構築していくことを目
指し、様々な施策を講じていく。

主体 主な役割

国
研究開発投資やデータ利用環境の改善、コ
ミュニティ形成、エコシステム構築等

国土交通省都市局をはじめとする
関係政府機関等。

地方公共団体
3D都市モデルのデータ整備及びオープン
データ化、行政サービスの社会実装等

都道府県及び市区町村。都市計画
部局に限らず、スマートシティやデ
ジタル政策を担う幅広い部局。

イノベーション
企業

地元中小企業・スタートアップを含
む、新たな技術を活用したサービス
開発に意欲のある企業。

地域
コミュニティ

大学やシビックテック団体、エンジ
ニアコミュニテなど地域に根差した
技術ホルダー。

3D都市モデルを活用した新たなサービスの
社会実装等

3D都市モデルを活用したイノベーション/
シーズ開発、地方公共団体や住民のデジタル
ケイパ向上等

3D都市モデル

国
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 次期Project PLATEAU（Phase02）では、Phase01で実施してきた基幹的施策を継続・拡充しつつ、PLATEAUエコシステムの各主
体がイニシアティブを持ちそれぞれの役割を果たしていけるよう、環境整備施策を打ち出していく。

PLATEAUビジョン 2023

3. PLATEAUエコシステムの構築 [2/2]

データ・カバレッジ
拡大

ユースケース
開発

コミュニティ
形成

国によるPLATEAUを駆動させていくための基幹的施策

1 2 3
サービス実装

地域のデジタル
ケイパ向上

オープン・イノベー
ション創出

国による各主体の役割を円滑化・促進する環境整備施策

4 5 6+
7 エコシステム構築

FY２０２４から注力する施策

継続して注力する施策

Phase02

魅力的なサービスの実装

Phase01

プロトタイプ開発

国 国
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PLATEAUビジョン 2023

4. アクションプラン [1/2]

 Phase02においてPLATEAUエコシステムを構築していくため、各主体の各主体の役割を円滑化・促進する環境整備施策を講じていく。

▼500都市
FY28～ （仮）

Phase03

▼120都市
FY24 FY25～27

▼200都市

Phase01

～FY23

Phase02 魅力的なサービスの実装

民間人材開発
コミュニティ拡大

社会実装型ユースケース開発
先端技術研究型ユースケース開発

データ整備モチベート
データ整備ケイパの拡大
データハンドリング技術のOSS化

コミュニティ
形成

ユースケース
開発

データ・カバレッジ
拡大

3

2

1

産学官の連携
体制を中心と
したプロジェク

トの推進

ムーブメント惹起

先進技術活用型ユースケース開発

標準データモデルのメンテナンス
データ整備手法の効率化
データ高度化・価値向上 （BIM/空間ID/不動産ID/都市計画基礎調査等）

情報発信、コミュニティ育成等のPLATEAUの認知拡大及び関心醸成

トレーニング提供、アクセラレーションプラグラム等による民間のPLATEAU人材の拡大

スタートアップ、エンジニア、アカデミズム等のコミュニティへのすそ野拡大

新たな技術を用いたサービス開発等の先進的なユースケース開発のベストプラクティス創出

ベストプラクティスやPLATEAUナレッジ等を活用した実装レベルのサービス開発の促進

GISやシミュレーション技術等のPLATEAUのコアとなる技術の中長期的なR&D

ニーズを踏まえた仕様拡張、最新の国際知見の取り込み等の標準データモデルのメンテナンス

AI自動生成技術の開発・実装等の効率的なデータ整備手法の開発

BIM、空間ID、不動産ID等との連携性強化、属性情報（都市計画基礎調査）の充実等のデータ価値（有用性）の向上

データ保有都市の優位性の可視化、データ整備プロセス支援等の自治体のデータ整備モチベーション向上

測量・3Dモデリング等の国内のデータ整備人材・産業のケイパビリティ向上

自治体のデジタルケイパ向上
自治体ネットワーキング

ニーズ・シーズマッチング
地域発サービス創出

データアクセシビリティの向上

非エンジニア層の育成

リビングラボの形成

地域発コミュニティの形成

産学官連携PF構築
環境障壁の除外
開発ナレッジの蓄積・展開

国際展開

地域のデジタル
ケイパ向上

サービス実装

5

4

オープン・イノベー
ションの創出

6

エコシステム構築
7

地域コミュニティと連携したデジタル研修やWS等の自治体デジタルケイパの向上

導入自治体や関心自治体等が相互に情報交換や連携ができるようなネットワーキングの強化

自治体や民間企業のサービス開発ニーズ収集、シーズを持つ技術ホルダとのマッチング等のサービス事業化

自治体や地元企業が主体となった、日常業務に貢献するサービス創出

VIEW開発、SDK開発、データ配信・DLサービス開発など、PLATEAUのデータを活用しやすい環境の整備

プロダクトデザインや政策活用等をテーマとしたワークショップやアイデアソンの実施

市民を含む地元のコミュニティ発・自治体連携による地域の課題解消

自治体、地元企業、地域コミュニティ等が主体となる開発イベントの実施等の地域発コミュニティの形成

多様な企業、地元企業、スタートアップ、研究機関等の幅広い産学官の主体が連携・協同開発・成果共有等をする場の構築

サービス実装の障壁となる制度的課題等の洗い出し、解消

技術情報を集約し、技術資料、OSS、サンプルアプリ、プラグイン等を公開するなど、PLATEAUの開発ナレッジを共有

日本発の3D都市モデル技術をベースとした国内産業の国際展開、国際標準へのコミット、国際連携等

品質検査、データ変換、データ解析等のコアとなるデータハンドリング手法の国産技術開発・オープンソース化

J

K

L

G

I

H

A

B

C

D

E

F

O

Q

N

T

M

S

R

W

V

U

X

P

情報発信や開発イベント等のコミュニティ形成施策など、PLATEAUの認知向上、参加プレイヤーのすそ野拡大

補助事業の管理支援 「都市空間情報デジタル基盤構築支援事業」（PLATEAU補助金）の執行管理の支援Y

FY２０２４から注力する施策

継続して注力する施策
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4. アクションプラン [2/2]

O

M

N

J

K

L

G

I

H

B

C

ニーズ・シーズマッチング

Q 自治体のデジタルケイパ向上

コミュニティ拡大
非エンジニア層の育成

地域発コミュニティ形成
民間人材開発

社会実装型UC開発
先端技術研究型UC開発

データ整備モチベート
データ整備ケイパの拡大

データアクセシビリティの向上
リビングラボの形成

産官学連携PF構築
環境障壁の除外
開発ナレッジの蓄積・展開

国際展開

データハンドリング技術のOSS化

ムーブメント惹起

先進技術活用型UC開発

A 標準データモデルの拡張
データ整備手法の効率化
データ高度化・価値向上

D

E

T

地域発サービス創出P

S

自治体ネットワーキングR

W

V

U

X

F

国
シビック

テック団体
データ整備

産業
研究機関

産学官連携
PF

イノベ企業 自治体
地域

コミュニティ
ユーザー

 産学官の各プレイヤーがそれぞれの施策を実行する主要な役割を担い、国をはじめとする他の主体が連携する推進体制を構築する。

9

補助事業の管理支援Y

コミュニティ
形成

ユースケース
開発

データ・カバレッジ
拡大

3

2

1

地域のデジタル
ケイパ向上

サービス実装

5

4

オープン・イノベー
ションの創出

6

エコシステム構築
7

FY２０２４から注力する施策

継続して注力する施策



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved.

PLATEAUビジョン 2023

1. プロジェクト・ゴール

2. ゴール達成に向けたステップ

3. PLATEAUエコシステムの構築

4. アクションプラン

参考資料編

1. PLATEAUの経済効果試算

2. 海外事例

今後の進め方

1. 次年度案件組成に向けて

2. 本分科会の発展に向けて
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参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

1. PLATEAUの経済効果試算

(億円)

▼500都市

Phase03

▼120都市 ▼200都市

Phase01 Phase02 魅力的なサービスの開発・利用拡大

 PLATEAUエコシステム構築によるデータ・カバレッジ拡大やサービス実装が進むことで、約1,140億円/年の経済効果を生み出すことが予想。

（アクセンチュア株式会社推計）

11 35
114

293

622

1,140

2022 2023 2024 2025 2026 2027
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参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

1. PLATEAUの経済効果試算 [参考]経済効果推計ロジック

2022 2027 Source・ロジック

（アクセンチュア株式会社推計）

PLATEAUの
経済効果推計

84,093億円15,097億円
世界のデジタルツイ

ン市場規模予測
日本の都市デジタル
ツイン市場規模予測

• Kbvreserch「Global Digital Twin 
Market Size」より引用 (’23/6/7閲覧)

8６.0%10.0%
PLATEAUの

期待効果範囲率

• ’22:実績予測値から算出
• ’27:都市デジタルツイン市場の内、都市単位で

のデータ活用におけるオープンデータ適用範囲
≒PLATEAUの期待効果範囲を地理空間サービ
サー(36社)の関連事業における売上比率より
想定割合を試算

5.1%
市場全体に占める

日本の割合

• Precedence Research デジタルツインの
APACの市場規模(27%)にFortune 
Business Insights よりAPACにおける日本
のシェア(19%)を用いて試算(’23/6/7閲覧)

36.5%
市場全体に占める
都市デジタルツイン

の割合

• Kbvreserch「Global Digital Twin 
Market Size」産業別デジタルツイン割合に、
GrandViewResearch「Digital Twin 
Market Size」より代表的なユースケースより
導かれる都市比率を乗算(’23/6/7閲覧)

84.2%38.2%
PLATEAU展開

エリアの人口カバー率
• PLATEAU展開都市を日本の人口比で割り戻し

た値を適用

× ×

×

×

https://www.kbvresearch.com/digital-twin-market/
https://www.kbvresearch.com/digital-twin-market/
https://www.precedenceresearch.com/digital-twin-market
https://www.fortunebusinessinsights.com/asia-pacific-digital-twin-market-107451
https://www.fortunebusinessinsights.com/asia-pacific-digital-twin-market-107451
https://www.kbvresearch.com/digital-twin-market/
https://www.kbvresearch.com/digital-twin-market/
https://www.grandviewresearch.com/industry-analysis/digital-twin-market
https://www.grandviewresearch.com/industry-analysis/digital-twin-market
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参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

2. 参考事例❘データ整備手法の効率化： オランダにおける元データオープン化・LOD2自動生成

オランダでは、3D都市モデルの生成に必要な元データがオープン化されているためデータ収集コストがかからず、デルフト工科大学が開発した
LOD2.2の3D都市モデル自動生成ツールによって、生成にもコストがかからない仕組みが実現している。

Source: 3D BAG Viewer

自動生成
システム

BAG
（建物(屋根伏せ)・住所の

オープン地図データ）

AHN
（標高オープンデータ）

• 建物も含めLiDARで航空測量
• 5年に一度更新

BGT
（建物、道路、水路、鉄道などのオープ
ン地図データ）
• BAG・AHNの建物データと突合す

ることによる精度向上にも利用

TOP10NL
（N/A）

• ノイズとなる建物の簡素化のため、
建物用途を識別するために利用

https://3dbag.nl/en/viewer?rdx=84862.5974432688&rdy=447253.6308328337&ox=-201.58790179075731&oy=253.78117968253093&oz=-166.25738163571805&lod=lod22
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参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

2. 参考事例❘データ整備手法の効率化： アメリカ全域におけるLoD1の3D都市モデル自動生成

アメリカでは、Microsoft社のBing Map（衛星画像）とOpenStreetMapの建物高さ情報をもとに、AIの機械学習によってアメリカ全州の3D都
市モデル（LoD1)が整備されており、簡素なモデルではあるもののデータ整備が徹底的に効率化されている。

Source: GitHub - opencitymodel/opencitymodel: Open citygml data for the United States, Building Footprints - Bing Maps (microsoft.com)

AI Assisted
Mapping

（Microsoft社が開発した
3D都市モデル自動生成AI）
• アメリカだけではなく、

オーストラリアやアフリカ
の一部の国でも利用され
た

Bing Map
（Microsoft社が提供する衛
星画像に基づいた地図データ）

OpenStreetMap
（市民によって作られる
オープン地図データ）

• 建物の高さ情報を取得する
ために利用

Open City Model
（アメリカ全州におけるLoD1

の３D都市モデル）

データ生成方法 AI Assisted Mappingによる建物2次元形状の識別イメージ

https://github.com/opencitymodel/opencitymodel
https://www.microsoft.com/en-us/maps/building-footprints
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参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

2. 参考事例❘データ整備モチベート： 自治体データのクラウド管理

(一社)社会基盤情報流通推進協議会（AIGID)が提供する「My City Construction」では、地方自治体などの公共工事で取得される点群データや
関係書類の電子納品を支援するため、各データをクラウド上で一元管理する仕組みを提供。ドラッグ＆ドロップのみで登録し、検索、実績確認、オープ
ンデータ化も容易に行えるシステムとなっており、自治体業務を効率化すると同時にオープンデータの拡大を実現。

Source: My City Construction

案件別データ閲覧ページ 完成形状ラスターデータ

• 受注者・発注者のみならず、誰でもデータをダウ
ンロードできる

https://mycityconstruction.jp/
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参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

2. 参考事例❘データ整備モチベート： フィンランドにおけるデータ・サービス公開PF (1/2)

地域情報に迅速かつ簡単に、誰もがアクセスできるようにすること

データセット ユースケース

147
112

93
90

62
49
47

39
39

35
26

2地図
人口

建設環境
環境・自然
交通・観光

文化・レクリエーション
地方行政

住宅
経済・税制

雇用と産業
教育

健康・社会サービス

173

14

1

4

4

1

3

ビジュアライゼーション

アプリケーション

データジャーナリズム

ツール

都市モデル

その他

157

143

18

9

• 地図データに限らず、多領域の空間データを市政府から収集・公開

• HRIのWebサイト上で計555のデータセットを公開*1

• ニーズに合うデータを公開するために、サービサーからのデータ要望募集・
サービサーからのデータ提供募集・データ管理等を実施
（現状は月2件程度）

• HRIのWebサイト上で計316のUCを公開*1

• 各UCの公開ページでは、関連するオープンデータが紐づけ

• ニーズに合うユースケースを公開するために、サービサーからのユースケース
登録・ユーザーからのユースケースアイデア募集を実施
（現状は月2件程度）

Source: Helsinki Region Infoshare - Open data service (hri.fi)、Interview: Helsinki Region Infoshareの実運営を担当している市職員からもヒアリング
*1 単一のデータセット・ユースケースに複数のカテゴリタグが紐づいているため、カテゴリタグの総数はデータセット・ユースケース総数と合致しない *2 Helsinki市に関しては、1件のデータセットにHelsinki 3D+の成果が集約

3D都市モデルデータとして
登録されているのは
HelsinkiとEspooの計2件*2

3D都市モデルを利用したUCとして、
ViewerのKunta、環境シミレーショ
ンツールのAtlasなどの13件が公開

設置
目的

コンテンツ

＋

詳細後述

フィンランドのHelsinki Region Infoshare（以下HRI）が運営するオープンデータPFでは、オープンデータに加え、データを利用したユースケース
についても収集し、カタログサイト化。オープンデータの有用性を誰もが理解できる仕組みとなっている。

https://hri.fi/en_gb/
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： フィンランドにおけるデータ・サービス公開PF (2/2)

ユースケース紹介ページには、開発にあたって利用されたオープンデータが紐づいており、クリックするとデータセットのダウンロードページへ遷移で
きることから、データ整備の必要性・重要性が直観的に理解しやすくなっている。

ユースケース紹介ページ データセットダウンロードページ

Source: Minecraft-Helsinki3D+ - Showcases - Helsinki Region Infoshare (hri.fi)

https://hri.fi/data/en_GB/showcase/minecraft-helsinki3d
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： フィンランドにおけるサービス実装型Viewer

ヘルシンキ市が提供するHelsinki Energy and Climate Atlas は3D都市モデルのViewerに、太陽光発電ポテンシャル・暖房エネルギー需要予
測・地面の温度予測などの可視化機能を実装。サービスとして利用可能とすることで、データ整備の価値をアピール。

Source: Helsingin Energia- ja ilmastoatlas - Showcases - Helsinki Region Infoshare (hri.fi)

https://hri.fi/data/en_GB/showcase/helsingin-energia-ja-ilmastoatlas
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： 韓国におけるサービス実装型Viewer

韓国のソウル市では、S-MAPという3D都市モデルViewerに、工事情報、通行止め情報、CCTV、天候等の様々なリアルタイム情報を重ね合わせて閲
覧できる機能を提供することで、データとサービスを隣接し、市民に対してデータ整備の価値をアピール。

Source: S-MAP (seoul.go.kr)

S-MAPのViewer画面 S-MAPにて実装されている機能リスト

28の機能

https://smap.seoul.go.kr/
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： オランダにおけるプロジェクト紹介ストーリーテリング型GIS

オランダでは、3D都市モデルの整備・活用の取組をストーリーテリング型GISとして公開することで、3D都市モデルの価値を周知することに繋がって
いる。

Source: T3D Storymap (totaal3d.nl)

※動画

https://www.totaal3d.nl/viewer/storymap/#/
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2. 参考事例❘データ整備モチベート： ベルリンにおける都市開発の歴史を紹介するストーリーテリング型GIS

ベルリンでは、新聞社であるBerliner Morgenpostがベルリン市における都市開発の歴史を振り返るストーリーテリング型GISを公開しており、
3D都市モデルの価値を周知することに繋がっている。

Source: Berlins neue Skyline (morgenpost.de)

※動画

https://interaktiv.morgenpost.de/berlins-neue-skyline/
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2. 参考事例❘データ整備ケイパの拡大： シンガポールにおけるデータ整備エンジニア育成

シンガポールでは、国主導で3D都市モデルのデータ整備エンジニアに対しトレーニングを提供することで、データ整備ケイパの不足に対応している。

Source: Virtual Singapore: a Digital ‘Twin’ for Planning (Innovation Type: Institutional Pioneer) | City2Cityなど

主体

目的

取組内容

成果

• Singapore Land Authority（シンガポール土地管理局）

• National Research Foundation（シンガポール国立研究財団）

• GOVTECH（デジタル庁）

• Virtual Singaporeの3D都市モデル継続整備のために不足するデータ整備ケイパを拡大するため

• CityGMLでの3Dモデリングに対応出来る現地企業5社の50名に対し、トレーニングを提供

- 3Dデータキャプチャ、ジオメトリモデリング、高解像度ファサードテクスチャマッピング、モデル変換についてのトレーニ
ングを実施

• データ整備効率が約3倍に増加

- その結果、SLAはトレーニング対象企業に継続的にデータ整備を依頼する方針で検討

https://www.city2city.network/virtual-singapore-digital-twin-planning-innovation-type-institutional-pioneer
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2. 参考事例❘データハンドリング技術のOSS化： 欧州における品質検査・データ変換のOSS提供

欧州では、3D都市モデルの仕様を決定しているEU INSPIREが品質検査を自動化するOSSを提供するなど、データハンドリング技術のOSS化が行
われている。

Source: INSPIRE Reference Validator - Home (europa.eu)、GitHub - tudelft3d/esri_geobim

ファイルを
アップロード

検査したい
対象を設定

https://inspire.ec.europa.eu/validator/home/index.html
https://github.com/tudelft3d/esri_geobim


Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 24

参考資料編❘PLATEAUビジョン 2023

2. 参考事例❘データハンドリング技術のOSS化： オランダにおける品質検査・データ変換のOSS提供

オランダでは、デルフト工科大学がBIMデータをCityGML変換するOSSを提供するなど、データハンドリング技術のOSS化が行われている。

Source: GitHub - tudelft3d/ifc2citygml: Automatic conversion of IFC models 2x3 to CityGML LOD 1/2/3/4

BIMデータをCityGMLに変換するOSSがGitHub上で公開
（元々は2013年のデルフト工科大学の修士学生論文をもとにIFC2CityGMLという名前で作成された
OSSであり、現在では一部改良を施した上でGeoBIMという名前で公開されている）

https://github.com/tudelft3d/ifc2citygml
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2. 参考事例❘民間人材開発： 韓国におけるスマートシティ人材開発

韓国では、6大学・約7,400人を対象としたスマートシティ人材開発プロジェクトに約20億円を投じて教育機会と就業機会それぞれを提供することで、
スマートシティに関わる人材不足に対応している。

Source: Introduction of innovative talent nurturing project: Smart City Comprehensive Portal - SMART CITY KOREA、 6 Universities to Foster Human Resources: Smart City Comprehensive Portal - SMART 
CITY KOREA

Smart City Innovative Human Resources Development Project

参加数

投資額

期間

対象大学

約7,400人

約20億円 (１７４億ウォン)

2019～2023 （計5年間）

ソウル大学、成均館大学、延世大学、ソウル市立大学、釜山大学、韓国科学技
術員(KAIST）

• 修士・博士課程に対してスマートシティに関わる教育プログラムを提供

- スマートシティ概論、スマートシティ計画・設計・解析（シミレーション）な
ど

• 学生の応募を促進するために奨学金の提供や、教科書・機器購入費の支
援も実施

⇒論文553件、学術発表1,782件、特許441の成果

• スマートシティ関連団体へのインターンシップ・現地研修のプログラム提供

⇒プログラム受講者の83％がスマートシティ関連産業に就職（建設・交通・
IT・エネルギー・環境など）

目的

教育
機会提供

就業
機会提供

https://smartcity.go.kr/en/%ed%94%84%eb%a1%9c%ec%a0%9d%ed%8a%b8/%ed%98%81%ec%8b%a0%ec%9d%b8%ec%9e%ac%ec%9c%a1%ec%84%b1%ec%82%ac%ec%97%85/%ed%98%81%ec%8b%a0%ec%9d%b8%ec%9e%ac%ec%9c%a1%ec%84%b1%ec%82%ac%ec%97%85-%ec%86%8c%ea%b0%9c/
https://smartcity.go.kr/en/%ed%94%84%eb%a1%9c%ec%a0%9d%ed%8a%b8/%ed%98%81%ec%8b%a0%ec%9d%b8%ec%9e%ac%ec%9c%a1%ec%84%b1%ec%82%ac%ec%97%85/%ec%9d%b8%eb%a0%a5%ec%96%91%ec%84%b1-6%ea%b0%9c-%eb%8c%80%ed%95%99/
https://smartcity.go.kr/en/%ed%94%84%eb%a1%9c%ec%a0%9d%ed%8a%b8/%ed%98%81%ec%8b%a0%ec%9d%b8%ec%9e%ac%ec%9c%a1%ec%84%b1%ec%82%ac%ec%97%85/%ec%9d%b8%eb%a0%a5%ec%96%91%ec%84%b1-6%ea%b0%9c-%eb%8c%80%ed%95%99/
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2. 参考事例❘コミュニティ拡大： イギリスにおける国主導のデジタルツインコミュニティ設立

イギリスでは、Digital Twin Hubというデジタルツイン(以下DT)に関わるデータ所有者や開発者向けのWebコミュニティが国主導で組成され、ネッ
トワーキング・イベント・ディスカッションなどのサービスを提供しており、参加者も増加している。

Source: Digital Twin Hub - DT Hub Community

デジタルツインコミュニティの概要 Webサイトの様子（ネットワーキングチャネル）

テーマ別に19のネットワーキングチャネルが提供

設立経緯

DT活用のイネーブラーとなることを目的に、2020年に設置

• イギリスにおけるDTの在り方を構想するプロジェクト(National Digital
Twin)の一環

• ビジネス・エネルギー・産業戦略省、ケンブリッジ大学が主導

参加者
4,000人程度

• 1ヶ月に100人以上のペースで増加

• 23年4月11日：3,714人、23年6月15日：4,009人

提供
サービス

学び・経験の共有、イノベーション推進・専門知識開発、パートナー
を見つけるためのネットワーク提供などを主施策と定義

• ネットワーキングイベント・ディスカッションへの参加、記事・ケーススタディ
の閲覧、ツールの利用などが可能

• 695のディスカッションテーマ、42のケーススタディ、195の記事を提供

名称 Digital Twin Hub

位置付け データ所有者や開発者向けのWebコミュニティ

https://digitaltwinhub.co.uk/
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2. 参考事例❘ニーズ・シーズマッチング： ヘルシンキにおける市職員・企業・市民協働のサービス萌芽の取組

ヘルシンキでは、Forum Virium Helsinkiという中間団体が主体となって、市職員・研究者・市民・民間企業など多様なステークホルダーがニーズと
シーズをぶつけ合いサービス萌芽を狙うInnovator’s Clubというイベントが年4回開催されており、サービス創出に寄与している。

Source: Innovators' Club - Smart Kalasatama (fiksukalasatama.fi)

Innovator’s Clubの様子Innovator’s Clubの概要

歴史

目的

参加者

開催頻度

• コラボレーションを通じて、イノベーションを加速
すること

• 市職員、研究者、市民、民間企業（スタートアップ、
中小企業、NGO、大企業）

• 年4回

• Kalasatama地区でInnovator’s Clubを開始

- Kalasatama地区はヘルシンキ市内に位置し
ており、2018年に3D都市モデル整備・UC開
発の指定地区として積極的に取組が進んだ

• その後、Innovator’s Clubの取組が
Kalasatama地区以外の地域にも横展開

https://fiksukalasatama.fi/en/building-blocks/innovators-club/
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2. 参考事例❘地域発サービス創出： カラサタマ地区における3D都市モデルサービス創出

ヘルシンキ市内のカラサタマ地区は、スマートシティ地区として指定され3D都市モデル整備が進んだ背景があり、地域発のサービス開発・利用促進施
策を通じて複数のサービスが創出されている。

Source: Kalasatama | City of Helsinki、 Loppuraportti (hel.fi),、 Smart Kalasatama | Nordregio、Get to know the pilots - Smart Kalasatama (fiksukalasatama.fi)
Interview: Forum Virium HelsinkiのSenior Project Managerからのヒアリング

ゴミの量を検知して最適なゴミ回
収ロジスティクスを構築

消費期限に応じて価格を
自動変動・アプリで周知

Kalasata地区におけるサービス創出に向けた取組

• 地元企業・エンジニアが短期でサービス開発を
行うAgile Pilotingプログラム実施

- 1.5ヶ月の公募、6ヶ月の開発プログラム

- 完成したサービスは他都市にも展開可能性あ
り

• 登録するとベータ版サービスが公開され次第、
メールで周知

- Agile Pilotingにて開発されたベータ版
サービスも含まれる

創出されたサービス例

開発促進 利用促進

https://www.hel.fi/en/urban-environment-and-traffic/urban-planning-and-construction/urban-development/kalasatama
https://www.hel.fi/static/liitteet-2019/Kaupunginkanslia/Helsinki3D_Kalasatama_Digital_Twins.pdf
https://nordregio.org/sustainable_cities/smart-kalasatama/
https://fiksukalasatama.fi/en/agile-piloting-programme/get-to-know-the-pilots/
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2. 参考事例❘自治体のデジタルケイパ向上： 農水省・デジタル庁による政府機関・自治体参加の横断SNS

農水省ではDX施策として農林水産省共通申請サービス（eMAFF）を推進。地方自治体とのコミュニケーション活性化のためにSlackを利用した
eMAFFチャットツールを運用。デジタル庁ではこの仕組みを引き継ぎ、政府機関職員と自治体職員間における直接対話型の意見交換・情報交換を実
現する「デジタル改革共創プラットフォーム」を構築。

Source: Slackが中央省庁と自治体への売り込み強化、Teamsの牙城崩せるか | 日経クロステック（xTECH） (nikkei.com) 【共創PFとは？】デジタル改革共創プラットフォームって何で
すか？デジタル庁に聞いてきました。 | ジチタイワークス (jichitai.works) ※情報は2023年1月1日時点を参照

デジタル改革共創プラットフォーム （Slack）

約20府省庁

【参加者】

約4,300人

【用途】

• 政策立案への意見募集

• 政策に関する議論

• リリースなどのお知らせ

【議論内容の事例】

• デジタル田園都市国家構想

• 行政手続きオンライン化

• ガバメントクラウド

• ＡＩ活用

自治体
約1,160
自治体

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00001/05027/
https://jichitai.works/article/details/1696
https://jichitai.works/article/details/1696
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2. 参考事例❘自治体のデジタルケイパ向上： オランダにおける自治体向け学習プラットホーム

オランダでは、オランダの全自治体が加入するVNGという団体が自治体向けの学習プラットホームであるVNG Connect Academyを提供してお
り、自治体のデジタルを含めたケイパ向上に寄与している。

Source: VNG Connect

基本情報 PFイメージ

サービス名 VNG Connect Academy

実施目的
セミナー・トレーニングコースなどを通じて
人と知識を繋ぐこと

運営会社

VNG Connect

• VNGとはオランダの全自治体が加盟する自治体の質
向上を目的とする団体（詳細p.31）

• VNG Connectは自治体向けのイベント設営・トレーニ
ング提供を主に担うVNGの子団体である

オランダのオープン地図データベースで
あるBAGに関するトレーニングも提供

https://www.vngconnect.nl/
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2. 参考事例❘自治体のネットワーキング： オランダにおける自治体横断組織による連携促進

オランダではVNG（オランダ自治体協会）という国内の全自治体が加盟する組織が存在しており、VNGがオランダにおける3D都市モデルの収集・登
録・活用に関するT3DというプロジェクトにてPMO的役割を担うことで、自治体間の連携が促進されている。

Source: Totaal Driedimensionaal | VNG

自治体横断組織(VNG)の概要

設立年度 1912年

活動目的
• 地方自治体の質を向上させるために、地方自治体間の知
識・経験の交換を促進すること

取組
内容

• オランダのみならず世界においても複数自治体・国が関わ
るプロジェクト管理業務を実施

• その中の一つとして、T3DにおいてもPMO的役割で参加

組織構成

• VNGにはオランダ国内の全自治体が加盟

- 子団体として、国際協力機関であるVNG
Internationalや自治体向けの学習プラットフォームを
提供するVNG Connectなどの団体も存在

• 従業員の大半はプロジェクトマネージャー職として雇用

実証実験プロジェクト(T3D)の全体像

VNG：プロジェクト管理業務

ハーグ市：
データ収集に関わる
実証実験を主導

アムステルダム市：
データ活用に関わる

実証実験を主導

ロッテルダム市：
データ登録に関わる
実証実験を主導

オランダ全自治体 大学・政府機関など

連携 連携

• 3D都市モデルの収集・登録・活用に関する実証実験プロジェクト

• ハーグ市・アムステルダム市・ロッテルダム市・VNGの4団体が主導

※T3D=Programma Totaal Driedimensionaal

https://vng.nl/projecten/totaal-driedimensionaal
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2. 参考事例❘リビングラボの形成： ヘルシンキにおける市民・企業共創型のリビングラボ形成

ヘルシンキ市のカラサタマ地区では、Forum Virium Helsinkiという団体主導で、共創スペースの設立・市民参加型サービス企画イベントの開催・
サービス開発のテスト地域としての街利用公募・サポート、ベータ版スマートシティサービス周知などの施策を実施し、リビングラボを形成

Source: Launching the Kalasatama Smart City Living Lab - Forum Virium Helsinki, Fiksu Kalasatama – Living Lab - Forum Virium Helsinki , Kalasatama Urban Lab is creating a new Helsinki, featured on CNN 
and Le Monde - Forum Virium Helsinki, Testbed Helsinki - Testbed Helsinki, Kokeilujoukot - Forum Virium Helsinki

ヘルシンキにおけるリビングラボ形成の取組概要 リビングラボ形成の各取組の様子

Kalasatama Urban Labの設立

テスト地域での実証実験（自動配送）

取組
内容

スマートシティ地区として指定されたKalasatama地区
(ヘルシンキ市)のリビンラグラボ活動を強化すること

• 共創スペース”Kalasatama Urban Lab”設立

- サービス開発プロジェクトの紹介や実際に開発したサービスの
体験を実施

- 15～30人程度のワークショップを開催

• 市民参加型のサービス企画イベント開催

- 市職員・研究者・市民・民間企業などが参加

• サービス開発のテスト地域としての利用公募・サポート

• ベータ版スマートシティサービスの利用を市民に対して
周知・促進

主体

目的

Forum Virium Helsinki

※ヘルシンキ市を世界一のスマートシティとすることをミッションと
して、ヘルシンキ市の子会社として設立された団体

Fiksu Kalasatama ProjectPJ名

https://forumvirium.fi/en/launching-the-kalasatama-smart-city-living-lab/
https://forumvirium.fi/projektit/fiksu-kalasatama-living-lab/
https://forumvirium.fi/en/kalasatama-urban-lab-2/
https://forumvirium.fi/en/kalasatama-urban-lab-2/
https://testbed.hel.fi/
https://forumvirium.fi/esittely/kokeilujoukot/
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2. 参考事例❘データアクセシビリティの向上：オランダにおけるサンプルデータ生成OSS

オランダのデルフト工科大学では、3D都市モデルに関する様々なOSSを公開しており、その一つとしてUC開発の実験用途向けにLoD3までの3D都
市モデルを自動生成するRandom3DCityをOSSとしてリリース。データを活用しやすい環境が整備されている。

Source: GitHub - tudelft3d/Random3Dcity: A basic procedural modelling engine for generating buildings and other features in CityGML

生成したいLoDを選択 サンプルデータが自動生成

• 生成するモデルのLoDを用途に応じて設定可能

- LoD0.1～LoD3.3まで様々なLoDに対応

• 予め自動生成されたサンプルデータをダウンロードすることも可能

• 自動生成した3D都市モデルを研究・実験用途で利用

LoD1.1 LoD2.０ LoD2.3 LoD3.3

https://github.com/tudelft3d/Random3Dcity
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2. 参考事例❘データアクセシビリティの向上： ベルリンにおけるデータ配信方法

ベルリンでは、3D都市モデルをダウンロードする際に、Viewerで範囲を指定して直接ダウンロードできるシステムを構築。DLの際にはCityGML以
外にもFBXやJSON等の19種類のファイルフォーマットを用意。データを活用しやすい環境が整備されている。

Source: Berlin 3D - Downloadportal (businesslocationcenter.de)

• CityGMLを含む19種
類のファイルフォーマッ
トが選択可能

• ダウンロード範囲を地
図上で指定可能

https://www.businesslocationcenter.de/berlin3d-downloadportal/?lang=en#/export
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2. 参考事例❘データアクセシビリティの向上： 経産省による配信・開発環境PFの提供

経済産業省主導で開発された衛星データプラットフォーム「Tellus」では、データ配信機能のみならず、衛星データ解析のための開発OS（開発リソース
及びPython/R開発環境）や、ブラウザ上で利用できる簡易解析ツールなども提供。データを活用しやすい環境が整備されている。

Source: ツール一覧 | Tellus (tellusxdp.com) 35

• 衛星データから新規駐車場
用の候補地が開拓できる
ツール

Telluｓ-VPL

• 衛星画像を使って、地盤の
沈下や隆起を数センチ規模
で計測できるツール

TelluSAR

（例）

https://www.tellusxdp.com/ja/catalog/tool/
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2. 参考事例❘環境障壁の除外： EU/INSPIRE

EUでは、公共機関のもつ地理空間情報をインフラとしてオープンデータ化していくため、 INSPIRE（Infrastructure for Spatial Information 
in the European Community）を設立。環境に影響を与えうるEU法の策定と実行において空間情報を用いなければならないことと、その際の
データ・サービスの公開に制限/課金制を設けてはいけないことなどが法律で規定されていることにより、データ提供・オープンデータ化を促している。

(1)
Community policy on the environment must aim at a high level of protection taking into account the diversity of situations in the various regions of the Community. Moreover, information, 
including spatial information, is needed for the formulation and implementation of this policy and other Community policies, which must integrate environmental protection requirements
in accordance with Article 6 of the Treaty. In order to bring about such integration, it is necessary to establish a measure of coordination between the users and providers of the 
information so that information and knowledge from different sectors can be combined.

環境保護要件に係る本政策およびその他の共同体政策の策定と実施には、空間情報を含む情報が必要

Article 13
1. By way of derogation from Article 11(1), Member States may limit public access to spatial data sets （以下略）
2. The grounds for limiting access, as provided for in paragraph 1, shall be interpreted in a restrictive way, taking into account for the particular case the public interest served by providing 
this access. In every particular case, the public interest served by disclosure shall be weighed against the interest served by limiting or conditioning the access. Member States may not, by 
virtue of points (a), (d), (f), (g) and (h) of paragraph 1, limit access to information on emissions into the environment.

空間データセット・サービスへのアクセスは必要に応じて制限できるが、環境への排出に関する情報は一部の特別な理由を除いて制限できない

Article17-3
Member States may allow public authorities that supply spatial data sets and services to license them to, and/or require payment from, the public authorities or institutions and bodies of 
the Community that use these spatial data sets and services. （中略）Spatial data sets and services provided by Member States to Community institutions and bodies in order to fulfil their 
reporting obligations under Community legislation relating to the environment shall not be subject to any charging.

空間データセット・サービスの利用はライセンス制・課金制を取ることができるが、環境に関するEU法に基づく報告義務を果たすために提供するものは対象にならない

Source: EUR-Lex｜INSPIRE Directive

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/ALL/?uri=CELEX:32007L0002
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2. 参考事例❘環境障壁の除外： EUにおける環境アセスメント義務化による空間データ活用促進

EUでは、❶実行難易度の高い環境アセスメントを義務化したうえで、❷アセスメント簡易化ツールの提供×❸アセスメントに必要なデータ定義～公開
でサポートすることにより、データ利用自体を義務化せずとも、空間データ活用が促進されている

*1: INSPIREとは環境に影響を与える可能性のある政策や活動への利用のための空間データ基盤を構築することを目的としてEUによって設立された団体 *2: 3D都市モデルに限らない空間データ

Source:Environmental impact assessment (europa.eu) ,The application of Geographical Information Systems to determine environmental impact significance – ScienceDirect, GIS for Environmental Impact Analysis | Aspectum

政府
（EU）

民間企業
（建設会社等）

ソフトウェア会社
（GIS等） INSPIRE

（実行難易度の高い）
環境アセスメント義務化

アセスメントの
簡易化ツール提供

アセスメントに必要
なデータ定義～公開

3D都市モデルを含む
空間データセットを
環境アセスメントに
使うことが一般化

環境アセスメントによる空間データ利用促進の全体像

1

2 3

環境
アセスメント

義務化

アセスメント
簡易化

ツール提供

アセスメント
に必要な

データ定義
～公開

空間データ利用促進の取り組み詳細

1

2

3

EIA指令により、大規模建設プロジェクトでは
環境アセスメントの実行・報告書提出を義務化

• 原子力発電所、長距離線路、高速道路、有害廃棄物処理施設、
ダムなどが対象

• 生物多様性・土壌・水・空気・気候など多数の項目への影響評価
が必要で、簡易化ツールを使わなければ実行困難

環境アセスメントに使用可能な機能を備えたGIS提供

• 土壌・植生・地下水・地質等のデータをGISで重ね合わせること
で、数値面・ビジュアル面ともに簡易に評価可能

• EIAでの環境評価のための利用方法をユーザー向けに紹介し
ているGISも（例：Aspectrum）

EU INSPIRE*1が環境アセスメントのための
空間データ*2定義、指令発出、データ収集・公開を実施

• 各国意見を聞くため、「EIA報告書の提出におけるINSPIRE*1

の貢献方法」についてアンケート実施

• 環境アセスメントを見据え、INSPIREの空間データカテゴリに
は生物生息地・土壌・水などが存在

https://environment.ec.europa.eu/law-and-governance/environmental-assessments/environmental-impact-assessment_en
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0195925501000907
https://aspectum.com/gis-for-environmental-impact-analysis/#:%7E:text=GIS%20in%20environmental%20impact%20assessment%20is%20the%20main,time%20on%20research%20that%20companies%20have%20to%20conduct.
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2. 参考事例❘産学官連携PF構築： フィンランドにおける産学官連携PFのイニシアティブ

フィンランドでは、オープンデータを活用したユースケース開発やコミュニティ形成、オープンデータPF等の運営等を行う中間団体（FVH・HRI）を政府
資金によって設立。民間人材を中心とした産学官連携体制を構築し、技術開発やPoC、サービス実装等を支援。

研修材料提供
GISソフトウェア企業（Esri）

変換ツール企業（Safe Software）

標準化団体（OGC）

Forum Virium Helsinki
（非営利企業）

• プロジェクトの推進
- サービス開発PJの公募/推進
- データ提供
- コミュニティ形成
- 資金提供
- 広報活動
- リビングラボ/テストベッド提供 など

• データPF構築
• モデル地域形成

ユーザー

Helsinki Region Infoshare運営委員会（FVH＋四市政府）

EU INSPIRE (複数国横断機関)

Helsinki、Espoo、Vantaaなどの市政府

企業・エンジニアコミュニティなど、サービス開発・提供者

データ整備要望収集 UC要望収集オープンデータ提供・UC事例公開

サービス提供

オープンデータ

仕様定義、関連する法律の制定

資金

資金
経営

コミット

資金

Source: https://forumvirium.fi/en/
38

https://forumvirium.fi/en/
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2. 参考事例❘産学官連携PF構築： シンガポールにおける地理空間産業コミュニティ形成

シンガポールでは、複数企業が定常的なメンバーとして参加する地理空間産業センター(GeoWorks)が国主導で組織されており、GeoWorksが保
有する施設でネットワーキング・共同開発・成果紹介・パネルディスカッション等を実施することにより、コミュニティを拡大・強化している。

GeoWorksのメンバー企業例(事業領域を併記) GeoWorks主催イベントの様子

Source: Geoworks (sla.gov.sg)

ネットワーキング 共同開発

開発成果紹介 パネルディスカッション

メタバース 地理情報AI 衛星写真分析ソフト モビリティ向けマップ

3D都市モデルソフト 地理情報AI ドローン運行管理 ドローン自動運転

輸送サービス UAMのポート開発 UAM運行管理衛星写真分析ソフト

UAM開発3D都市モデルソフト 3D都市モデル生成AI

https://www.sla.gov.sg/geoworks/
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2. 参考事例❘産学官連携PF構築： イギリスにおける地理空間イノベーション創出プログラム

イギリスでは、イギリスの地図を作成しているOrdnance Surveyによって設立されたGeovationという団体が、空間データビジネスの創出を狙い
資金・データ・育成プログラム・広報イベントなどを提供するアクセレーションプログラムを実施しており、サービス開発が促進されている。

Source: Who we are | Geovation, Accelerator Programme | Geovation

参加企業に対する支援概要組織の基本情報

設置
目的

取組

国立地図作成機関としてイギリス全土の地図を
作成 （≒日本における国土地理院）

• 地図作成・提供

• 地図データ利用事業の創出支援

- Geovationという団体にてアクセレーショ
ンプログラムをベンチャー企業向けに提供

• 地図データに関する国際支援

- 国際部門(Ordnance Survey International)

を設立し、世界の政府・地図機関などに対し
てアドバイザリーサービスを提供

- 2019年にはシンガポール政府に対して3D
都市モデルに関する技術開発支援を実施

名称
• 年間最大20,000ポンドの助成金

• 自由にアクセス可能な限定データセット

• スタートアップの創業者に対するコーチングサービス

• スタートアップの事業運営に係るワークショップ開催

- 財務・資金調達・事業計画・法務・知財・会社法など

• 業界リーダー・技術者・プログラムOBからのサービス開発サポート

• 地理空間情報関連の業界イベントにてプログラム対象企業を紹介

• 投資家・企業・政府機関職員向けのプレゼン機会提供

• ロンドンのPartner
Hubにて1年間の
オフィス使用権

資金提供

データ提供

育成サポート

広報機会
提供

オフィス
提供

https://geovation.uk/about-us/who-we-are/
https://geovation.uk/apply/accelerator/
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2. 参考事例❘国際展開： イギリスからシンガポールへの国際展開

イギリスでは、地図作成機関であるOrdnance Surveyが、シンガポールにおける3D都市モデルの取組を支援するなど国際展開がなされた。

Source: About us | What we do (ordnancesurvey.co.uk), OS developing 3D data model in Singapore | Case Studies | Ordnance Survey, Ordnance Survey Demonstrates BIM Potential with Pioneering Project in Singapore | GIM 
International (gim-international.com), IFC2CityGML | Strict and automatic mapping of IFC–BIM models into semantically enriched 3D CityGML building models (exterior and interior) @ National University of Singapore

組織の基本情報 シンガポールにおける支援内容詳細

• CityGML標準2.0の導入を監修

- Ordnance SurveyがOGCにてCityGMLの開発をリードした経験を評価
され監修として参画

• 政府およびシンガポール国立大学と共同で、BIMデータ（IFC）をCityGMLに
自動変換するための方法論とアルゴリズムを開発

- シンガポール住宅・開発局（HDB）や主要BIMソフトウェアベンダ保有する
BIMデータを利用して実証実験が実施された

- 主要BIMソフトウェアベンダと商業化機会を検討

設置
目的

取組

国立地図作成機関としてイギリス全土の地図を
作成 （≒日本における国土地理院）

• 地図作成・提供

• 地図データ利用事業の創出支援

- Geovationという団体にてアクセレーション
プログラムをベンチャー企業向けに提供

• 地図データに関する国際支援

- 国際部門(Ordnance Survey International)

を設立し、世界の政府・地図機関などに対し
てアドバイザリーサービスを提供

- 2019年にはシンガポール政府に対して3D
都市モデルに関する技術開発支援を実施

名称

https://www.ordnancesurvey.co.uk/about/what-we-do
https://www.ordnancesurvey.co.uk/customers/case-studies/3d-singapore
https://www.gim-international.com/content/news/ordnance-survey-demonstrates-bim-potential-with-pioneering-singapore-project
https://www.gim-international.com/content/news/ordnance-survey-demonstrates-bim-potential-with-pioneering-singapore-project
https://ifc2citygml.github.io/
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1. プロジェクト・ゴール

2. ゴール達成に向けたステップ

3. PLATEAUエコシステムの構築

4. アクションプラン

参考資料編

1. PLATEAUの経済効果試算

2. 海外事例

今後の進め方

1. 次年度案件組成に向けて

2. 本分科会の発展に向けて
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今後の進め方

次年度案件組成に向けて｜昨年度実績を踏まえた今年度RFIの更新ポイント

 昨年度より、更に多くの企業からより良い提案を受領できるよう、今年度のRFIは開始時期を6月への前倒し、二回目の開催をおこなう。

RFIの昨年度実績 今年度RFIの更新ポイント

採択件数

7提案

• UC23-1 SARを用いた浸水被害把握

• UC23-2 精緻な土砂災害シミュレーション

• UC23-14 市民協働による樹木データベース作成

• DT23-01標準仕様の拡張及びデータ整備の効率化等に関する調
査業務（国際展開）

• DT23-02 データ作成実証業務（空港周辺の障害物解析）

• UC23-10エリマネ支援ツール等

• UC23-23 メタバース体験の構築等

1. 幅広い意見集約を目指し、開始時期を6月に前倒し

2. いただいた意見を元に技術的なフィジビリティやチャ
レンジの磨き上げを行うRFI#2を追加

実施期間

受領件数

令和4年9月9日（金）～10月14日（金）

48提案 （27機関）
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今後の進め方

次年度案件組成に向けて｜FY23 RFI概要

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2024年度に向けた動き

RFI ＃1
6/19(月)～7/17(月)

公示手続等ヒアリング

※2024年度に向けた企
画提案の情報提供依頼

※RFIをもとに具体的な
技術提案の情報提供依頼

※企画競争提案の説明会
及びRFIをもとにしたヒア
リング等

※2024年度企画競争提案に関する手続き等

RFI #2
ヒア

リング

- 国土交通省都市局が様々な主体と連携して進めるProject PLATEAUでは、都市デジタルツ
インの実装モデル「3D都市モデル」の整備・活用・オープンデータ化を推進していくため、幅広い
産学官のプレイヤーとの連携を重視しています。

- 都市デジタルツインは新しい技術であり、これを社会実装していくためには、どのような施策や
技術開発、スキーム構築などが必要なのか、幅広いプレイヤーとの議論していくことが重要です。

- そこで、Project PLATEAUでは、RFI(情報提供依頼）として、次年度以降のプロジェクト採択
に向けたアイディアや提案を募集します。

- RFI#1では、 FY23のテーマに応じた基本的なアイディエーションを行うことを狙った「提案募
集型」RFIを行います。、RFI#2ではこれを基にして作成したプロジェクト原案に対する技術提
案を募集する「意見募集型」RFIを行っていく予定です。ぜひご参加ください。

PLATEAU RFI（情報提供依頼）は、PLATEAUのプロジェクト価
値を高めていくための産学官連携施策の一つです。

スケジュール

大都市圏整備：Project PLATEAU事業推進に
向けての情報提供依頼（RFI）（2023年度） - 国
土交通省 (mlit.go.jp)

https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/plateau_rfi2024.html
https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/plateau_rfi2024.html
https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/plateau_rfi2024.html
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仕様書
1．業務の名称

2．業務の目的

3．業務の内容

仕様書
1．業務の名称

2．業務の目的

3．業務の内容
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今後の進め方

次年度案件組成に向けて｜FY23 RFIの目的・募集イメージ

 RFIを2回に分けることで、アイデアの幅と深さを担保し、R6以降の更なる発展を目指したい

RFI#1
（6/19ｰ7/17）

RFI＃2

（8月末予定）

公共調達

（12月末予定）

目的

募集
イメージ

RFI#1等をイン
プットに具体案件
の実行に向けた情
報提供依頼を想定

検討を深めたいテーマの特定・
技術ホルダの把握

• 企画概要のアイデア募集

• MLITのシーズ理解

• PLATEAU PJへの理解促進

調達すべき案件の仕様化にむけ
技術の理解・フィジビリティ確認

• テーマに対する技術的・経済的価値の
提案や実現性担保

• 上記踏まえた発注仕様の検討

政府調達

• 仕様に則り、各事業者からの本提案

A1 情報提供のテーマ
A11 情報提供するテーマを選択してください。（リストより✓選択、複数可）

01 データ・カバレッジ拡大
3D都市モデルのデータ整備・更新を推進するため、標準データモデルの拡
張やデータ整備手法の効率化等を進めます。

02 ユースケース開発調査
3D都市モデルを活用した社会課題の解決や新たな価値創出を実現する
ソリューション開発を進めます。

03 コミュニティ形成
3D都市モデルに関する国内の技術力向上、開発参加者のすそ野拡大、
ナレッジ共有等のためのコミュニティ形成を進めます。

04 サービス実装・提供
実装レベルの3D都市モデルを活用したサービスの開発・事業化・提供を
促進します。

05 地域のデジタルケイパ向上
自治体職員や地域コミュニティ、住民等がデータを用いて課題解決を行う
ための知識やスキル、技術の普及を促進します。

06 オープンイノベ創出・�シーズ提供
PLATEAU実装へのブレイクスルーをもたらすシーズ開発の支援など、イノ
ベーションの創出を促進します。

07 エコシステム構築
地方公共団体、産業界、大学等の研究機関、地域コミュニティ、国等が
連携し、3D都市モデルの実装を促進する体制を構築します。

A2 情報ご提供者（主提供者）

A21 所属機関名
※回答必須

A22 所属部署名
※回答必須

A23 役職
※回答必須

A24 氏名
※回答必須

A25
住所（都道県市区町村名までで
可）
※回答必須

A3 問い合わせご担当者

A31 所属機関名
※ご提供者と異なる場合は記載

A32 所属部署名
※ご提供者と異なる場合は記載

A33 役職
※ご提供者と異なる場合は記載

A34 氏名
※ご提供者と異なる場合は記載

A35 電話番号
※回答必須

A36 メールアドレス
※回答必須

A4 情報提供にあたって連携先がある場合は、以下にもご記載ください。　※回答任意
A41 連携先所属機関名・部署名

（主なもの3つまで）
※主提供者の所属を除く

問い合わせ窓口となる主情報提供者について記載してください。
組織間連携による情報提供の場合、件数は1件とし、主提供者が提供を行ってください。
（共同提供者については主提供者が情報を入力する形としてください）

ご提供者の基本情報

以下をテーマに対象に応
募中（左図エクセルに起票
しアプライ）
1. データ・カバレッジ拡大
2. ユースケース開発調査
3. コミュニティ形成
4. サービス実装
5. 地域のデジタルケイパ

向上
6. オープンイノベーショ

ン・シーズ提供
7. エコシステム構築

仕様書
1．業務の名称

2．業務の目的

3．業務の内容

XXXXXXXXXX

XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX

XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX

政府調達を実施
情報提供依頼書

1．RFIの目的

2．RFIで求めるテーマ

3．業務の内容

情報提供依頼書
1．RFIの目的

2．RFIで求めるテーマ

3．業務の内容

情報提供依頼書
1．RFIの目的

2．RFIで求めるテーマ

3．業務の内容

XXXXXXXXXX

データ・カバレッジ拡大

XXXXXXXXXX
XXXXXXXXXX
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今後の進め方

今後における本分科会の発展に向けて｜海外事例

現時点のPLATEAU ドイツ（※調査中、参考）

政府資金のみ
政府主導型

フィンランド

政府資金のみ
中間団体 委任型

オランダ

政府資金のみ
研究機関 一部切り出し型

民間資金投入あり
中間団体 委任型

オランダではデータ整備を大学がリード、フィンランド・ドイツではサービス開発を中間団体がリードし、ドイツではさらに民間企業からの資金拠出も行
われている。

資金提供

PMO

施策実行

予算編成・
管理

外部PMO

政府
（PLATEAU）

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

政府
(EU80%,市20%)

中間団体
（FVH：ヘルシンキ市の子会社）

※UC開発・
コミュニティ形成各分野のエキ

スパート60
名超が参加

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

政府
(T3D：3自治体+

自治体組合によるPJ)

研究機関
（デルフト工

科大学）
※自動生成/
ビューワー

企
業

企
業

企
業

企
業

中間団体
(ベルリンパートナー：自治体

＋企業のコンソーシアム)
※サービス開発の活動少

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

政府
(EU80%,市20%)

企業群
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今後の進め方

今後における本分科会の発展に向けて｜目指したい姿

日本においても、Phase03の多様な層への普及も見据えると、限られた人的リソース・資金での運営には限界があるため、ゆくゆくは官民交えた中間
団体が活動の中核を担う姿を目指し、本分科会については発展的解散・産官学連携PFとして新たに組成する等を模索したい。

Phase01：現在の役割分担 Phase02の役割分担（案） Phase03の役割分担（案）

資金提供

PMO

施策実行

予算編成・
管理

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

外部PMO

政府

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

産官学
連携PF

産官学連携PF

企業群政府 自治体

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

企
業

政府

外部PMO

活動の中核を
担う団体へ
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第10回3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会 議事次第 日時：令和5年6月23日（金）13:30 - 15:30

I. 座長挨拶 [5分] 青山学院大学 古橋座長

II. 令和5年度PLATEAU取組全体像［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

III. 個別プロジェクト紹介[5分×9アジェンダ]

1. エコシステム構築 アクセンチュア 増田暁仁

2. データ整備・高度化・効率化

① 標準仕様拡張、LOD2自動生成ツール アジア航測 黒川史子

② データ整備 国際航業 嶋野雄一

3. コミュニティ形成・利用環境改善

① 公共コーディネート 三菱総合研究所 林典之

② デジタルケイパビリティ強化 Code for Japan 石塚清香

③ 情報発信・コミュニティ形成 パノラマティクス 宿院卓馬・角川アスキー総合研究所 北島幹雄

④ SDK開発 シナスタジア 有年亮博・Unity 清水啓太郎

⑤ VIEW3.0/実証環境開発 Eukarya 馬場英道

4. ユースケース開発 アクセンチュア 増田暁仁

IV. リーガル面の論点整理結果報告［10分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

V. 自治体支援業務

1. 補助金説明会ラップアップ［10分］ 三菱総合研究所 林典之

2. マッチング支援イベント開催案内［10分］ アクセンチュア 増田暁仁

VI. PLATEAUの中長期ビジョンロードマップ共有・討議［15分］ 国土交通省 都市局 内山補佐

VII.総合討議［15分］ 参加者全員



2023/06/23

第10回「3D都市モデルの整備・活用促進に関する検討分科会」

総合討議



事務局連絡
次回開催予定
• 日時：令和5年9月15日開催予定（最大2時間を想定）
• 開催方法：web中心で開催予定
• 開催案内：登録頂いた各団体担当者宛にメールで連絡予定

次回の主なアジェンダ
• 下記アジェンダを予定

① FOSS4Gレポート
② オープンデータ利用・GIS業界の現状と今後の展開
③ マッチング支援イベント開催報告

アジェンダ・活動内容に関するご提案・ご意見は事務局まで随時お寄せください

運営事務局・連絡先
• 下記事務局がお問い合わせ先になります。

- 国土交通省都市局都市政策課・都市計画課 hqt-mlit-plateau@ki.mlit.go.jp

mailto:hqt-mlit-plateau@ki.mlit.go.jp
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